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　魔ま界かい。

　それは人間界にもっとも近い異界の名だ。

　深くて暗い森の中、どこまでも続く海の彼方かなた、魔都と呼ばれる街の路地裏、眠ねむりに落ちる前の一いつ瞬しゆんのまどろみ──そんなちょっとした「穴」の向こうに、魔界はいつでも広大な荒あれ地をさらしている。

　どこを向いても、見み渡わたすかぎりの赤茶けた岩砂さ漠ばく。

　そこには建造物らしきものなどひとつもない。ごおごおと吹ふき荒れる風は土つち埃ぼこりを巻き上げ、すさまじく切り立った奇き岩がんへぶつかっては砕くだけて悲鳴のような音をたてる。

　あまりに殺風景なこの場所で、住人たちはどこに暮らしているのだろう？

　基本的には岩山の中だ。

　あちこちに連なる奇岩の中を掘ほり抜ぬいて住んでいる。中でも目立つ尖とがった岩の巨きよ大だいな固まりは、「王」と呼ばれる高位悪魔、キュリオスの宮きゆう殿でんであった。

「──オス……キュリオス、様……入ってもよろしいでしょうか」

　宮殿の中、うめくような声が囁ささやく。

　奇岩の内部に築かれた宮殿はまるで洞どう窟くつのようだ。

　宮殿の主たるキュリオスの居室はドーム状に掘られた広い部屋。荒あら削けずりの岩がん壁ぺきにびっしりと奇きっ怪かいな獣けものの像が刻まれ、のたくり、互たがいにからまりながら牙きばをむいている。

　いかにも不気味な薄うす暗ぐらい部屋に窓はなく、ベッドも絨じゆう毯たんもない。

　あるのは岩壁に直接刻まれたキュリオスの玉座と、部屋の真ん中で赤い液体をたたえた四角い人造池のみ。この池の赤く不ふ透とう明めいな液体は、風もないのにさざめき、怪あやしげな渦うずを巻き、ときにぼこぼこと泡あわを吐はく。

　さっきから聞こえるうめき声は、どうやらこの池の中からしているようだ。

「キュリオス……様……もしや、もう、目覚──お目覚めには、ならないのでしょうか？」

　ぼこり、と赤い泡がはじけると同時にかすれ声が放たれる。

　一方玉座のキュリオスは、さっきから微び動どうだにしなかった。

　黒々とした岩の玉座に座る彼は、三十歳前後の青年に見える。骨張った長身に白い軍装めいた衣装をまとい、その肩かたには長い金きん髪ぱつがこぼれる。

　白と金、ふたつの色の組み合わせだけならばきらびやかなのだが、彼が漂ただよわせるのは猛もう烈れつな妖よう気きだ。

　今、裾すその長い上着の下半分は赤黒い血でしとどに濡ぬれ、薄うすいまぶたを閉じた顔にはまったく生気がない。蝋ろうのように白くつやのない肌はだに浮うかぶのは、まぎれもない死相。

「やはり、奴やつが──人間風情ふぜいに使し役えきされる悪魔の面つら汚よごし──レクス……が、陛下を滅ほろぼした」

　ぼこり、と新たな泡がはじけたと思うと、不意に赤い池の中から何かが立ちあがる。

　赤くねばついた液体をしたたらせる固まり。虎とらか、いや、牛ほどもある大きな四足獣だ。赤い液体に覆おおわれて、一体どのような獣かはわからない。

　獣はずるりと池から這はいあがり、鋭するどい爪つめでキュリオスのつま先に触ふれようとする。

　そのとき、不意にキュリオスが動いた。

　つま先で蹴けり飛ばされて、真っ赤に濡れた獣がぎゃっというような声をあげる。

　キュリオスはあいかわらず死人の顔色のまま、ゆるゆるとまぶたを開けた。

「──まったく、まどろむ暇ひまもないね。おや、お前は《槍アルマ》か」

　甘く重い声でキュリオスがつぶやくと、倒たおれ伏ふしていた獣がわずかに頭をもたげる。

「おお……わたしを、覚えていて……くださったのですか。ありがたい、ありがとうございます──キュリオス様、どうぞ、どうぞわたしをお使いください……！」

「一体何にお前を使えと？　下層の檻おりをやぶってここまで上がってきたお前の力は認めよう。お前は戦場では役に立つ。しかしわたしは傷を癒いやすまで、戦いに出ることは叶かなわん。そもそも、レクスのいない戦場など戦場ではない。──ただの狩かり場だ」

　金のまつげを伏せて、キュリオスは己の身体からだを見やる。

　白い軍装を汚しているのは、キュリオス自身の血だ。少しばかり前、キュリオスは人間界でレクスという名の大悪魔と戦い、この傷を受けたのだった。

　キュリオスと同じ「王」の位を持つレクスの攻こう撃げきは重く、キュリオスはここしばらく人間界に行くことはおろか、己の城から動くことすらできない。

　そんなキュリオスのもどかしさを知ってか、獣は囁き続ける。

「取り戻もどします、キュリオス様。連れてきます……わたしが、あれを、レクスを」

「──お前が？」

　キュリオスは視線だけで獣を見た。

　暗い熱を持った赤い瞳ひとみ。視線を受けた獣は小さく震ふるえ、それでもうなずく。

「はい。そのために、ここまでまいりました。手て柄がらを立てたいのです……そう、レクスをここへ連れてきた暁あかつきには、どうぞ、このわたしを──陛下のおそばに、常にお置きください！」

「……なるほど、そうか、お前がか」

　キュリオスは一度言葉を切った。わずかな間を置き、彼はさらりと告げる。

「──よかろう、やってみろ。お前の鎖くさり、解かい錠じようする」

　キュリオスの言葉が響ひびいた途と端たん、獣は赤い液体に変わって床ゆかにわだかまった。

　次の瞬しゆん間かんには、液体の中からひらりとひとりの青年が立ちあがる。

　まるで手品のような光景──獣の形であった悪魔が、能力の封ふう印いんを解かれてひとの姿となったのだ。

　キュリオスは青年のほうを見ることもなく、元通り目を閉じてつぶやく。

「行け。ただし、レクスをここに連れてくる必要はない。あのくだらん人間界で殺してしまえ。もはや奴の死し骸がいにすら、この甘い地を踏ふむ資格はない」

「かしこまりました、我が主。《深淵のヴイザーリ・夢想者フアンタズム》、キュリオス様」

　解放された青年はうやうやしく頭を下げる。

　その髪かみは金の光こう沢たくを持つ赤、瞳はらんらんと光る金。獣の面おも影かげなどは欠片かけらもない、十七、八歳ほどの美び貌ぼうの男であった。
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　聖教会暦れき十九世紀後半。

　ノースランドの首都から約三十キロ。穏おだやかな丘きゆう陵りよう地ち帯たいにある古城、シェルズバーン城には秋がきていた。

「はー……ノースランド低地地方の空だー」

　ジャスティンは思いきり屋根の上でのびをする。

　北方大陸の西に位置する島。その北側を占しめるノースランドに、秋は駆かけ足でやってくる。

　城の屋根から見る空はどこまでも広く、青く、雲は筋を描えがいて雄ゆう大だいに伸のびていた。

　視線を少し下げれば短い夏を追い払はらうように丘陵が色づき、森では赤や黄に染まった木々が、きらめく青い清流にしだれかかっているのが見える。

　世界は色とりどりに染まり、まるでステンドグラスのような光景だ。

「ジャングルにはこんな秋はないもんね。やっぱり故郷っていうのも、たまにはいいな」

　妙みようなことを言って屋根の上で膝ひざを抱かかえるジャスティンは、今年十五歳になった少女である。

　ゆるく波打つプラチナ・ブロンドは穏やかな陽光に柔やわらかく光り、緑色の瞳は快活そのもの。黒い簡素なドレスに白のエプロン、というメイド装束でも、彼女のビスク・ドールめいた品のいい愛らしさは隠かくせない。見た目は完全無欠の美少女だ。

　……しかし、ジャスティンは性格が変だった。

「ああ、こんなに晴れて気持ちがいい日は、あえて薄暗い部屋の中でミイラの包帯を解くショーとかが見たいなぁ……どこかの怪しい城で珍ちん品ぴん展示室を見せてもらうのでもいいや」

　うっとりと青空を見つめて言うのはそんなこと。

　幼いころから冒ぼう険けん貴族である父と怪しい冒険三ざん昧まいの生活をしてきただけあって、趣しゆ味みは大変偏かたよっている。

　恋こいとドレスとパーティーへの憧あこがれは一いつ切さいなし、好きな物は遺い跡せきと怪しいもの全ぜん般ぱん、特技は野外生活とおまじないと射しや撃げきというのだから重じゆう症しようだ。

　もっとも本人はそれを引け目に思ってはいない。今後も淑しゆく女じよの生活よりも冒険第一に生きるつもりなので、無理に女らしくする気などちっともなかった。

「仕事が山ほどあるから城を離はなれるわけにはいかないけど──せめて怪しいお客でも来ないかな？　怪しい転校生とかでもいいんだけどなー。……あれ？」

　ジャスティンがぶつぶつ本音をつぶやいていたところ、森の向こうの丘おかあたりに馬車の影かげが現れる。

　よくよく目をこらして見ると、どうやら黒に金の細工をした上等な馬車のようだ。

　馬車はまっすぐにシェルズバーン城に向かってくる。

「貴族のお客……いや、転校生？　そういえば、秘書さんが何か言ってたような……」

「ジャネット！　あんた、屋根の上なんかで何やってんのよ！」

　ジャスティンが記き憶おくをたどっていると、いきなりちょっと向こうの天窓が開く。

　窓から屋根に顔を突つき出したのは、メイド仲間のメイベルだ。

　ジャスティンは笑え顔がおでメイベルに答えた。

「メイベル！　あのね、生徒さんが運動で使ったボールが屋根に載のっちゃったっていうから、取りに来たの」

「はぁ!?　あんた、どうしてそんなにばかなの！　そんなもん一年生にでもやらせなさいよ、危ないなあ。どうせあのお坊ぼつちゃんたち、あんたを困らせたいだけなんだからさ！」

　メイベルは嫌いやそうに言って顔をしかめた。

　まだ十歳やそこらの少女なのに、メイベルはジャスティンよりかなり大人おとなびたことを言う。

　ジャスティンはひょい、ひょいとバランスをとりながら急傾けい斜しやの屋根の上を歩き、天窓の脇わきにしゃがんでメイベルに笑いかけた。

「いいのいいの、私だって屋根に上ってみたかったんだもん。それより、ね、メイベル。見える？　あの馬車。きっといいお家うちの子が転校してくるんだ。すごいよね、うちの学校も少しは有名になったってことかな？」

「うちの学校が有名ねぇ。新しいし、首都からは適度に離れてるし、どうせ『ばか息子をやっかい払ばらいするにはちょうどいい』みたいな噂うわさで有名なんだと思うけど？」

　きっぱり言われてしまい、ジャスティンの笑顔はちょっと困った感じになる。

　というのには訳があって、ジャスティンたちが住む古い城、シェルズバーン城は、そもそもジャスティンの父である伯はく爵しやくによって女子校に改造されるはずだった。

　それもこれも淑女らしさの足りないジャスティンのためだったのだが、学校の管理を任されていた伯爵の旧友が裏切って、伯爵の財産を私物化したあげく、学校も全ぜん寮りよう制せいの男子校にしてしまったのである。

　単身帰国したジャスティンは『ジャネット』という偽ぎ名めいを使ってメイドとして男子校になった城に潜もぐりこみ、どうにか伯爵の旧友をやっつけて城を取り戻した。

　しかしその時点で、城はすでに何年も男子校として機能している。

　今さら生徒を追い出すのもなんだし、そもそもジャスティンは女子校で花はな嫁よめ修しゆ業ぎようをする気はないし……ということで、城は男子校のまま経営することにしたのだ。

『といっても、私が学校長じゃ威い厳げんが足りないし、そもそも今までメイドだった子がいきなり伯爵令れい嬢じようで城のオーナーです！　とか言ったらみんなが困っちゃうだろうから。私、表向きはメイドのまま、裏でちょこちょこ学校と城の管理のお手伝いとかをしたいです』

　あっけらかんと主張したジャスティンの意見が通り、彼女は表向きはメイド、裏では影の学校長という一風変わった存在になった。

　そして学校の中身はというと、伯爵の旧友が金目当てで生徒を集めたせいで、すっかりどこかで問題を起こした子供やら、親が手元に置いておきたくない子供を預ける場所になっている。

　とはいえジャスティンは何もあきらめてはいなかった。

「そうだね、確かに名門なんてほど遠い感じだけど……『やっかい払い』でここに来ちゃった生徒さんが、『意外とここに来てよかったかも』って思うくらいにはなってほしいよ。私、この城のこと好きだし。──よーし、とりあえず転校生に挨あい拶さつしてこようっと。まずは第一印象が大事！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎるジャスティンの傍かたわらで、メイベルはため息を吐つく。

「いいけど、ちゃんと掃そう除じもしてきなさいよ。玄げん関かん先さきに落ち葉なんか落としたままにしといたら、それこそ第一印象最悪よ？」

「はいはーい、了りよう解かい！」

　にぎやかに話しあいながら天窓をくぐり、ジャスティンは玄げん関かんへと向かう。

　メイベルは知らないけれど、転校生への挨拶も影の学校長としてのちょっとした仕事だ。
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（来た来た。ん？　あの馬車に描いてある紋もん章しようって──うちと同じ、ノースランド伯爵家のやつだ）

　ジャスティンはひょっこりと城じよう壁へきの陰かげから顔を出し、正門前に着いた馬車を観察している。

（ってことは、転校生は伯爵家のお坊ちゃんかぁ。どんな子だろう？）

　色々と想像をめぐらせているうちに、馬車からひとりの少年が降りてきた。

　歳は十六、七だろうか？　仕立てのいいツイードの上下を着こんだ身体からだはすらりとしていて、繊せん細さいな金きん髪ぱつを真ん中分けにして垂らした顔は端たん整せいそのもの。どこか物もの憂うげな灰青の瞳ひとみは年ねん齢れい以上の落ち着きがある。

　これはなかなかの美形だ。誰だれが見てもとりあえずいい男だと言うだろう。

　普ふ通つうなら喜んだりときめいたりしてもいいところなのだが……

（くっ……また……！　また美形か！）

　ジャスティンは逆に冷ひや汗あせをにじませてしまった。

　彼女は過去の嫌な思い出から、どうしてもきれいな顔の男が気持ち悪い。

（ただでさえ毎日美形男に悩なやまされてるってのに、学校にまで美形の転校生って……。この世界にはどれだけ美形がいるわけ？　そりゃ、顔で区別しちゃうのは申し訳ないし、失礼なことだとは思うけど……でも本当に、美形だけはつらい！）

　ジャスティンは城壁の陰でもんもんとしていたが、やがて転校生が所在なげに辺りを見み渡わたしているのに気づいた。

（いけない、こんなことしてる場合じゃなかった！　早く案内してあげないと。美形だって、至近距きよ離りに行かなければ大だい丈じよう夫ぶなんだから）

　ジャスティンはいかにも掃除の途と中ちゆう、といった感じでほうきを持って城壁の門をくぐり、跳はね橋を渡って転校生に歩み寄る。

「こんにちは。あなたひょっとして、今日来るってことになってた転校生？」

　礼れい儀ぎ正しく数歩の距離を置いて立ち止まり、ジャスティンは明るく笑って訊きいた。

　ただし、視線は微び妙みように相手の顔からずらしている。

　転校生はごく穏おだやかに返してきた。

「そうだよ。きみは……寮りよう母ぼさんにしては若いよね。メイド？　ここって男子校だと思うんだけど、いいの？」

「いいんじゃない？　生徒さんに嫌がられたことはないし。それより、ここって元々古いお城だから、中とかけっこう複雑なとこもあるんだ。私、ジャネットっていうの。午後は教室棟とうを掃除してることが多いから、わからないことがあったら遠えん慮りよなく訊いてね」

「僕はフランシス。フランシス・シーザー・マクギニスだ。よろしく、ジャネット。あと、こいつらがアロンとベレクだよ」

　こいつらって？　とジャスティンが問う前に、フランシスが軽く指を鳴らす。

　乾かわいた音を合図に、すぐさま馬車から二匹ひきの大型犬が飛び出してきた。二匹とも灰色の巻き毛を持つ優美な猟りよう犬けんで、ぶんぶんしっぽをふりながらジャスティンに飛びついてくる。

「わあ、かわいい……！　けど……重っ……！」

　何しろ後足で立つとジャスティンの胸あたりまである大型犬だ。よろめくジャスティンにフランシスはくすくすと笑い、口笛を吹ふいた。

　すると犬たちはすぐにジャスティンを放し、フランシスの両側に行ぎよう儀ぎよく座る。

「ははは、ごめんごめん。びっくりしたね。でも、きみが犬嫌ぎらいでなくてよかったよ。これから、こいつらも一いつ緒しよに世話になるから」

「へ？　犬と一緒に寮りように入るの？　よっぽど仲良しなんだね」

　ジャスティンがエプロンを直しながら言うと、フランシスは悪戯っぽく笑った。

「こいつらは僕のたったふたりの味方なんだよ。家に残してくると、殺されてしまうかもしれないから連れてきた」

　……冗じよう談だんにしてはいまひとつ笑えない。

　顔をしかめるジャスティンを見て、フランシスはまたくすくすと笑った。

「冗談だって。単にきみが言ったように、僕とこいつらはとっても仲良しなのさ。面めん倒どうはなるべく僕がみるから気にしないで。ところで、悪いけど誰か先生を呼んできてくれない？　転校の手続きをしなきゃ」

「あ、うん、そうだよね。わかった、呼んできてあげる」

　ジャスティンは慌あわててうなずき、身をひるがえして走りだす。

　そしてふと気づいたように跳ね橋の途中で振ふり返り、フランシスに手を振って叫さけんだ。

「フランシス、ようこそ！　シェルズバーン・カレッジへ！」

　最後に朗ほがらかな笑え顔がおを残し、ジャスティンは城のほうへと消えていく。

　フランシスはしばらくその後ろ姿を見送っていた。

「──なんとなく変な子だな。ただの地味な田舎いなかの学校だと思ってたけど……」

　そこまでつぶやいて、ふとフランシスは言葉を切る。

　不意に目の前を黒くろ猫ねこが横切ったのだ。

　猫はちらりとフランシスを眺ながめてから、メイドが消えたほうへと走り去る。

　途と端たんに、フランシスの犬たちが激しく吠ほえ始めた。

「アロン？　ベレク！　どうした、お前たち！」

　しかりつけてみるが、犬たちはさっぱり鎮まらない。

　アロンは猫が去っていった城の一角をすさまじい目でにらんでうなり、ベレクは尾おをしまっておびえきったようにきゃんきゃんと鳴きわめいているのだ。

　眉まゆ根ねを寄せるフランシスの傍らに、御ぎよ者しやが馬車から降ろしたトランクを置いた。

「ありゃあ、ここの台所ででも飼われている猫ですな。にしても妙みようだね。あたしの目が確かなら……あの猫、赤い目をしてましたぜ、坊ぼつちゃん」

　御者の言葉に、フランシスはわずかに目を見開く。

（赤い目？　赤い目の猫などこの世には存在しないのに？）

　ぞくり、と背中を寒気が這はいあがるのを感じる。

　同時にわくわくするような快感を覚え、フランシスはわずかにひきつり笑った。

　ジャスティンには見せなかった、どこか暗い笑みだ。

　古めかしい城の学校に、人形めいた愛らしいメイド。そして赤い目をした黒い猫。

　この学校には何かある。

　奇き妙みようで、恐おそろしく──フランシスの大好きな『何か』が。
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　現在学校として使われているシェルズバーン城は、中世から続く古い城だ。

　真ん中にどっしりと構える角張った塔とう部分はもっとも歴史が古く、現在は中に校長室や秘書室、客用食堂や客間などがある。

　学校として主に使われているのは、塔をぐるりと囲む館やかたのほうだ。

（さて、と。先生を呼んで、とは言われたけど、表向きの学校長代理は秘書さんだよね。手っ取り早く秘書さんを呼んでこよう）

　ジャスティンは掃除道具を両手に持ったまま、中庭に面した回かい廊ろうを行く。

　このあたりは教室に使われている棟むねだ。ぐるりと古びた建物に囲まれた中庭には一面芝しば生ふが敷しき詰つめられて、生徒たちのちょっとした運動場代わりにもなっていた。

「ジャネット……さんっ！」

「はい？」

　不意に中庭から生徒に声をかけられ、ジャスティンは立ち止まる。

　思い詰めたような顔で回廊に上がってきたのは、暗い茶色の髪かみと鋭するどい瞳を持った最上級生、メルヴィンである。

「えーっと、そうだ。前にちょっと親切にしてもらったことがあった生徒さんだよね。いきなりどうしたの？」

　ジャスティンに訊たずねられると、メルヴィンはみるみる赤くなった。

「憶おぼえててくれたんだ。そっか……あ、そうだ、そ、その、これっ！」

　しどろもどろで勢いよく突つき出されたのは、一通の手紙だ。

　ジャスティンは素直に受け取って真っ白な封ふう筒とうを眺め、軽く首をひねる。

「ああ、手紙ね。今日中に出しとくけど、誰宛あてなの？　宛あて名ながなきゃどこにも届かないよ」

「そんな……！　まさか、俺がきみにそんな雑用を言いつけるもんか。俺はきみを使用人だなんて思ってない！　それは、つまり、きみ宛ての手紙で……」

「え？　私にわざわざ？　用なら今、直接聞くけど」

「っ……あ、そうか。そうだよな、普通はそうだよ。うん、わかるんだけど、でも、そ、そそそそ、その……」

　メルヴィンはさらにどもり続け、がちがちに硬かたくなっている。

　身体からだの具合でも悪いんだろうか？　ジャスティンが不安になりつつ返事を待っていると、なんだか周りから視線が集まってきた。

　教室棟や中庭のあちこちから、生徒たちがこっちを見ている。

　変にみんなの視線が険しいうえ、教室の扉とびらの陰かげからは、赤毛の長身と小こ柄がらな金髪、ゲイリーとエドワーズが声せい援えんらしきものまで送っていた。

「ここで言わなきゃ男がすたるぞ！」

「がんばれ、がんばれメルヴィン！」

（そこまで勇気がいる告白って、一体何？　ものすごーく悪いことじゃないといいなあ……）

　ジャスティンがさらに首をひねった次の瞬しゆん間かん、メルヴィンが絶ぜつ叫きようした。

「すまないっ、それはラブレターだ！　俺は、あなたが好きなんだ!!」

「……え……え……えええええ!?」

　思いもよらない展開に、ジャスティンは大きく目を瞠みはる。

　開いた口がふさがらない様子のジャスティンに、メルヴィンは半泣きになって続けた。

「そんなヘビかカエルでも見たような顔をしないでくれよ。みっともない告白だっていうのはわかってる。でも、言わずにはいられなかったんだ。ジャネット、きみは俺のことが嫌きらいか？」

「え？　あ？　い、いや、その、えと、もちろん嫌いじゃない、けど！」

　慌ててそこまで言ってみて、ジャスティンは途と方ほうに暮れる。

（どうしよう。単に私、恋れん愛あいっていうのがよくわかんないんだよね……父様も、どういうのが恋愛かっていうことだけは教えてくれなかったし）

　どんなふうに感じたら恋こいで、どんなふうに思ったら愛なのだろう？

　恋愛小説のひとつも読んだことがないジャスティンには、いまひとつ想像がつかない。

　とはいえ、相手は本気のようだ。……困った。

（うう、いいかげんなことは言いたくないし、でも本当にわかんないし……！）

　とらえどころのない『恋』なんていうものについて考えていると、ジャスティンはどうにも心細いような気分になってしまう。

　それでもジャスティンは必死に悩なやみ、ものすごく真しん剣けんな顔で答えた。

「あのね、私はあなたのことよく知らないし──あなたも、絶対私のこと誤解してると思うの。私、かなり趣しゆ味みが独特だよ？」

「きみが人体模型と生首が好きなことはもう知ってるよ、俺はそれでかまわない！」

「それだけじゃなくて、呪のろい人形とかミイラとか人魚の干物とかも溺でき愛あいしてるんだけど」

　ジャスティンの言葉にメルヴィンは顔色を白くするが、力ちから一いつ杯ぱい拳こぶしを握にぎって叫さけんだ。

「な、なら、俺も同じものを好きになる。今度一緒に、ミイラの包帯をほどく見せ物を見に行こう！」

「えっ、ほんとに!?　じゃなくって……！」

　うっかりジャスティンがのりそうになったとき、急に辺りが騒さわがしくなる。

　廊ろう下かの先から、回廊の角から、中庭の石像の陰から、わらわらと少年たちが現れてジャスティンとメルヴィンを取り囲む。

「ずるいぞ、メルヴィン、抜ぬけ駆がけしやがって！　ジャネット、怪あやしい物が好きなら、俺と雪男を探さがしに行こう！　父さんが高地地方に山小屋を持ってるんだ」

「雪山なんか大味だよ、僕ならエルズバラの幽霊小路めぐりをさせてあげられる！」

「え、ええええ？　っていうか、なんでいつの間にかみんな私の趣味を知ってるの!?」

　ジャスティンは魅み力りよく的な申し出にうっとりしかけ、すぐに我に返って悲鳴をあげた。

　ちょっと前までは嫌いやがらせをしてくる生徒のほうが圧あつ倒とう的に多かったのに、みんな素す直なおになるときはあっという間だ。

　かえってどう答えていいのかわからなくて、なんだか頭がくらくらしてきた。

　ジャスティンはふらつきながらもどうにか言う。

「え、ええっとね、とっても嬉うれしいんだけど、私ってメイドだし、家いえ柄がらのいい生徒さんたちとつきあうなんてとんでもないし、そもそも恋愛とかほんとによくわかんないし……」

　言いながらじりじりと後ろへ下がり、ジャスティンは回廊の隅すみに追い詰められてしまった。

　そのままさらに下がろうとして、うっかり足が宙を踏ふむ。

「あれ？」

（しまった、回廊の端はしから中庭までって、ちょっと段差があるんだった）

　気づいたときにはもう遅おそくて、ジャスティンの身体からだはぐらりと揺ゆらぐ。

　このまま中庭に転がるのか、と思ったとき。

　ジャスティンは、ふわ、とバラの香かおりに包まれた。

「う、なんか嫌な予感……」

　ひきつるジャスティンを、誰だれかの腕うでが後ろから抱だき留とめている。周りを囲んだ生徒たちが、全員真まっ青さおになってジャスティンの背後を見つめているのが見えた。

（やっぱり、やっぱりあいつか！）

　ジャスティンががっくり脱だつ力りよくしていると、頭上ですばらしく深い声がした。
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「バラが咲さけば蜜みつ蜂ばちも集まるものだ。──罪深いものだな、無自覚のバラというのは」




　あまりに響ひびきよい、心にするりと入りこんでくる声。

　そしてすさまじく耽たん美びな台詞せりふ！

　ジャスティンは振ふり向き、思わずひきつってその名を呼んだ。

「──っ……レ、レクス……！」

　いつの間にやらジャスティンを抱きしめていた黒こく衣いの人物、レクスがうっすらと微笑ほほえむ。

　かすかな毒を含ふくんだ甘い笑みが、彼の美び貌ぼうをいっそう鮮あざやかにする。

（何度見ても、常識外れにきれいなひと……いや、悪あく魔ま、か）

　冷たい汗あせをにじませながら、ジャスティンは自分を抱くレクスを見つめていた。

　すんなりと立つ姿はただそれだけで優ゆう雅が、ほっそりとした長身と抜けるような白い肌はだ。長い髪はどこまでも黒くつややかで、高貴なほどに整った美貌を飾かざる装そう飾しよくのようだ。

　そして何より印象的なのはその瞳ひとみ。

　レクスの物もの憂うげな深しん紅くの瞳は常に鈍にぶい光をためて、その美貌に甘い艶つやを与あたえている。

（くっ、だ、駄だ目めだ……何度見ても最高に気持ち悪い！）

　見れば見るほど寒気がしてくる顔である。ジャスティンは必死で深呼吸した。

　この青年──に見える悪魔──は、一応ジャスティンの使い魔まだ。

　ひょんなことからジャスティンがレクスを封ふう印いんした魔ま法ほう書と契けい約やくしてしまったため、彼はジャスティンが城を取り戻もどす手伝いをしてくれた。

　以降もジャスティンに使い魔として付き従ってくれている──はずなのだが、いかんせん大悪魔すぎるのであまりジャスティンの意のままにならない。

（あー……気持ち悪すぎて貧血になってきた。倒たおれるな、倒れるな私……こんな顔は幻まぼろしだから。ほら、何か南の大陸の仮面とかを思い出して乗り切るんだ……！）

　ジャスティンが冷や汗をかきながら歯を食いしばっていると、レクスは目を細めて言う。

「お前は肝かん心じんなときにわたしの名を呼ばないな、我が主よ。困っていたのだろう？」

「ちょっと困ってはいたけど、あんたの顔を間近で見せられるほうがよっぽど困る──っていうかレクス、あんたどこに立ってるの!?」

　必死にレクスの顔から視線をそらすと、足あし下もとにとんでもないものが見えてしまった。

　完かん璧ぺきな優美さでたたずむレクスは、なんと中庭の灌かん木ぼくのど真ん中に立っていたのだ。

　よくよく見直すと、レクスの美しい髪かみに一枚、黒衣の肩かたに一枚、と灌木の葉っぱがくっついている。

　嫌な予感に、ジャスティンは引きつって問う。

「まさかあんた、この茂みの中から出てきた……？」

「いや、虹にじのかかった夢の国からだ」

「大おお嘘うそ吐つきっ！　同じ嘘を吐くんでも、もうちょっとうまい嘘を吐きなさいよ！」

　叫さけぶジャスティンを丁てい寧ねいに回かい廊ろうの上へ戻し、レクスはがさがさと灌木の茂しげみから出てくる。

「そんなことをしたら疲つかれるだろう」

　今までのすべてをなかったことにして、レクスは優美に回廊の円柱によりかかった。

　生徒たちは、おお、とおびえたようなうっとりしたような声を出して後ろへ下がる。

　ジャスティンはすっかり困り果てて肩を落とした。

「直んないなあ、その怠なまけ癖ぐせ。大体茂みの中で何やってたの？　虫の観察？」

「いや、わたしの使命を果たしていただけだ」

「あんたの使命って──ああ、昼ひる寝ね？　同じ昼寝にしたって、前はもっと耽美にやってたのに……最近すっかりここに馴な染じんじゃったね。一体どうしたもんだか」

　ため息を吐くジャスティンに何を思ったか、レクスは目を細めて訊たずねる。

「わたしのことが心配なのか？」

「心配？　そりゃ心配だよ。あんたのその怠たい惰だっぷりがひどくなって、しまいには息をするのも面めん倒どうです、とか言われたら困るもん。いや、口に出して言うんならまだマシだけど、いつの間にか呼吸止まってたらしゃれにならない。レクスって最強なわりにぼけてるところがあるから、自分でも知らないうちに大変なことになってそうで……」

　言っているうちに本当に心配になってきて、ジャスティンはレクスを見上げた。

（うん、とりあえず、まだ生きてるよね）

　まじまじと眺ながめられたレクスのほうは、特に怒おこるでもなくそっとうなずく。

「そうか、心配か」

　感かん慨がい深げにつぶやいたかと思うと、レクスはいきなりジャスティンの腰こしを抱き寄せた。

　遠巻きにした生徒たちから短い悲鳴があがるが、当のジャスティンは冷静だ。

「はっ！」

　気合いと共に両手でレクスの顔を押さえつけ、ぐきっと横を向かせる。

「──わたしの顔をそういうふうに扱あつかう人間はお前が初めてだぞ」

「私だってしたくてしてるんじゃないの！　しょうがないでしょ、あんたの顔がどうしても苦手なんだから！　お願いだから今すぐ最低一メートル離はなれて、もしくは仮面つけるか、顔に落書きさせて……！」

　ジャスティンがレクスから逃のがれようとじたばたしているところへ、ずっと無視されていたメルヴィンが声をかける。

「ジャネット……そいつ、一体誰だれなんだ？　校内でたまに見かけるけど、その──まさか、きみの恋こい人びとっていうことなのか……？」

「むしろわたしは彼女の下げ僕ぼくだ」

　レクスに高速で返され、メルヴィンは思いきりよろめく。

「げ……げぼく……？　恋人どころじゃなくて、下僕……？　いや、それとも、それは『愛の下僕』とかいう恥はずかしい話……」

「ち、ち、違ちがうって！　もう、何言ってんの、レクスの大ばか！」

　とんでもないレクスの台詞に真っ青になり、ジャスティンは懸けん命めいに言い訳をする。

　──ただし、レクスに腰を抱かれたまま。

「あのね、聞いて、メルヴィン。私はメイドだよ？　ただのメイドに、こんな偉えらそうで顔のいい下僕がいるわけないでしょ？　このひとは、その……城に滞たい在ざい中のお客様で、正体は言えないの、秘密なの！　そういうことで、私はこのひとの案内をしなくちゃならないから、失礼するね！　ほら、行くよ、レクス！」

「それが我が主の命令ならば」

　レクスは静かに言い、意外と素す直なおにジャスティンを解放した。

　そしてちら、と生徒たちのほうへ視線をやる。

　別ににらんだわけではない。けれど不自然に辺りの気温が下がった。

　急に昼が夜になってしまったかのようで、生徒たちはぞっとして立ちすくむ。

　わけもない恐きよう怖ふがふつふつと湧わきあがり、メルヴィンを含めた生徒たちは妙みような汗をかいた。

「レクス、何やってるの？　早く！」

　ジャスティンがレクスをせかした途と端たん、周囲の冷気はふっと消え去る。

　レクスはそのままジャスティンに手を引かれていってしまい、後には呆ぼう然ぜんとした生徒たちが残された。

「な……なんなんだよ、あいつ……！」

「あいつ、なんか変な感じじゃなかったか？……目、見ただけで頭真っ白になった……」

　生徒たちの恐怖に満ちた囁ささやきを聞きながら、メルヴィンはレクスが出てきた茂みを見つめている。その灌木の茂み、まったく成人男性が潜ひそめる大きさではなかったのだ。

（あいつの目とか雰ふん囲い気きも変だけど、どうやってあそこから出てきたのかが一番不思議だ。さっき、この茂みに黒猫が入ってくのは見たけど……まさか、な……？）

　この学校にはどうにも謎なぞが多い。

　確実なのはただひとつ、メルヴィンの恋こい路じが前ぜん途と多難であることだけだ。
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「まったくもう……あんたが出てくると、色々面倒なことになっちゃうんだから」

　教室棟とうから戻ってきたジャスティンは、秘書に転校生のことを頼たのんでから校長室へとやってきた。

　校長室は元々城の書しよ斎さいだったところで、今はジャスティンが影かげの学校長として仕事をする場所だ。使用人仲間には掃そう除じをしている、と言ってあるが、実際やっていることは秘書の仕事の確かく認にんや承認と、経営学やその他もろもろの勉強である。

　メイド兼けん、影の学校長兼、悪魔の主人というのはなかなかに多た忙ぼうなのだ。

　机上のオイルランプに明かりを入れれば、天てん井じようすれすれまで作りつけの本ほん棚だなに囲まれ、あちこちに不思議な仮面や自動人形の置かれた光景がぼんやりと浮うかびあがる。

　ジャスティンが学校長の椅い子すに腰かけると、続いて入ってきたレクスが言った。

「わたしが出ていかなくとも、面倒ごとにはなっていただろう。お前が子供の言うことをいちいちまじめに聞くからだ」

「そんなこと言ったって、相手は大まじめなんだよ？　ラブレターまでくれちゃって」

　ジャスティンは困り顔で言い、返しそこねたラブレターをエプロンのポケットから取り出す。

　中の文面を見るのが少し怖こわくて、ジャスティンは白い封ふう筒とうをじっと見つめた。

（あのメルヴィンっていう生徒さん、こんな私のどこがよかったんだろ。話したことだって一度くらいしかなかったのに……それでひとを好きになったりするものなのかな？）

　いわゆる一ひと目め惚ぼれ、というやつだろうか。

　そんなものはダイヤモンドより珍めずらしいものだろうと思っていたのに、十五歳にしてうっかり遭そう遇ぐうしてしまった。一体どうしたらいいんだろう？

　ジャスティンが考えこんでいると、レクスが目の前の机上へ座る。

　優美な悪あく魔まはいかにも絵になる様子で足を組み、ひょい、とジャスティンの手から封筒を奪うばってしまう。

「まじめなのは相手の勝手だ。お前がまじめに返しても、かえって面倒なことになるだけだぞ。あの子供たちに興味がないのなら、わたしのことを恋人だとでも言っておけ。双そう方ほうにとって手間がはぶける」

「無理。私はそんなにお気軽に嘘うそが吐つけないの。──ほら、返してよ、手紙。ちゃんと読んで、返事を書くんだから！」

　ジャスティンは慌あわてて立ち上がり、封筒を奪い返した。レクスは素直に封筒を渡わたすかわりに、薄うつすらと笑ってジャスティンのあごを取る。

「嘘が嫌いやなら、本当にすればいい。魔ま王おうの花はな嫁よめになるか？　ジャスティン」

「遠えん慮りよします。せめて黒猫のときのあんた相手だったら、三秒くらいは悩なやむんだけど」

　ためらいなく断って、ジャスティンはぺちりとレクスの手を払はらいのけた。

　するとレクスの姿が見る間にゆらぐ。

　なんだろう、と瞬まばたきした後には、レクスの姿は小さな黒くろ猫ねこに変わっていた。

　どっしりとした木製の机の上で、長いしっぽをゆらして「にゃあ」と鳴く。目が赤いのはそのままだが、見た目はどこからどう見ても完かん璧ぺきな猫だった。

　ジャスティンは少しほっとして腰かける。

「うん、その格好ならかわいい。悪魔はひとと仲良くしたいときは猫になるっていうけど、本当なんだね」

　猫は真っ赤な瞳ひとみでジャスティンを見つめ、ひらと彼女の膝ひざに乗った。

　ジャスティンが頭をなでてやると、気持ちよさそうに目を細める。

「ほんと、こうしてればかわいいなあ。ね、レクス。人間の姿になるときも、もうちょっと見た目を変えてみない？　なんかこう、もっと男らしく！　とか、渋しぶい感じ、とかさ」

　ジャスティンの提案に、猫はいきなり人間の声で答えた。

「不可能ではないが、なかなか面めん倒どうなものがあるな。猫になるのはけっこう楽なのだが」

「……っっ！　猫の格好でも耽たん美び声ごえ！　に、似合わないっ…………!!」

「ならばもう少し高い声にするか？　いっそ女の声にしてもいい」

「や、やだやだ、それは駄だ目め！　猫のときは猫らしく、『にゃあ』とか言っててよ」

「にゃあ」

「だから耽美声でそれはやめてぇぇー!!」

　ジャスティンが頭を抱かかえていると、くす、とかすかな笑い声が聞こえる。

（──あれ、今のって）

　レクスが笑ったのだろうか？

　気になって顔をあげると、膝の黒猫が再び机の上に乗り、ひとの姿に戻もどった。

　ひとの姿に戻っても、レクスは穏おだやかに笑っている。

　なんの邪じや気きもなく、赤い瞳を優やさしく細めてジャスティンを見ている。

　その笑みがあんまりきれいで、嬉うれしくて、ジャスティンの胸がぎゅっと苦しくなった。

（……やっぱり私、レクスのこの笑顔は好き。気持ち悪くない。──よかったな、レクスがこんなふうに笑ってくれるようになって）

　ジャスティンは、微笑ほほえむレクスを眺ながめてほんのりとしあわせになる。

　ジャスティンと初めて会った頃ころのレクスは、とっても悲しい目をしていた。

　怠たい惰だなことを口にしつつも、なぜか途と方ほうに暮れた目をしていた。

　ジャスティンはその目がどうしても気になって、いつか、彼がそんな目をしなくなるといいな、と思ってしまった。

　だからこうして一いつ緒しよにいるのだ。

　普ふ通つうに考えたらレクスは危険すぎる大悪魔だ。ジャスティンの持っている魔ま法ほう書に縛しばられているとはいえ、結構勝手に動き回ってしまう。いつかジャスティンや他ほかの人間を裏切って、悪魔の本ほん性しようをむき出しにするかもしれない。

　そうなる前に、女王陛下直属の悪魔憑つき管理機関、『退たい魔ま庁』に魔法書を預けて、レクスとの関係を断ってしまうという選せん択たく肢しもあるにはあった。

　でも、ジャスティンはそうしなかったのだ。

　あの悲しい目の奥にレクスの心があるのを感じたから、もっと一いつ緒しよに過ごして、自分とレクスの、そして人間と悪魔の関係を変えていきたいと思った。

　こうして浮かべてくれるレクスの優しい笑顔は、ジャスティンにとっては誇ほこりだ。

　誘ゆう惑わくのための完かん璧ぺきな笑顔ではない、心の底からにじんでくるような微笑み。

　そんな微笑みを見せてもらえることがとても嬉しくて、自分の選択が間ま違ちがっていなかったと思えるのが誇らしくて、だからジャスティンはこの微笑みが大好きだ。

（う……で、でも、なんだか息苦しいな。気持ち悪くはないんだけど）

　先ほど胸に感じた苦しさが、じんわりと重く広がってきて、ジャスティンは戸惑った。

　なんだかおかしい。さっきから指先が軽く痺しびれてうずうずするし、目の前が不思議に明るい。あげく、胸のもやもやが大きくなるにつれて、本気で息苦しくなってきた。

　このままだとめまいと息切れを起こしそうだ。

　見た目に反して健康なジャスティンにとっては珍しいことで、慌てて深呼吸を繰くり返す。

　レクスはジャスティンの奮ふん闘とうを穏やかに見つめていたが、やがて笑みをおさめて囁く。

「わたしのことを愛する必要はない。お前はわたしの名を呼べ。わたしを求めろ。お前だけだ。お前の声だけがわたしに力を与あたえる」

　甘い囁ささやきが少し引っかかって、ジャスティンは表情を曇くもらせた。

「レクス、私はレクスのこと好きだよ。もうこの城の一員だし、家族みたいなもんじゃない。──それに、私はレクスに何もあげてなんかいない。レクスの力は、レクスのものだよ」

「そう思うのは知らないからだ、ジャスティン。お前はまだ、何も知らない」

　レクスの声が静かに柔やわらかくなっていく。

　彼の手がそっとジャスティンの髪かみに触ふれてくる。

　ジャスティンはなんだかレクスが心配になってしまって、おとなしく彼になでられた。

　すると、不意にレクスの手が頬ほおのあたりで止まる。

　どうしたのだろう、とジャスティン顔をあげたところへ、レクスは軽く口づけた。

「なっ……あ、あんたってひとは……!!」

　ジャスティンが怒いかりと恥はずかしさで真っ赤になり、机の上の魔法書をわしづかみにした次の瞬しゆん間かん──いきなり書しよ斎さいの扉とびらが開いた。

「隙すきありっ！」

　派手な叫さけびと共に、かっと室内が熱くなる。

　直後、爆ばく発はつのような真っ白な光が辺りに満ちた。

「っ、レクス──！」

　あまりのまぶしさに、ジャスティンが目をかばいながら叫んだ。

　レクスは表情ひとつ変えず、扉に向けて手を伸のべていた。

　しなやかな手で押さえこまれているのは真っ白な光の球。すさまじい熱と光の固まりだ。

　万ばん物ぶつを塵ちりに返す光球を、レクスはひらと手首を返して軽く握にぎりこむ。

　と、すうっと部屋からは光と熱が消えていき、元の薄うす暗ぐらさが戻もどってきた。

「あらら？　そんなにあっさり攻こう撃げき失敗？」

　間ま抜ぬけな声が響ひびき、扉のところで青年が頭をかいた。とても見覚えのある姿だ。

「エルデン！　あんた一体何やってるの!?」

　ジャスティンの声に、青年──いや、十七歳くらいの青年に見えるレクスの部下悪あく魔ま、エルデンがにやりと笑って片目を閉じた。

「ご覧のとおり、暗殺未み遂すい。いやーレクス様、色ボケでなまってるかと思ったけど、まだまだ現役っスねぇ。俺の炎ほのおを跳はね返すどころかきれいに相そう殺さいしちまうなんて、ちょっと冗じよう談だんきついっスよー。戦せん闘とう隊たい長ちようの俺の面めん目ぼく丸つぶれ！」

　とんでもないことを言いつつ入ってきたエルデンに、ジャスティンは思わず叫んだ。

「暗殺未遂!?　あんたレクスの部下でしょ？　そりゃ確かにレクスは顔がきれいで最強なだけで、怠なまけ者だし色気魔ま神じんだし色々適当だしひとの言うこと聞かないし魔ま法ほう抜ぬきじゃ生活力なんて全然ないけど、文句があるならまず、攻撃より先にレクスの主人の私に言って！」

「……嬢じようさん、俺は何もそこまで言ってねーぞ。確かに俺はレクス様のことは大変憎にくく思ってるけどさ、具体的に文句があって攻撃してるってわけじゃねーのよ。なんていうの、挨あい拶さつ代わり？　ね、俺って昔っからこうっスよね、レクス様？」

　ジャスティンのあんまりな言いように、エルデンは苦笑しながら客用の椅い子すに身を投げ出した。軍ぐん帽ぼうをとって金の光こう沢たくを持つ赤毛をかきまわし、そのまま行ぎよう儀ぎ悪く円えん卓たくに軍ぐん靴かのかかとを載せる。

　エルデンがまとっているのは灰色の軍服で、赤い腕わん章しようと腰こしのサーベルがいかにも物ぶつ騒そうだ。

　一方のレクスは物もの憂うげに目を伏ふせ、ジャスティンに告げる。

「そうなのだ。あれは元は敵の悪あく魔まで、『隙があればわたしを殺す』という条件で部下をやっている」

「嘘うそ、なんだってそんな……っ、ま、まさか、それもやっぱり……」

　ジャスティンは驚おどろいて青ざめ、次に嫌いやな予感で口ごもった。そこへレクスが続ける。

「暇ひまつぶしだ」

「あ……あんたってひとはっ！」

　叫ぶと同時にすぱん！　と素す手ででレクスをはたく。

　見事な一いち撃げきに、エルデンがぱちぱちと拍はく手しゆを送った。

「すげー、どうしていつも嬢さんの攻撃だけは当たるんだ？　俺も嬢さんに弟子入りするかな」

「ジャスティンの攻撃は面おも白しろいぞ、日に日に狙ねらう位置が容よう赦しやなくなっていく。普通の人間なら一撃で沈しずめるかもしれん」

「へー、マジっスか！　さすがの俺でも、そんな女の子とつきあったことはねーな。なーなー、嬢さん、まじめに俺とつきあわねえ？　そんだけかわいい上に格かく闘とう技ぎ話もできるんじゃ、全然退たい屈くつしなさそー。うん、あんたならすぐには食わないで、生きたままつきあうんでもいいや。情が移ったとこで食うってのも趣おもむきがありそーだし。どう？」

「却きやつ下かだ」

「って、なんでレクスが答えてるのよ！」

　ジャスティンは頭を抱かかえて頭痛をおさえる。

　大体エルデンも言っていることが物騒だ。この悪魔の場合、『食う』というのは本当にそのままの意味だと思う。

　ジャスティンはどうにか気を取り直そうと疲つかれた顔をあげた。

「あのね、エルデン。そんなことまで面白がられてもこっちも困る。大体私だって、殴なぐりたくて殴ってるわけじゃ……」

「殴る!?　またレクス様を殴ったのか、女！」

　またも校長室に新たな声が響き渡わたり、ジャスティンはついつい遠い目になってしまう。

「結局勢せい揃ぞろいか……ほんとに仲がいいよね、あんたたち」

「ふざけるな、僕はその無能者に用があるだけだ！」

　澄すんだ声で吐はき捨てたのは、少し小こ柄がらな十四歳くらいの少年悪魔である。

　青みがかった銀の髪を揺ゆらし、紺こん色の瞳ひとみを怒りに燃やす美び貌ぼうの主、レクスのもうひとりの部下であるルーナエだ。

　つかつかと校長室に入ってくるルーナエに、エルデンがひらひらと手を振ふる。

「いよう、ルーナエ。俺が壊こわした礼拝堂の修理、もう終わったの？　さすが便利屋！」

「エルデン、この無能者！　いつの間にか礼拝堂から姿が消えたと思ったら、こんなところにいたんですか。もうすぐ修理も完成するところだったというのに、一体なんのつもりです！」

「いやー、ちょっと手伝おうかな、なんて思っただけなのよ。暇だったからさ。だけどほら、色々完璧な俺としても、細かい作業だけは苦手だろ？　そんでこう、ごちゃごちゃーっと……めんどくさくなったんで放り出したんだわ。んで、レクス様に遊んでもらおーかと」

「お前はいいかげんに自分が無能であることを自覚なさい！　大体、高貴なるレクス様がお前ごときと遊ぶわけがない！　まさかまた、レクス様に噛かみついていたのではないでしょうね」

　ルーナエが切れるような視線でエルデンを見つめると、エルデンも挑ちよう発はつするようにそっと金の瞳を細めた。

「んー、噛みつく前に止められた。惜おしかったぜ、せっかく何百年もレクス様のお命を狙わせていただいてんだ、一度はちゃんと喉のどに噛みついてみたいよなぁ」

「貴様……！　よくものうのうとそんなおぞましいことを……！　その女といい、お前といい、レクス様を一体なんだと思っているんです!?」

　ルーナエにしかり飛ばされ、エルデンとジャスティン、そしてレクスが互たがいに視線を交わす。そして三人それぞれに言った。

「何かって訊かれたら、怠たい惰だが色気着て歩いてる、っていう感じかな？」

「あとは基本、いつも眠ねむそーで、でかいケダモノっつーか？」

「……まあ、大体そんなもので間ま違ちがってはいないな」

「くっ……！　やめてください、レクス様までそんなことをおっしゃるなんて！　いいですか、レクス様は並み居る高位の悪魔の頂点に君臨するにふさわしい方、王の中の王、戦場に出れば敵はなく、魔ま界かいの勢力図を小指ひとつで塗ぬり替かえる大悪魔です！　この『王子』たる僕が心しん酔すいしてお仕えしているのが何よりの証しよう拠こ！」

　ルーナエは冷たい美貌を険しくして叫び、濃紺の軍服の胸に手て袋ぶくろをした手をあてる。

　その様子は見るからに凜り々りしい美少年だが、格好が決まりすぎていて、ちょっと自分に酔よっている感じもあった。ジャスティンはレクスに耳打ちする。

「──レクス。最近やっとわかったんだけど、ルーナエってあんたのことも大好きだけど、自分のことはもっと好きだよね」

「基本的に悪魔はそういうものだが、奴やつはそのへんがはっきりしているな」

「女、気軽にレクス様とこそこそ話をするな！　いいか、お前は無知だからわざわざ教えてやる。魔界の戦場でレクス様の繰くり広げた奇き計けい、奸かん計けい、そして何より深しん紅くの大たい剣けん『追放者』を手にしての戦闘はすさまじかったんだぞ！　あれはお前たちで言う千年ほど前の話だが……」

　駄だ目めだ、これは長くなる。

　今までの経験から判断し、ジャスティンはすばやく口を挟はさんだ。

「じゃあ、続きはお茶でも飲みながら話さない？　ここに秘書さんが手配してくれたお茶一式があって、カップもなぜかちょうど四つあるし」

「そうだな。なぜかケーキも妙みように量がある。そのうえ銀の皿もここに四枚」

　レクスが茶ちや卓たくの上からドーム状の蓋ふたを取り去ると、そこには白いクリームがたっぷりかかった円いバターケーキが載のっていた。生地の真ん中には真しん紅くのジャムをはさみ、上には秋の収しゆう穫かくであるベリーがこぼれんばかりにトッピングされた、見た目にも楽しいケーキだ。

　すかさずレクスが空中から最高級の皿を取り出すと、エルデンが顔に手をあててのけぞる。

「うへぇ、まーたこの国の歯が浮うくほど甘い菓か子しっスか！　あれ食うと、ほんとに舌が痺しびれるんスよ……人間の食い物の中でマシな味がするもんっつったら、血のソブラツク・ーセージプデイングくらいだよなぁ。俺、ケーキはほんのちょっとでいいんで。嬢さん、なるべく薄うすく切って、薄く」

「──ケーキに関してだけはお前に同意しますよ、エルデン。本当にこの国の菓子と茶はどうかしています、基本的に真の優ゆう雅がさに欠ける。そのくせ、お茶の時間にばかり頑がん固こなのがいかにも不完全な人間らしい。この国の人間ども、どうせ街が焼け野原になってもお茶だけは時間かっきりにするんでしょうね」

　文句を言いつつ、ふたりともお茶をする気は満々で席に着いた。

　……最近やっとジャスティンにも確信が持てたのだが、どうも彼らはみんなでわいわいやるのが嫌きらいではないようなのだ。

　ルーナエにいたっては、ものすごい文句を言いながらも相当の量のお菓子を消費するので、実は甘党だということまで判明していた。

（悪魔とのお茶会、か。誰だれもこんなほのぼのしたものは想像しないだろうな）

　ジャスティンはどうにか笑いをこらえつつ、円いケーキにナイフを入れる。

　悪魔の主人として、この悪魔三人と仲良くして、悪さをしないように抑おさえておくこと。

　これもまた、ジャスティンの大事な仕事のひとつだ。

　あともうひとつ、多た忙ぼうなジャスティンの一日を締しめくくる最後の仕事は、城が寝ね静しずまった後に待っている。
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　さて、そしてその夜のこと。

「──はい、着いた。ここが行き止まり。そろそろ真夜中かな？」

「もうすぐだな。準備していたほうがいいだろう」

　暗くら闇やみの中、ジャスティンと猫ねこの姿のレクスが囁ささやきあう。

　ここはシェルズバーン城に山ほどある秘密の地下通路のひとつだ。

　ジャスティンが角灯ランタンから覆おおいをとって通路の行き止まりを確かめ、床ゆかに座りこむ。

　ノースランドの秋の夜、石の城はずいぶん冷えていて、寝ね間ま着きの上にガウンと毛布をはおっていてもまだ寒かった。

　ジャスティンが毛布をかきよせると、黒猫がひょい、と膝ひざにのぼってくる。

　そのまま猫を胸に抱だくと、小動物の体温がとろけるように心ここ地ちよい。

（あったかい……けど、これ、レクスなんだよね……。抱きしめたりして大だい丈じよう夫ぶかな）

　この場でレクスに人間の形に戻もどられたら……確実に顔面に頭ず突つきすると思う。

　そんなことにならないよう祈いのりつつ、ジャスティンは突つき当たりの石いし壁かべに耳を寄せた。

　角灯の明かりではよく見えないが、その辺りにはいくつか小さな穴があるのだ。

　そっと耳を澄すませていると、壁の向こうから誰かの足音が聞こえてくる。足音はやがてちょうど壁の裏側で止まり、がさごそ、と身じろぐ気配の後、少年の囁き声がした。

「女め神がみ様、満月の女神様、僕の痛みを闇やみへと溶とかし、僕の願いを叶かなえてください」

（来た来た。今日はどんな願いごとだろう？）

　ジャスティンはちょっとわくわくしながら少年の言葉を待つ。

　実はこの壁の裏側は教室棟とうの地下とつながっていて、表面には女神像が刻んである。

　教会の教えとは違ちがう土着信しん仰こうの女神だが、いつからか、この学校では『真夜中に女神像に願いごとを言うと必ず叶う』という噂うわさがたっている。

（ほんとはそれ、私が流した噂なんだけどね）

　だましているようだと思うといささか後ろめたいが、これもジャスティンの仕事だ。

　すなわち、女神像に代わって生徒たちの悩なやみやら、本音やらを知ること。

（願いを盗ぬすみ聞きしちゃうのは申し訳ないけど、これで意外と学校の内情がわかるんだ。先生の評判とか、悪い生徒が何やってるかとか、学校に何が足りないかとか）

　わかったことに関しては、ジャスティンはできるかぎりの対策をうってきた。

　あるときは秘書と話しあい、あるときはメイドのジャネットとして出しゃばり、あるときはちょっとだけ悪あく魔まの力を借りて、学校を少しでも居心地のよい場所にしようとがんばっている。

　結果、生徒たちの間では『あの女神像は本当に願いを叶える』という噂がたって、最近では毎日のように生徒がやってくるようになっていた。

　さて、今日の生徒の悩みはなんだろう？

　身構えたジャスティンの耳に入ってきたのは、こんな台詞せりふだった。

「僕は、その──恋こいを、しちゃったみたいなんです……！」

　……全ぜん寮りよう制せい男子校で、恋!?　それはつまり……

（うっ、これは聞いちゃいけないことのような気がする！　や、その、恋はひとそれぞれだと思うけど、そんなこと私に告白されても困るよ、成じよう就じゆさせようもないし、っていうか学校としては成就しちゃ困るし、ど、どどどうしよう！）

　脳内をよろしくない妄もう想そうが駆かけ巡めぐり、ジャスティンはわたわたと慌あわてる。

　胸に抱いた猫がジャスティンの肩かたに前足をかけ、落ち着け、とでも言いたげに頬ほおをなめてきた。直後、生徒が続きを言う。

「みんな、あのひとのことが好きなんだ……勝ち目なんかないってわかってる。でも、彼女を見るたびに胸がぎゅっとしめつけられるようで、苦しくて仕方がないんです……」

（うわ、うわ、ほんとにほんとの本気っぽい！　その彼女って一体……あれ？『彼女』？）

　ぴたり、と動きを止め、ジャスティンは耳をそばだてた。

「僕が好きなひとは、メイドの──ジャネットさんです！」

（私か！　そ、そーか、よかっ……いや、よくない！　そんな一方的に好かれても困る！）

　やっぱり身もだえるジャスティンの胸で、黒猫の赤い目がきらりと光る。

　気づかないジャスティンが呼吸を整えているうちに、生徒の足音は遠ざかっていった。

「ジャスティン、あの生徒だが」

「うん……あの子の悩みは、叶えようがないね」

「食っていいか？」

「いいわけないでしょ、もう。あんたが言うと冗じよう談だんに聞こえないよ」

　さらりと流しているうちに、もう一度遠くから足音が響ひびいてきた。ジャスティンは慌てて再び壁に耳をつける。

（さっきの子が戻ってきたのかな？　何か、忘れ物したとか？）

「──これか、噂の像っていうのは。月の女神……古いものだな。後から聖なる印を刻まれて、聖母としてあがめられたわけでもないようだ」

　妙に冷静なつぶやきが聞こえてきて、ジャスティンは少し驚おどろいた。

（さっきの子とは別人だ。ずいぶん遺い跡せきとか神話にくわしそう）

　自分と趣しゆ味みがあうかもしれない、そんなことを思っている間も、生徒の声は続く。

「満月の女神は美しく高潔な他愛の神だが、一神教の伝来以降は悪魔として堕おとされた。こんなものに祈るのが流行はやるだなんて、やっぱりこの学校はおかしいな。……僕に向いている」

　暗い声で言い、生徒は小さく笑った。そして、抑えた声で囁く。




「月の悪魔よ、獣けものを従えし者よ。──僕はいずれ、あなたにとびきりの生いけ贄にえを捧ささげて祈ろう。そのときには、どうか僕をこの学校に君臨させてくれ。すべてを僕の支配下に入れてくれ」




　ジャスティンがぎょっとして身体からだを起こした瞬しゆん間かん、頭の中にレクスの深い声が響いた。

『動くな、ジャスティン。感づかれる。何かあれば黙だまって念じろ。わたしには通じる』

　いきなりのレクスの魔ま法ほうに戸と惑まどいつつも、ジャスティンは必死で念じた。

『レクス……！　この子の言ってること、ちょっと尋じん常じようじゃないよ！　顔を確かめなきゃ』

『少し待て』

　レクスの声が告げた数秒後、ジャスティンの脳のう裏りにはぼんやりとひとつの顔が浮かんだ。

　歳は十六、七だろう。繊せん細さいな金きん髪ぱつにどこか暗さを秘めた青い瞳ひとみ。

　どこかで見た顔だ。しかもごく最近に見た覚えがある。

　ジャスティンは必死に自分の記き憶おくを探さぐり、急に思い当たって息を吞のんだ。

（見覚えがあるに決まってるよ！　この顔って、昼間に会った転校生じゃない！）
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「転校生の名前はフランシス・シーザー・マクギニス。高地地方の伯はく爵しやく家のご長男ね」

　転校生の怪あやしい望みを聞いてしまった次の日の午後。

　ジャスティンは悪魔たちと共に校長室に居た。

　秘書から渡わたされた書類とにらめっこするジャスティンに、椅い子すの背もたれに肘ひじをかけたエルデンが訊きく。

「伯爵家ねぇ。悪魔の爵しやく位いっつーのは『王』以外は基本的に喧けん嘩かの強さで決まるんだけどさ、人間の爵位ってどーやって決めてんだ？」

「元をたどれば、やっぱり喧嘩の強さだよ。戦争でどれだけ手て柄がらを立てたかってことで王様が爵位をお与あたえになって、そこからは血統で受け継つがれるの」

　ジャスティンは書類から顔をあげ、校長室の暖だん炉ろの上にかかった紋もん章しようを指さした。

　盾たての形の紋章には上部に六つの星と太陽、下部に図案化された森と一いつ角かく獣じゆうが描えがかれている。

「このフランシスって子の家、うちと同じ『六王国』の王の血筋なんだ。だから、紋章もあそこにかかってるうちのと上半分は同じはず。ノースランドには元々六つの王国があって、それぞれの王の血筋が今は伯爵家として残ってるのね。だからサウスランドの新しい伯爵家より、ノースランドの伯爵家のほうが目上扱あつかいになることもあるんだって、前に父様が言ってた」

「なるほど？　それで、そんな名門のお坊ぼつちゃんが来るような学校でしたか？　ここは」

　冷たく言い放つのはルーナエだ。

　彼は客用の椅子に足を組んで座り、絵画のような姿をさらしている。

　ジャスティンは言葉につまって頭をかいた。

「うーん、そうなんだよね。正直、うちの学校はまだ『何かの理由で名門学校へ行けなかった子』とか、『訳あって家においておきたくない子』とかを押しつける場所って感じだし。──実際このフランシスだって、サウスランドの名門学校から急に転校してきたみたい」

「訳ありと考えるのが普ふ通つうだろうな」

　長いすに腰こしかけたレクスがつぶやく。

　ジャスティンも同じ意見だ。サウスランドの名門学校からの推すい薦せん状にも、フランシスの父である伯爵からの手紙にも、フランシスの転校の理由は『体調が優すぐれないため、転地療りよう養ようを兼かねて』などと書いてあるだけだった。

（体調不良って言っても病気とはひとことも書いてないし、見え見えの言い訳だ。でも、まだ具体的に何かしたわけでもないのに、前の学校や伯爵に話を聞くのも……フランシスの名めい誉よを傷つけちゃいそうだから、ちょっと、ね）

「……とりあえずは、私たちでフランシスの様子を見よう。生け贄とかなんとかっていうのは、さすがに無視はできないし……」

　そこまで言ってふとフランシスの繊細な顔立ちを思い出し、ジャスティンは軽い寒気を憶おぼえた。同時にひとつの疑問が頭に浮うかび、ジャスティンは慌ててレクスに問う。

「レクス、フランシスってかなりきれいな顔してたけど……悪魔とか、悪魔憑つきじゃないよね？」

「違ちがう。あれは人間だ」

　レクスに静かに即そく答とうされ、ジャスティンは少しだけ安心した。

　人間相手ならジャスティンにもやりようはある。──多分。

「しっかし、様子を見るっつったってどーすんだ？　同じ城の中だっつったって、学校のほうはけっこう秘密主義だぜ。嬢じようさんが影かげの校長だってのも、知らない教師のほうが多いんだろーし。何、ひょっとして嬢さんが男装して潜もぐりこんだりするわけ？」

　エルデンにふざけた調子で言われ、ジャスティンはぽんと手をたたく。

「あ、その手があったか！」

「へ？　え、本気か、嬢さん！　いやーさすがにそれは無理だと思うぜー。いくらあんたがあっちこっち薄うすいっつっても、男にしちゃ骨格細すぎ。ぱりぱりかみ砕くだけそうな身体してるもんなー」

　値ね踏ぶみするように見つめてくるエルデンを、ジャスティンはじっと見つめ返した。

　次にルーナエ、最後にレクスを見やる。

　しばらく何事かを考えこんだ後、ジャスティンは重々しくうなずいた。

「うん、いける。ぎりぎりいける。やろう、学校潜入作戦」

「だーから無理だって……」

「私は潜入しないよ？　入りこむのはあんたたち」

「はぁ!?　なんだって？」

　エルデンが声をあげ、ルーナエは目を瞠みはり、レクスは……あいかわらず優雅で眠ねむそうだ。

　そんな三人を、ジャスティンは真顔で激げき励れいする。

「あんたたち、見た目は人間の十代後半くらいだし、やる気になれば大だい丈じよう夫ぶ！　がんばってね、人間の学校生活なんて、普通に悪あく魔まをやってたら滅めつ多たに体験できないよ？」
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　というわけで、その翌日のこと。

「えー……、この詩における『バラ』とは『時間』であり、『人物』でもある。『時間』というのはつまり人生の真昼である青春時代……」

「先生」

　シェルズバーン・カレッジの教室で、ひとりの生徒が手をあげる。

　丸眼鏡めがねの教師は生徒たちに背を向けたまま、びくりとして固まった。

「──フランシス・シーザー・マクギニス君か。先日転校してきたばかりだというのに、勉強熱心だね」

「残念ながら、詩に関する質問ではありません。先生、どうして新しい転校生三人のことを見ないふりをなさるんです？　普通に紹しよう介かいしていただきたいのですが……」

　怪け訝げんそうなフランシスの質問に、くっ、と教師は唇くちびるを噛かむ。

（あんなものが紹介できるか！　あれは、この場にいるはずのない生徒なんだぞ！）

　教師は手の中の教きよう鞭べんを握にぎりしめ、どうにか生徒たちのほうを振ふり返った。

　途と端たんにあり得ない光景で目がくらむ。

　シェルズバーン・カレッジの教室はそう広くない。ひとクラスが二十人弱しかいないので狭せま苦くるしくはないが、生徒全員が一度に教師の視界に入る。

　見知った顔しかいないはずの教室、その最後列に問題の生徒たちは座っていた。

　ひとりは朱しゆ金きんの髪かみの青年で、あろうことか自分の机に両足を載のせて椅子を漕こいでいる。

　もうひとりはどう見ても周りより何歳か年下の美少年で、なぜか不ふ機き嫌げんな顔で茶を飲んでいる。

　最後の黒くろ髪かみの青年は単に腕うでを組んで教師のほうを見ているだけなのだが、見つめられただけで軽く昏こん倒とうできそうなものすごい美形だ。

　全員黒の燕えん尾び服ふくに縞しまのトラウザーズというカレッジの制服姿だが、ものすごい迫はく力りよくと色気で一帯の空気が紫むらさきに染まって見える。

　生徒たちも、フランシス以外は必死にそのあり得ない一角から目をそらしていた。

（あり得ん……！　なんなのだあのいらん色気は！　っ、いや、色気はどうでもいいんだ、色気は……とにかく、どうして朝になったらいきなり新しい机と名めい簿ぼにない生徒が出現したのかが問題だ！　問い合わせようにも、どうしてもそうしてはいけないような気がする……！）

　結局教師も色気軍団の圧あつ迫ぱく感かんに負け、不自然に天てん井じようを見上げて言う。

「……最近転校してきたのはきみひとりだよ、マクギニス君。授業に集中したまえ」

「先生はひょっとして、僕をからかってらっしゃるんですか？　それにしたって悪質ですよ。──そこの、赤毛のきみ。足を机の上からどけて、きちんと目を覚まそう。先生にも、まじめに授業を受けている他ほかの学友たちにも失礼だ」

　フランシスはごく落ち着いた調子でいい、エルデンに微笑ほほえみかけた。

　半分眠りかけていたエルデンは、重いまぶたをぱちぱちやって答える。

「いやー、だって暇ひまだもんよ。大体この詩、書いた奴やつらの時代だと単なる恋れん愛あい詩だぜ？　好きなおねーちゃんへの口説き文句。そんなもんまじめに研究してどーすんの？　お前らもどうせ教わるんなら、今使える口説き文句のがいーんじゃね？」

「古典を読まない作家がいないように、昔の口説き文句を知らない色男だっていないさ。今風の口説き文句のことは、先生のいないところでゆっくり話そうよ。今は授業中だ」

　ひるむ様子もないフランシスに、教室中の生徒が軽い尊敬の視線を向ける。

　教師も少しばかり勇気づけられて、こほん、と咳せき払ばらいをした。

「そこまででいい、マクギニス君。着席しなさい。えー……ではそこの赤毛のきみ。この詩を書いた詩人は何年にどんな理由で死んだか答えたまえ」

「はあ!?　そんなこと、どーして俺が知って……」

　エルデンの出したすっとんきょうな声をさえぎるように、今度はレクスが口を開く。

「奴なら一五〇六年にバラに埋うもれて窒ちつ息そく死しだ」

　なんだその耽たん美びな死因は！　と教師が頭痛を覚えている間も、レクスは平然と続けた。

「奴は死の床とこについたとき、まだ自分には愛を歌う使命があるのなんの言ってわたしを呼び出してきた。なのでわたしは奴と賭かけをしたのだ。まずは奴の詩と同じように、満開のバラで谷をいっぱいにした。日が暮れるまでに谷中のバラを摘つみ終えたら奴の身体からだを青春時代に戻もどしてやる約束だったが、できなかったからな。生きたまま棺かん桶おけにバラと一いつ緒しよにつめてやった」

「さすがレクス様、趣おもむきのある遊びです」

「はー。そんときゃまだ多少はやる気あったんスねー、レクス様も」

「いいかげんにしろ！　きみは……レクスというのか？　ふざけるにもほどがあるぞ！　さあ、手の甲こうを出せ！」

　教師はありったけの勇気を振り絞しぼって叫さけび、つかつかとレクスたちに歩み寄る。

　手にした教鞭でもって、軽い体たい罰ばつをあびせようというわけだ。

　そんな教師にルーナエは鋭するどい視線を投げたが、レクスは素す直なおに白い手を教師に見せた。

　教師はすぐさま教鞭を振り上げるが、なぜかどうしても振り下ろせない。

　恐きよう怖ふと緊きん張ちようにぶるぶると震ふるえている教師を見上げ、レクスは物もの憂うげに言う。

「偽いつわりの土をいくらかけようとも、真実の骨は墓の中から消え去らん。わたしが言っているのは本当のことだぞ。お前もわたしに望みを言ってみるか？　お前の心の墓場に眠る、真実の望みを」

「そ、そんな……望み、など……！」

　レクスの声を聞いているうちに、教師は目の前がぐるぐる回りだすような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　望み──それは一体なんだった？

　何かあったような気がする。心の奥にしまいこんでいたような気がする。

　めまいがひどくなり、教師がよろめいたそのとき。

「先生！」

　フランシスの鋭い声に、教師ははっと正気に戻った。

　フランシスはじっとレクスを見つめたまま、力をこめて言う。

「……先生。ひどい顔色です。お体の調子でも悪いのでは？」

「そ……そう、そうだな……そうかもしれん。すまんな、マクギニス君……わたしは、外の空気を吸ってくる。この後は、自習時間とする……！」

　やっとそれだけ言い切って、教師は逃にげるようによろよろと教室から出ていった。

　教室内は不安げにざわめくが、フランシスはひとり落ち着いて石板を見下ろしている。

　そんなフランシスを眺ながめつつ、エルデンがレクスに囁ささやきかけた。

「なんつーか、出来すぎなくらいの優等生って感じっスねー。根こん性じようも据すわってっし」

「お前は本当に無能ですね、エルデン。あれが優等生だろうがなんだろうが、そんなことはどうでもいい。問題は、奴が僕がかけた記き憶おく操作をものともせずに我々に話しかけてきたことです」

　苦々しく言い、ルーナエはレクスに向き直る。

「レクス様、あんな女の言いなりになってこんなことをしてもなんにもなりません。そもそも、見張るべきは──レクス様？」

　レクスはまっすぐ座ったまま動かない。

　が、そのまぶたはしっかり閉じていた。

　エルデンがあきれ顔になり、遠いところを見上げて言う。

「……寝ねてるわ。今の一いつ瞬しゆんで」
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　さて、授業はほとんど寝て過ごしたレクスたちだったが、最初の授業以外では特にとがめられることもなかった。

　あの三人には関かかわると面めん倒どう、ということがあっという間に知れ渡わたって、みんながさりげなく避さけてくれるようになったおかげだ。

　文学に歴史に科学、たっぷりの運動と趣しゆ味みの時間が終わると、一日の最後には粗そ末まつな夕食が待っている。

「はあ!?　なんだこの異常に量の少ない晩メシは？　ルーナエ、人間……はここじゃまずいから、鹿しか出せ、鹿肉！」

「黙だまりなさい、エルデン！　上位悪魔は何も食べなくても世界の万ばん物ぶつから生気を吸い取れるはず！　今さらそれすらできないとは言わせませんよ！」

　──日が暮れる寸前、食堂でも悪あく魔またちは騒さわいでいた。

　寮りようのある棟むねに造られた食堂は、元は『広間』と呼ばれた場所だ。古い時代には館やかたの主人一家が居室として使った縦に長い部屋で、飾かざり気けはないがとにかく天井が高い。

　暖だん炉ろをふたつ燃やしてもどこかひんやりとした食堂には、長机が何列も並び、きちんと制服を着た生徒たちが簡素な食事をとっている。

　十代の育ち盛りの少年たちが集まる学校ではあるが、サウスランドとノースランド、およびエールランドを含ふくむ連合王国の紳しん士しは『やせ我が慢まん』が信条だ。未来の紳士たる少年たちにも我慢を憶おぼえさせるため、食事は大変質素で、量も少なかった。

　生徒たちが、騒ぐエルデンたちを無視しようと必死にスープやパンと格かく闘とうする中、レクスは軽く指を鳴らした。

　すると長ちよう卓たくの上に、まずは赤いテーブルクロス、次に高級な銀器が一式、そして最後にエルデンがほしがった鹿が落ちてくる。

　──ただし、鹿は生きたまま。

　どすん、と長卓の上に着地した鹿は、びっくりして起き上がろうともがく。

　さすがに食堂のあちこちでざわめきや悲鳴があがり、エルデンも目を見開いた。

「ちょ、ちょっとちょっとレクス様、生は困りますよ！　ここでさばいちゃまずいっしょ？」

　レクスはじっと自分が出した鹿を眺め、さらりと弱音を言う。

「……もう駄だ目めだ」

「レクス様!?　どこか具合でもおかしいんですか？　やはり人間との契けい約やくもなしで人間界にいるのは、お体にこたえるのでは！」

　心配したルーナエがレクスの顔をのぞきこむが、レクスは優美にほおづえをつきながら美しい無表情で続ける。

「ジャスティンに『けして生徒たちに契約を迫せまるな』とか『人間だけに限らず動物も一いつ切さい殺すな』とか、いちいち釘くぎを刺さされているから暇すぎる。そのうえジャスティンが傍そばにいないのでは、さっぱりやる気が出ない」

「……レクス様……」

　ルーナエはなんだか悲しくなってきてしまったようで、歯を食いしばってうつむいた。

　ちょっと離はなれたところで、フランシスがくすり、と笑いを漏もらしたのが聞こえる。

　ルーナエがぎりりとフランシスをにらんでいると、今度は別の生徒から声がかかった。

「お前たち──特にその黒くろ髪かみの奴。今日入ってきた転校生だって？」

　どこか高圧的な声だ。

　レクスたちが振ふり向くと、そこには三人の生徒が立っていた。

　暗い茶色の髪の生徒がひとり、両側に体格のいい赤毛の生徒と、ちょっと小こ柄がらな金きん髪ぱつの生徒を従えている。これは学校では有名な悪ガキ三人組で、ずっと前からジャスティンにからんでいる生徒たちでもあった。

　リーダー格のメルヴィンはまじめにジャスティンに惚ほれてしまい、この間ジャスティンに手紙を渡してもいる。レクスはその手紙事件の現場に居合わせたはずなのだが。

「お前は……誰だれだ？」

　あっさり問われ、メルヴィンは一瞬青ざめる。

　しかしどうにか踏ふみとどまって、目つきを険しくして続けた。

「っ……憶えてないのか？……まあいい。俺はメルヴィン。最上級の六年生だ。お前にちょっと訊ききたいことがある」

　尊大な言いように、辺りの生徒たちがびくりと震える。下級生たちはもちろん、注意をするべき監かん督とく生たちも、残らずこわばって見ないふりをしていた。

　レクスはというと、何も答えずに静かに目を伏ふせている。

　しばし沈ちん黙もくが流れたが、不意にちりん、と高い金属音が足あし下もとで響ひびいた。

　なんだ、とメルヴィンたちが下を見ると、フォークが一本落ちている。

　続いて、ルーナエが冷れい淡たんに言い捨てた。

「そこのガキ。メルヴィンでしたか？　拾いなさい」

「──お前、そいつの取り巻きか？　お前がわざわざ捨てたものをどうして俺が拾うんだ？」

　メルヴィンがわずかにゆがんだ笑顔で言うと、ルーナエは静かに笑った。

　見た目は幼いのに、その笑みはすさまじく冷たい。

　メルヴィン一行がぎょっとして立ちすくむのを見すえながら、ルーナエは澄すんだ声で囁く。

「それはお前が我々の足下に這はいつくばるべき人間だからですよ。お前たち、本当に醜みにくいですね。その顔から、身体からだから、言葉から、すべてからにじみ出す下げ劣れつさはまさに魔ま界かいの泥どろ以下だ。お前たちが同じ地に立っているだけでレクス様が汚けがれます。──ひざまずきなさい！　そして全力で許しを請こうのです」

「なんだと……？　誰が泥だ、黙ってればいい気になりやがって！　貧弱なガキが、俺たちに勝てるとでも思ってんのか？」

　悪ガキの中でも喧けん嘩か担当のゲイリーが威い嚇かくする。

　エルデンはそんな様子を眺めつつ、口にフォークをくわえたままもごもごと言った。

「貧弱なガキねぇ、そりゃ見た目はそうだけどなー。この俺だって、ルーナエ坊ぼつちゃんとマジ喧嘩するのはけっこう楽しい……もとい、怖こえぇけどなー？　本気でこいつが『勝つ』気になっちまえば、誰も勝てるやつなんかいねーんじゃねぇの？　っと」

　エルデンは言い終えるとフォークを置いて、面倒くさそうに立ちあがる。

　そしてにっこり笑ってゲイリーを手招いた。

「はい、じゃあここはひとつ、俺が引き受けちゃいましょー！　俺との喧嘩なら、単に痛いだけだぜ。安心安全、ただしひとり最低一回は死ぬかもしれないから、遺ゆい言ごん書は用意しろ？」

「てめぇ、このやろ……！」

　ゲイリーは一気に怒いかりの頂点に達し、拳こぶしを固める。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気に、メルヴィンが険しく眉まゆ根ねを寄せた。

「よせ、ゲイリー！　教師が来るぞ！」

　事実、すぐに向こうで食事をとっていた教師が歩み寄ってくる。

「きみたち、そこで何をしている……、ん、んん？　なぜここに鹿が……！」

「何してるって言われてもなー。なんでしょうねえ、レクス様？」

　エルデンが指示をあおぐようにレクスを見ると、やっとレクスが口を開いた。

　ただし教師はまったく無視で、メルヴィンに問いを投げる。

「わたしに訊きたいこと、というのはなんだ？」

「やっと喋しやべったな、ずいぶんともったいぶってくれたもんだ。……ここじゃちょっと困る話だ。就しゆう寝しん前の自由時間、談話室に来いよ。いいな？」

「わたしと話したいなら、ここで話すといい。とりあえず鹿でも食え」

　レクスは淡々と言い、銀の大皿の上を軽く指でたたいた。

　すると卓の上の鹿が、途と方ほうに暮れた面おも持もちでうなだれ、どっかりと皿の上に腹ばいになる。

　メルヴィンは思わずひきつって、一歩後ろへ下がった。

「とっ、とにかく、談話室だ！　お前にちゃんとした誇ほこりと勇気があるなら、その取り巻きはおいて、ひとりで来いよ？　もし来なかったら、他ほかの奴やつらに連れてこさせるからな！」

　青くなって言い捨てたかと思うと、メルヴィンは手下ふたりを連れてさっさと歩き去ってしまう。

　教師は途方に暮れた顔でメルヴィンを見送り、レクスたちと卓たく上じようの鹿をかわるがわる見比べる。そして結局、慌あわただしく元の席に戻もどってしまった。

　まあ、この場合は色々と見なかったことにするのが正解だろう。

「なーんだ、ありゃ。どう考えてもあんまり穏おだやかなお誘さそいじゃないっスねぇ。やっぱり、俺がかるーく噛かみついてきちゃいましょーか？　嬢じようさんにはばれないようにしますけど」

　エルデンの声が聞こえているのかいないのか、レクスは伏せた鹿の頭をなでて言う。

「エルデン、ルーナエ。お前たちはジャスティンの命に従い、フランシスの監かん視しを続けろ。わたしはさっきの子供につきあってくる」

「レクス様!?　まさか、あんな挑ちよう発はつに乗られるのですか？　あなたらしくありません！」

　ルーナエが叫さけぶと、レクスは珍めずらしくきっぱりと言った。

「それはお前が決めることではない」

　ルーナエがはっとして口をつぐみ、どこか悲しげに肩かたを落とす。

　レクスの顔にはあいかわらず表情がなかったが、彼がまとう空気はいささか冷えていた。

　そんなレクスを見たエルデンが、面おも白しろそうに瞬まばたく。

「こりゃまたずいぶんいらいらしちゃって。やっぱり嬢さんがつれないからっスか？」

「ただの暇ひまつぶしだ」

　レクスに淡々と言われ、エルデンは目を細めた。

「ま、そーゆーことにしといてもいいか。ちょっとは面白いことになってくれねーと、俺も退たい屈くつで死んじゃいますしね」
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（あのレクスとかいう転校生、あいつで間ま違ちがいない。あいつが年中ジャネットにからんでる男だ！　どうして転校なんてしてきたのかはわからないけど、今日こそ決着をつけてやる……！）

　上級生用の寮りようの二階にある談話室で、メルヴィンはレクスを待っていた。

　こぢんまりとした部屋には毛足の長い絨じゆう毯たんが敷しかれ、大きな暖だん炉ろには常に火が入れられている。分厚い石いし壁かべにはノースランドの歴史を織りこんだ素そ朴ぼくなタペストリーが飾かざられ、外の寒さもここまでは入りこんでこない。

　ここは普ふ段だんならあちこちに配された飴あめ色いろの木で作られた椅い子すに生徒たちの姿があり、チェスや会話に興じている場所だ。

　しかし今は、メルヴィン以外の気配はない。

　メルヴィンがレクスとの対決のため、他の生徒を追い出したからだった。

　最上級生のメルヴィンは、実のところ十八歳にしてなかなかの悪党である。監督生たちの弱みも山ほど握にぎっているため、ほとんどこの学校に君臨していると言っていい。

（手下のゲイリーとエドワーズは裏の部屋に待たせてるし、危なくなったら合図すればいい。もっともレクスの奴やつ、そんなに強そうには見えないからな。とにかく喧嘩の場数じゃ、俺が勝ってるはずだ）

　メルヴィンはレクスのほっそりとした長身を思い出しながら考える。

　まずは彼に『ジャネット』とどんな関係なのかを問いただそう。

　そしてあわよくば釘くぎを刺さすのだ。

　いつものメルヴィンなら、誰かを敵に回すときは下調べから始める。しかしレクスはあまりに神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、今まで満足に言葉を交わすこともできなかった。

　だからこそ、少しくらい危なっかしくてもこの好機を逃のがすわけにはいかない。

（とろとろ回りくどい手なんか使ってられるか。ジャネットだけはどうしても駄だ目めだ。譲ゆずれない。だってあんな子、他には絶対いないぞ）

　プラチナ・ブロンドのメイドのことを思い出すと、それだけで落ち着かなくなる。

　どうにもいらいらするような、幸福すぎて目の前が暗くなるような、不思議な気分になる。

　ジャネットは変な女だ、趣しゆ味みはおかしいし、心配になるほどズレている。

　なのにどこかひどく善良なところがあった。押しつけがましい善良さではなくて、根っからのまっすぐさがある。

　まっすぐだからこそ、自分が揺ゆらがないからこそ、彼女はとてもおおらかだ。そのおおらかさに触ふれるたび、メルヴィンは頭を殴なぐられるような衝しよう撃げきを覚える。

（あのレクスっていう奴を痛めつけたら、ジャネット、悲しむかな。あの子、誰にでも優やさしそうだから──いや、でも、大だい丈じよう夫ぶだ。いつもジャネットはあいつにからまれるのを嫌いやがってるし、もし彼女が悲しんだら、俺が慰なぐさめてやればいいんだ）

　湧わきあがる不安をどうにか押しこめて、メルヴィンは円えん卓たくのデカンタを取った。

　最上級生だけが飲むのを許されているシェリー酒を、クリスタルのグラスに注いで喉のどの奥に放りこむ。

　名めい誉よのために決けつ闘とうをする騎き士しのような気持ちと、後ろ暗さが交こう互ごに浮うかんでは消える。

　そうしてメルヴィンが考えこんでいるうちに、振ふり子時計が時を告げた。

「……時間か。あいつ、遅おそいな」

「そうか？　時間どおりかと思ったが」

「……！」

　背後で深みのある声に囁ささやかれ、メルヴィンはぎょっとして立ち上がった。

　振り向いてみると、談話室の中、さっきまで確かに無人だった部屋の隅すみに人ひと影かげがある。

　薄うす闇やみに沈しずんだ椅子に腰こしかけ、ゆったりと足を組んでメルヴィンを見ている男──レクスだ。

（いつの間に？　扉とびらの開く音なんかしなかったぞ！）

　内心冷ひや汗あせをかきながらも、メルヴィンはレクスをにらみつけて向き直った。

「どうやら怖おじ気けづかずに来たみたいじゃないか。お前にも誇りってものはあるんだな」

「さてな。それよりも、夜は短い。──用件を言え」

　レクスは完全に自分のペースだ。妙みような迫はく力りよくに気け圧おされそうになるが、メルヴィンはどうにかこらえて彼の前に歩みよる。

「……取り巻きが呼んでたのを聞いたんだけど、お前、名前はレクスっていうんだって？」

「そうだな。そう呼んでもかまわない」

　レクスは目を伏ふせたまま言う。妙な返事に、メルヴィンは顔をしかめながら続けた。

「まあ、ともかく──こんな学校に来るんだ、それなりの訳があるんだろ？」

「お前がわたしに訊ききたいこと、というのはそれか？」

「ああ。それだけきれいな顔してるんだ、どうせ家のメイドに手でも出したんだろうとは思ってるけどな。な、そうだろ？」

　あくまで淡たん々たんとしているレクスを挑発するように、メルヴィンは好戦的に言った。

　対するレクスは、薄うすい唇くちびるで少しだけ笑ったようだ。

「なるほど？　それがお前の考える悪事か」

「違ちがうっていうのか？」

　なおもつっかかるメルヴィンに、レクスは笑えみを含ふくんだ声で言う。

「そうだな。少しだけ違う。わたしはもう少しだけ、無む慈じ悲ひで邪じや悪あくだ」

「は……あははは、無慈悲で邪悪か！　言い切るもんだな。いいや、そこまで言うんなら面白い。俺、お前のことけっこう気に入ったよ。仲良くしよう──きっと悪いようにはしない」

　威い勢せいよく笑い飛ばしてみせ、メルヴィンはレクスに片手を差し出した。

　レクスが素す直なおに握あく手しゆに応じようと手を出すと、急にメルヴィンが手をひらめかせる。

　ひゅ、と小さく風を切る音がして、絨毯にぽたぽたと血が落ちた。

　──レクスの血だ。

　メルヴィンは握手を求めるふりで、袖そでにしこんだカミソリの替かえ刃ばでレクスの手のひらに切りつけたのだ。

　レクスは緩かん慢まんに瞬まばたきながら、自分の手から血がこぼれるのを見ている。

　メルヴィンは少しばかりほっとした。これなら大丈夫。てんで鈍にぶいし、切れば血も出る。

　きっとこいつは、ただはったりがうまいだけの素人しろうとだ！

　安心すると少しうきうきしてきて、メルヴィンはにやりと笑った。

「ごめんな、レクス。悪人ってのは握手はしないんだ。だまされたな、お前」

　そのままメルヴィンはレクスが逃にげられないよう、片手を椅子の肘ひじ掛かけにおいた。

　もう片方の手ではカミソリの刃をレクスの白い頬ほおにあてる。

「そのきれいな顔、自じ慢まんだろ？　切られたくなんかないよな？──だったらもう、ジャネットにからむのはやめろよ。あいつだっていつも嫌がってる。あいつの騎士になるのは俺だけでじゅうぶんだ」

　メルヴィンは力をこめて囁く。

　レクスはメルヴィンの言葉を聞いているのか、いないのか、まだ自分の手のひらから血が流れているのを確かめていた。

「そうか……思い出した。お前は、あれを慕したっている男だったな。──いちいちからまれるのも面めん倒どうだ。多少はまじめにやるか」

　ぽつり、とつぶやいたかと思うと、いきなりレクスが動く。

　彼は血濡ぬれた手で、メルヴィンのカミソリを持った腕うでをつかんだ。

　そして、強ごう引いんに引き寄せる！

「──っ、な、何……!?」

　意外なレクスの腕わん力りよくに、メルヴィンはぞっとした。

　反射的に身体からだを引こうとする、が、間にあわない。

　メルヴィンのカミソリはレクスの頬をかすった！

　わずかな間をおいて、とろり、とレクスの肌はだを赤い血が伝う。

「あ……！」

　レクスの血の赤がメルヴィンの脳のう裏りに焼き付き、彼は激しいめまいに襲おそわれる。

　レクスがメルヴィンの腕を解放すると、メルヴィンは大きくよろけて床ゆかに尻しり餅もちをついた。

　床に這はいつくばるメルヴィンを見つめて、レクスはゆっくりと立ちあがる。

「なぜ身を引いた、メルヴィン。……わたしの頸けい動どう脈みやくはもっと下だ」

　ほとんど優しいほどに穏おだやかな声に、メルヴィンは全身から血の気が引くのを感じた。

　怖こわい……なんだ、こいつは？

　さっきまでとは全然迫力が違う！

　恐きよう怖ふで半分涙なみだ目になりながら、メルヴィンは叫さけぶ。

「や……何言ってんだ、お前！　そ、そ、そんなことしたら、お前、死……！」

　泣きそうなメルヴィンには答えず、レクスは彼を見やってつぶやく。

「──ああ、カミソリよりもっとマシなものを持っているのか」

　一体何を持っているって？　レクスには何が見えているのだろう？

　メルヴィンが訊く前に、彼の身体はなぜか勝手に動いた。

　震ふるえる指が上着の内側へと入りこみ、内ポケットの折りたたみナイフを取り出す。

　メルヴィンは懸けん命めいに抵てい抗こうしようとするが、彼の手はまるで別の生き物のようにナイフの刃を引きずり出した。

「や……やだ、やだ、やめて……手が、勝手に！」

　メルヴィンの叫びなど気にせず、レクスは静かに自分の胸を白い指でたたく。

「何を泣く？　お前は悪党なのだろう。ならば大丈夫だ。そのナイフなら、ちゃんと心臓まで届く。さあ、来い。肋あばら骨ぼねに当たらないように気をつけろ──下からすくい上げるように心臓だけを狙ねらうんだ。いいな？」

　レクスの不思議に甘い声が頭にしみる。

　今にも自分のナイフがレクスの心臓の位置へ吸いこまれていきそうで、メルヴィンは渾こん身しんの力で自分の腕を押さえつけようとする。必死に声を振り絞しぼって訴うつたえる。

「い、嫌だ！　嫌だ、お前、なんなんだ、どうしてこんなことするんだよ、俺、俺は……！」

「メルヴィン、悪がどんなものか知っているか？」

　レクスの声はまだ穏やかだ。恐おそろしくも優しい声だ。そうだ、彼は優しい。

　彼はこんなに優しいのに、どうしてこんなひどいことをするのだろう？

　メルヴィンはおかしなことを考え始めながら、激しく首を横に振る。

「知らない！　知らないから、やめてくれ、俺の手、自由にして！」

　レクスが囁く。まるで闇やみそのもののような深い声だ。

「悪は闇だ。原初の闇だ──お前たち人間が言葉を覚え、文明を求め、科学にすがったせいで闇は濃のう縮しゆくされ、お前たちの中で永遠の渦うずを巻いている。それは一見、見知らぬもののように見えるだろう──しかし恐れるな、闇はいつでもお前たちの傍かたわらにあった。増えもしなければ、減りもしない。安あん堵どし、服従するがいい。……闇はただの、お前たちのふるさとだ」

　言葉の甘みで頭がくらくらする。頭がすっかり酔よっている。

　レクスが甘く囁く。




「闇に戻もどってこい、メルヴィン。本当の血と臓ぞう腑ふの臭においを知るがいい」




　ああ、もう駄だ目めだ、と。

　そう思った次の瞬しゆん間かん、激しい犬の吠ほえ声が室内に響ひびき渡わたった。

　はっとしてメルヴィンが目を見開き、レクスが談話室の扉を見やる。

　そこには、二匹ひきの犬を連れたフランシスの姿があった。

　フランシスはやや青ざめてはいるが、冷静な面おも持もちでふたりを見つめている。

「……っ、あ……！」

　犬の鳴き声のせいでレクスの呪じゆ縛ばくがやぶれたらしい。

　メルヴィンは小さくうめくと、身体の自由がきくことに気づいた。慌あわてて折りたたみナイフを床へ振ふり落とし、よろめきながら立ちあがって扉の方へと駆かける。

　犬の横をすりぬけてメルヴィンが出ていくと、フランシスはそっと犬の頭をなでた。

　犬がうなりやめたのを確かく認にんしてからレクスに視線を戻し、彼はわずかに眉まゆ根ねを寄せる。

「レクス……きみ、怪け我がをしてる。ぎりぎり間にあったようだったけれど、来るのが少し遅おそかったね。すまなかった」

　フランシスは犬に『待て』の命令を出すと、レクスに歩み寄って絹のハンカチを取り出した。

　そのままフランシスが血を拭ふくのに任せ、レクスが訊く。

「なぜお前が謝る？」

「──あのメルヴィンとかいう上級生だけれど、噂うわさによると相当な悪ワルらしい。食堂で彼がきみを誘さそっているのを聞いて、どうしても気になってしまってね。ここまでつけて来たのはいいが、立ち聞きしている間に入る間を見失ってしまったんだ」

　うん、傷は浅いみたいだな、と口の中でつぶやき、フランシスはレクスの血で汚よごれたハンカチをたたみ直して自分のポケットへ入れた。

　少しだけ背の高いレクスを見上げ、フランシスは改めて訊たずねる。

「さっきの、闇についての台詞せりふだけれど。何かの引用かい？」

「いや、ただの真実だ」

　レクスが答えると、フランシスはなぜか、嬉うれしそうに笑う。

　その目は教室で見せたものとは違ちがい、不思議に暗い光を宿していた。

「そうか。──よければ、また、きみの声で聞かせてくれないか。闇についてを」
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（──さて。レクスたちに潜せん入にゆう捜そう査さをお願いしたのはいいけど、うまくやってるかな？）

　潜入捜査が始まってから二日目、ジャスティンは掃そう除じ道具一式を持って教室棟とうの裏にいた。

　今は学校は運動の時間で、中庭よりちょっと広い芝しば生ふの裏庭で生徒たちがクリケットに励はげんでいる。

　クリケットというのは野球に似た球技で、硬かたいボールを舟ふねのオールみたいな棒で叩たたいて飛ばす。生徒たちは年相応にやんちゃに騒さわいでいるが、格好は白い襟えりつきのびしっとしたシャツに同じく白のズボンなのが貴族的だ。

　動きやすさよりも見た目が一番、といった感じで、得点係や芝生の周りで薄うすい絨じゆう毯たんを敷しいて見物している学生は、白く美しい上着まで着こんでいる。

「とはいえ、レクスがまともに運動をやるとは思えないけど……」

　ジャスティンが教室棟の陰かげから顔を出していると、不意に背後から声がかかった。

「そりゃあまあ、レクス様がまじめに運動やりだしたらマジでこの世の終わりだぜ。つーか俺もやる気ないけどな」

「お前の場合は、球を燃やしてしまうのがオチでしょうね」
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　聞き慣れた声に振ふり向くと、そこには制服姿のエルデンとルーナエが立っている。

　たった一日会わなかっただけなのに、妙みように懐なつかしい姿だ。

　ジャスティンはほっとして微笑ほほえんだ。

「エルデンにルーナエ。一日ぶりだね、元気だった？　潜入捜査はどんな感じ？」

　ジャスティンに訊きかれて、エルデンはなぜか決まり悪く頭をかいた。

「どんなも何もねーよ。つーか俺たちはいつでもばりばり元気なんだけど……なあ？」

「何が言いたいんですか、エルデン。僕にはお前の気持ちなどまったくわかりませんよ」

「……？　何かあったの？　ひょっとして、レクスが何かした？」

　煮にえ切らないふたりの様子に、ジャスティンは少し不安になる。

　このふたりはまだ人間の常識に近い感覚を持っているような気がするが、レクスは色々とずれている。それでもあれだけ無気力なのだから、大問題は起こしていない……と思いたいのだが、完全に安心はできない。

「まーとりあえず、自分で見て来いって。レクス様はあっちな」

　ため息まじりのエルデンが指さしたのは、裏庭の一角にある枯かれバラ園だ。

　かつてジャスティンの父が愛したバラ園は、長く手入れをされなかったせいでほとんどのバラが枯れている。それでもジャスティンが帰ってきてから少しずつ手を入れたおかげで、今は生命力の強い白バラが少しばかり咲さいていた。

　そのバラ園の真ん中に配された廃はい墟きよ風のベンチに、やけに絵になるふたりが座っている。

　ひとりは長い黒くろ髪かみを肩かたに垂らし、優ゆう雅がに足を組んで本を開いて読書中。傍らに座った少年は金きん髪ぱつで、足あし下もとに大型犬を二匹もはべらせて、頭をなでてやっていた。

　──なんだか、背景に勝手にバラが飛びそうな眺ながめだ。

「ううっ！　も、ものすごく耽たん美びな光景……気持ち悪……って、いうか……あれ……？　レクスと一いつ緒しよにいるのって、フランシス……？」

　口元を押さえつつジャスティンがエルデンとルーナエのほうを振り向いてみると、ふたりはとても複雑な表情でうなずいた。

「まさか、あんなくだらない人間とまで仲良く言葉を交かわされるとは……お前とかかわってから、レクス様はすっかりおかしくなってしまわれた……」

　ルーナエが暗い顔でつぶやけば、エルデンは腕うでを組んでにやりと笑う。

「まあ、元々暇ひまつぶしのためならなんだってするひとだったけどなぁ、レクス様は。にしたって極きよく端たんだぜ、今回は」

「……仲良くなっちゃったの？　レクスと、怪あやしい転校生が？」

　喧けん嘩かするよりはいい気がするが、確かに意外な展開だ。

　ジャスティンが驚おどろいてレクスたちの様子をうかがっていると、エルデンに肩をたたかれた。

「まー、いいから直接何話してるのか聞いてこいって」

「うん、そうする」

　エルデンたちがここまで言うなら、相当へんてこな事態なのだろう。

　持ち前の好こう奇き心もうずいてきて、ジャスティンはあっちの茂しげみ、こっちの生徒の陰、と隠かくれながらレクスたちに近づく。

　生徒たちにたまに変な目で見られつつも、やがてレクスたちのいるベンチにほど近い、枯れたバラの茂みの陰に身を潜ひそめることができた。

　メイド装束の膝ひざを抱かかえて小さくなりつつ耳を澄すますと、どうにか会話も聞こえてくる。

「──で、月の女め神がみだよ。あれは元は争いを嫌きらう、高潔な神だったじゃないか。ちっとも悪あく魔まらしくなんてないよね」

「あれはきれいな女だ。すべてが美しかったが、怠たい惰だだったな。ほとんどの時を眠ねむって過ごしていた」

「なるほど、怠惰は罪のひとつか。──ははは、悪魔のことになると、見てきたように言うんだな、きみは」

　フランシスは心底楽しそうに笑っている。

（実際見たんだろうけどね、レクスは。にしても、ずいぶん怪しげな会話で盛り上がってるんだなぁ）

　どうやらふたりは悪魔について話しているようだ。

　レクスの正体がばれないかな、と多少不安ではあるが、ばれても多分誰だれも信じないだろうとも思う。

　ジャスティンが聞いている間に、ふたりの会話はますます怪しくなっていった。

「そういえば魔ま法ほう陣じんっていうのがあるけど──」

「あれは魔法使いが悪魔の紋もん章しようを真ま似ねて作ったもので、むしろ魔法円が──」

「魔法使いか。最近有名な魔法使い同士がサウスランドで──」

「まだそんなことをやっているのか。魔法使いといえば三百年ほど前──」

（す、すごい。レクスは悪魔だからいいとして、それとまともに話してるフランシスがすごい。私にもわかんない話がほとんどだ）

　ジャスティンも旅から旅の生活で様々なことを知ってはいるが、特に悪魔についてくわしいわけではない。レクスたちとのつきあいができてからは本を読みあさったものの、フランシスの知識にはさっぱりついていけなかった。

（ここまで悪魔とか魔法とかにくわしいのは、やっぱりちょっと変だよ。そういえば、レクスと平気で話してるのも珍めずらしいし。普ふ通つうなら魔法にかかったみたいになっちゃうのに）

　ジャスティンがそんなことを考えているうちに、ふとふたりの会話が途と切ぎれる。

　不思議に穏おだやかな沈ちん黙もくが流れ、やがてフランシスが言った。

「レクス。きみはいいな。すごくおおらかだ」

「怠惰なだけだぞ」

（自覚はあったのか……）

　ジャスティンはこっそりため息を吐つくが、フランシスは軽かろやかに笑う。

「それでもいいよ。怠惰でいい。きみのそばにいるのは楽だ。同年代の奴やつと一いつ緒しよにいてこんなふうに感じるの、初めてだな。……ねぇ。僕は、これからもきみの友人でいていいかい？」

　最後は少し緊きん張ちようした声こわ音ねだった。レクスはあまり間をおかずに答える。

「お前の好きにしろ」

「好きに、か。うん、やっぱりきみ、おおらかだよ。……優やさしいひとだ」

　心底嬉しそうなフランシスの声に、ジャスティンはちょっと驚いた。

（え、レクス、それでいいんだ？　まじめに生徒と友達になんてなるの？　ずいぶん積極的だな）

　途と端たんにちくり、と胸に痛みが走って、ジャスティンは瞬まばたく。

（あれ？　なんだろ、今の。別に、何も問題ないじゃない？　レクスは暇をもてあましてるんだし、話し相手は多いほうがいいに決まってる。……でも、怪しいは怪しいよね。レクスは違ちがうって言ってたけど、本当はフランシスも悪魔なのかもしれない。レクスだって、嘘うそを吐つかないとは限らないし──潜入捜査なんて、それ自体がうかつだったかも）

　考え出すと止まらなくて、落ち着かない気分になってくる。

（よし、やっぱりこっちでも手を打とう。まずはフランシスが前に通っていた学校に転校理由を問い合わせて……あと、退たい魔ま庁にその学校に関する悪魔関係事件の資料を出してもらおう。フランシスのお父さんに色々訊くのはその後かな。で、レクスにもフランシスのことを後で報告してくれるよう、エルデンたちに頼たのんでおこう。それで決まり！）

　やることを決めてその場を立ち去りかけて、ふとジャスティンは首をひねった。

　それにしても、よくレクスがジャスティンが傍そばに潜んでいることに気づかなかったものだ。

　いつもならすぐちょっかいをかけてくるのに。

　なんだか変な気がする。なんだか、ちょっとずつ日常の歯車が狂くるってきているような……。
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　そして一週間後。

「──来ない」

　真夜中の校長室で、ジャスティンはぽそり、とつぶやいた。

　あれからエルデンとルーナエに話して、「夜には報告のために校長室に来るように」とレクスに伝えてもらった。

　が、レクスは来ない。

　一日ではない。もう何日もすっぽかされている。

　なんだかちょっと悲しい気分で、ジャスティンは机につっぷした。

（紋章を扉とびらに描えがいて名前を呼べば、レクスだって出てきてくれるはずだけど……非常時ってほどでもないのに、そこまでするのも気が引けるし。レクス、どうして来てくれないんだろ）

　メイド姿でちょこちょこ学校はのぞいてみたが、見かけるレクスはいつもフランシスと一緒で、入りこめないほど耽美な──というか、信しん頼らいしあっているふうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

　それを見るたびにのけ者になったような気分になって、つい校長室にこもりがちになってしまう今日この頃ごろだ。

「そもそも出歩いてばっかりじゃ、ちっとも資料を読み終わらないしね……」

　さらに愚ぐ痴ちっぽくなってしまうのは、校長室中に積まれた資料の山のせい。

　今、校長室には馬車いっぱいぶんの古い本や、新聞記事の切り抜ぬきや、紙の束があちこちに不安定に積み上がっている。

　これらはすべて、退魔庁から送られてきたものだ。ジャスティンが要求した、フランシスの出身校に関係した悪魔がらみの事件の資料である。

（この短期間でこれだけの資料が出てくるなんて、かなり気合いが入った組織なんだなぁ、退魔庁って）

　組織の情報収集能力は心底すごいと思う。

　が、だからといってこんなによこさなくてもいいのに……とも思う。

「試ためされてるのかな、私」

　ため息混じりにつぶやいて、ジャスティンは机の上の資料をめくった。

　退魔庁とジャスティンはちょっと複雑な関係で、敵とも味方とも言い難がたい。お互たがい協力関係にはあるのだが、万が一ジャスティンたちが暴走すれば退魔庁に狩かられてしまう。

　退魔庁はそもそも、国内の悪魔契けい約やく者──それも人間優位の契約を結び、悪魔を使い魔として使し役えきする人間を集めて、ひとに仇あだなす悪魔を狩る機関である。以前城で起こった悪魔の襲しゆう撃げき事件を無事に解決した功績で、女王陛下から個人的に退魔の許可をもらったジャスティンたちだが、それでも退魔庁の監かん視し下にはあるのだ。

（この間は、レクスが助けに来てくれたからどうにかなっただけだし。もっと私ががんばらないと）

　ジャスティンがしっかり実力をつけないと、レクスたちに危険が及およぶ可能性だってあるかもしれない。

　ぺちぺちと自分の頬ほおを叩たたいて気合いを入れ直し、ジャスティンは資料に集中した。

　フランシスが以前通っていた学校は歴史も古く、かつてジャスティンの父も通った名門校である。政府の要人やその他有名人を多く輩はい出しゆつし、そのぶん裏では悪魔とかかわった事件もけっこうな数があったようだ。

　最近の資料にかぎっては怪あやしいものはないように見えるが、悪あく魔まは長命だ。

　怪しいものを見み逃のがさないよう、一枚一枚資料をめくる。

　何冊目かの資料を横に置いたとき、校長室の古い時計が真夜中を告げた。

「──あ、しまった。もう女め神がみ像のところへ行く時間だ」

　ジャスティンは我に返って立ちあがり、机の上に広げていた悪魔関係の本を抱える。

　ふとそのひょうしに、分厚い本の間から薄うすっぺらい一冊がすりぬけた。

「……あれ？　私、この本見たっけ？」

　見覚えのない本に気を取られ、ジャスティンは身をかがめて取りあげる。

　粗そ末まつな表紙のそれを開いてみれば、簡単な名めい簿ぼのようになっていた。

　試しにぱらぱらとめくってみると、ふと何かがひっかかる。

「卒業生の所属する、注目すべきクラブ一覧……？」

　手が止まったページのタイトルを読んでから、自分が何にひっかかったかを探し出す。

　やがて『エルズバラ冒ぼう険けん者クラブ』という名を見つけて、ジャスティンは目を瞠みはった。

　慌あわてて本を置き、机の引き出しを開ける。

「確かここだったよね。……あった！」

　封ふう蝋ろうなどを入れた小箱の下に、隠かくすように入れてあった一枚の写真。

　一ヶ月ほど前に見つけていたそれを引っ張り出し、ジャスティンは明かりにかざした。

　モノクロの写真の中には、美しく古い街を背景に、身なりのいい紳しん士したちが二十人弱ほどたたずんでいる。

　その右みぎ端はしあたりに、父がいた。

　柔やわらかな金きん髪ぱつに空色の瞳ひとみ。優しい笑みでこちらを見ている完かん璧ぺきな紳士。

　──懐なつかしい。

　ほんの数ヶ月会わなかっただけなのに、思わず涙なみだがにじみそうになる。ぐっとこらえて写真をひっくり返すと、写真の裏に父の筆ひつ跡せきで走り書きがあった。

　資料とつきあわせてみるが、間ま違ちがいない。

　写真には『エルズバラ冒険者クラブ』の略りやく称しようが書かれているのだ。

（やっぱりそうだ。これ、父様が所属してたクラブの記念写真なんだ！……でも、なんで冒険者クラブが退魔庁にとって『注目すべき』なの？）

　クラブといえば、趣しゆ味みを同じくする男性同士が作る集まりのこと。会員制で閉へい鎖さ的であることから、集まりの内容はばか騒さわぎをするだけのものから政治的なもの、ちょっと怪しげなものまで様々だ。

（冒険者クラブが、何か悪魔に関係してる……？　うーん、とにかく写真に写ってるのがクラブ会員のひとたちだよね。このひとたちに訊きいたら、父様が魔ま法ほう書を手に入れた事情みたいなものもわかるかも）

　フランシスのことはともかく、父と魔法書の謎なぞについてはかすかな糸口を見つけたような気がする。

　ジャスティンはどきどきする気持ちをどうにか抑おさえて、写真を元の場所に戻もどした。

　もっと写真を眺ながめていたい気持ちもあるが、今は女神像のところへ行くのが先だ。

　寝ね間ま着きの上に外がい套とうをはおり直し、角灯ランタンと、念のために魔法書を抱かかえこんで部屋の明かりを消す。

　そのとき、不意に校長室にノックの音が響ひびき渡わたった。

（え、誰だれ？　今は真夜中だよ！）

　ぎょっとしてジャスティンは本ほん棚だなに駆かけ寄り、その隅すみを押す。

　すると音もなく棚の一部がくるりと回り、地下へと続く階段が現れた。この階段を下りていくと敷しき地ち内の礼拝堂に着き、その途と中ちゆうに生徒たちが願いを言いに来る女神像があるのだ。

　階段を数段下りて本棚を元のように戻し、ジャスティンは耳を澄すませた。

　まもなく、校長室に誰か入ってくる気配がする。

「失礼しまーす……と。うん、誰もいないわね」

（この声、メイドのメイベル？　この間、秘書さんに頼んで地下の部屋に移ってもらったはずだから、私を捜してるんじゃないと思うけど……こんな夜中に一体なんの用かな）

　ジャスティンが聞いているとも知らずに、メイベルは机に歩み寄ったようだ。

「他ほかの手紙にまぎれちゃってたけど、これは学校長宛あて、っと。──にしても、ここの学校長って今、誰なのかしらね。仕事は全部秘書さんがやってるっていうのに……学校長宛てっていうの、間違いだったら困るわね。もしかして前の学校長宛てだったとか？」

（ああ、届けそこねてた手紙を持ってきてくれてたんだ。お願い、メイベル。その手紙は多分私宛てだから、そこに置いていって！）

　ジャスティンの必死な願いは、どうやらメイベルに届いたらしい。

「ま、いっか。学校長宛てだっていうからここに届けたんだもん、あたしの仕事はここまで。にしても変な部屋よねぇ。妙みような物音がすることも多いし、幽ゆう霊れいでも住んでるのかな」

　──いっそ、そういうことにしたほうが楽だろうか。

　ジャスティンはふと思いつき、傍かたわらの石いし壁かべを爪つめでゆっくりひっかいてみる。

　きぃ、ぃぃぃ……というような細い音が立ち、本棚の向こうのメイベルはぎょっとしたようだ。

「っ……やだやだ、早く寝ねよう……！」

　そそくさと立ち去る気配がして、ジャスティンはやっとほっと一息吐ついた。

　こっそりと本棚の隙すき間まから部屋に戻り、メイベルがおいていった手紙を取りあげる。

　角灯の覆おおいをあげて見ると、それはサウスランドの学校に出しておいた問い合わせの手紙の返事であった。

（すばやい！　もう返事が来てたんだ。問い合わせの手紙に『答えて』っておまじないの文字を書いておいたおかげかな。よかった、これで何かわかるかも！）

　ジャスティンは手さぐりで机上のペーパーナイフを探さぐり当て、封を切る。

（ふむふむ。フランシス・シーザー・マクギニスは確かに本校の決まりを犯おかしたが、それは一いつ般ぱん的に罪になることではない──？　彼はつまり、迷信や風説に踊おどらされてオカルティックな行こう為いにふけったのである……何か、さっきの資料にそんなことが書いてあったような……）

　ジャスティンは記き憶おくをたどる。

　さっき読んだ資料によれば、かつて悪魔関係の事件が色々と起こった結果、フランシスが前に通っていた学校ではすべてのオカルティックな行為──つまり、おまじないやら、降こう霊れいやら、そういうことが一いつ切さい厳しく禁じられているのだ。

（なんだ、じゃあフランシスは、単なるオカルト愛好家なわけね。よし、ちょっと安心した。多分レクスも、フランシスの魔法知識が面おも白しろいだけなんだ）

　ジャスティンは少しすっきりとした気持ちで手紙を引き出しに放りこんで鍵かぎをかけ、再び本棚の裏の地下通路に戻る。

　まもなく女神像の裏にたどりつくと、ジャスティンはいつものとおり耳を澄ませた。

（そういえば、レクスも私が真夜中にここにいることは知ってるはずだ。もしかしてここに報告に来る、なんてこともあるかも？）

　はかない望みを抱いだきつつ、ジャスティンは待つ。

　間を置かず、壁の向こうから足音が響いてきた。もしや、とも思うが、こんなに慌あわてた足音ならレクスではないだろう。彼はもっと品のある歩き方をする。

　自覚のないままジャスティンががっかりしていると、騒がしい足音の主は必死に女神に祈いのりだした。

「女神様──満月の、女神様、俺……俺、どうしよう、どうしたらいいんだ……？」

（何？　様子がおかしい……すごい慌ててるみたい。それに、聞いたことがある声だ）

　悪魔たちではない。フランシスでもない。

　──そうか、メルヴィンだ。

　これはメルヴィンの声だった。

　一体彼に何があったのだろう。

　心配になって聞いていると、声は何度もつかえながら続いた。

「見ちゃったんです、俺。今夜はうまく眠ねむれなくて、隠してた煙草たばこでも吸おうかと思って、こっそり外に出てったら……寮りようから、ふたり、出てきたのを見ちゃって。出てきた奴やつ、片方は怪あやしい黒いフードつきの外套姿で、片方は──あいつでした。あの、変に怖こわい奴やつ……レクスだった」

「……！」

　ジャスティンは息を吞のみ、ますます耳をそばだてる。

「レクス、もうひとりの奴を支えるみたいにして、立ち入り禁止の古い塔とうに入っていっちまって……すごく変な感じだった。レクスはおかしいんだ、あいつは絶対ろくなことをしないに決まってる……！　明日、あの塔で死体でも出ちゃったら、俺はどうしたらいい？　ああ、くそ、寮りよう監かんの先生に言ったほうがいいのか、それとも……！」

（これはまずい……！）

　そこまで聞けば充じゆう分ぶんだった。

　ジャスティンははやる気持ちをどうにか抑え、なるべく音を立てないように通路を抜ぬけ出した。礼拝堂のほうへと抜け、あとは一気に静まりかえった無人の堂内を駆け抜ける。

　礼拝堂を出ると、外は冴さえ冴ざえと冷えた夜だった。

　空にはぽっかりと白い月がかかっている。

　まるで絵本のような、美しくて不ふ吉きつな夜。

　月の真下には、メルヴィンの言っていた古い塔がそびえていた。

（レクス……まさかとは思うけど、あんた、生徒に何する気なの!?）
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　ジャスティンは両手で赤い魔ま法ほう書を抱え、暗い塔の階段を駆け上る。

（確かに最近のレクスはおかしかったけど、今さら生徒を誘ゆう惑わくするなんて……！　しかもこんな夜中に、わざわざこんなところへ連れてくるなんて、そんなの面めん倒どうなんじゃなかったの!?）

　レクスの名を呼んで事情を聞こうかとも思ったが、やはり自分の目で確かめたかった。

　気持ちは急せくが、古い石段はひどく狭せまくて上りにくい。

　この塔は、かつて城じよう壁へきの角に戦略上の都合で造られたものだ。現在は何に使われているわけでもないし、てっぺん部分が弱くなっているので立ち入り禁止にしていた場所だった。

　鍵はかけていたはずなのだが、いつの間にか外されて、針金で錠じよう前まえが固定されているだけになっていた。

（この塔の途中に部屋はないし、他の棟むねにもつながってないはずだ。レクスたちは、てっぺんの小部屋にいる！）

　確信を持って石段を上りつめると、指が木製の扉とびらに軽く当たった。

　塔の上の小部屋についたのだ。ジャスティンが扉に耳をつけると、確かに少年の声がする。

　心細そうに震ふるえる声。

「──レクス。僕は本当にきみのことは好きだったよ。……でも」

（これ、やっぱりフランシスの声だ、よかった、まだ無事だ！）

　ジャスティンはすぐさま扉を開け、小部屋の中に飛びこんだ。

「そこまでっ！　レクス、いいかげんに…………？　あ、れ？」

　思いきりレクスを怒ど鳴なりつけようと思ったジャスティンだが、目の前に広がるのは意外な光景だった。

　塔の小部屋は窓からの月光にうすぼんやりと照らされている。

　ぼろぼろの床ゆかにはチョークで精せい緻ちな魔法陣じんが描えがかれ、黒いフードつき外がい套とうをまとったフランシスの手には、ヘビのようにのたくった形のナイフがある。

　彼の足下には忠実な部下のように、大型犬が二匹ひき、行ぎよう儀ぎよく伏ふせていた。

　そしてレクスは──魔法陣の真ん中に、ぐったりと横たわっている。

（あれれ？　これってつまり、レクスのほうが生いけ贄にえってこと……？）

　やや混乱しつつ、ジャスティンは考える。

　メルヴィンはレクスが他ほかの生徒を支えて塔に向かった、と言っていた。

　とはいえ夜の闇やみの中だ、本当はフランシスがレクスを支えていたのかもしれない。

　しかし、よりによってレクスを生け贄にするとは！

　ジャスティンがびっくりしている間に、フランシスは最初の驚おどろきから立ち直って微笑ほほえんだ。

「きみは──メイドの子だったね。どうしてここへ？」

「あ……そうか、そういう認にん識しきだよね。ええっと、メイドっていうのは仮の姿で、私の正体は──つ、月の女め神がみ……いや、それは無理か……石像の黒幕、じゃなくて、か、影かげの学校長……ううう、しまった、本当のことなのに口に出すと恥はずかしい！」

　言っているうちに恥ずかしくなってしまい、ジャスティンはぶんぶんと首を振る。

　フランシスはすっかりあきれた様子で、少し笑いを漏もらした。

「なんだい、それ。何かの遊び？　僕は見ての通り忙いそがしいんだ。それとも──きみも、悪あく魔ま召しよう喚かんの生け贄になりたいの？」

「それは嫌いや。レクスを斬きったり刺さしたりするのもやめて。彼に一体何をしたの？」

　きっぱりと言われ、フランシスはわずかに驚いた顔になる。

　しかしすぐに悪魔的な笑顔を取り戻もどして囁ささやく。

「クロロホルムだよ。手術の麻ま酔すいに使うやつさ。前の学校の友人に、医者の子供がいてね。彼から手に入れたんだ。吸うと気持ちよくふらふらするんだって。きみも試ためしてみる？」

　フランシスは自じ慢まんげだったが、ジャスティンはがっくりと肩かたを落とした。

「なんだ、クロロホルムか……」

「なんだ、ってきみ……驚かないの？」

　フランシスは怪け訝げんそうな顔で瞬まばたく。

　ジャスティンは深いため息を吐つき、大きく息を吸いこんだ。

「驚くも何も、こいつがクロロホルムなんかで気絶するわけないもの。……レクスっ！　いいかげん、ふざけてないで起きなさい！」

「──なぜばれた？」

　ぽそりとつぶやき、レクスは物もの憂うげに身を起こした。

　フランシスがぎょっとして後ろへ下がる。

「レクス、きみ……！　確かに寝ね入いったところにクロロホルムをかがせたはずなのに……まさか、なんともないのかい？」

　ゆるやかに立ち上がり、レクスはつまらなさそうに微笑んだ。

「残念ながら、あの程度でふらつけるほどやわな身体からだはしていない。やけに積極的に近づいてくると思ったが、動機はこれか。身元もはっきりせず、なぜか教師にも認識されてはいないわたしなら、始末しても大事にはならないと思ったか？」

　たたずむレクスと、厳しい表情のジャスティンを交こう互ごに見つめ、フランシスはやがてうっすらと笑みを浮うかべる。

　覚かく悟ごを決めたかのように、軽く両手を開いてみせた。

「そうじゃない……そうじゃないよ、レクス。僕は本当にきみに心しん酔すいしてるんだ。きみには悪魔的な輝かがやきがある。暗い神秘がある。僕は今まで何度も悪魔召喚を試してみたけど、一度も成功したことはなかった……多分、生け贄が悪いせいだ。だけど、きみならいけると思った。今までは覚悟が足りなかったんだ。きみの命を捧ささげる覚悟なら、きっと儀ぎ式しきは成功する」

　うっとりと語られる台詞せりふは普ふ通つうではない。

　ジャスティンは顔をしかめ、一歩前に出た。

「フランシスは、悪魔を召喚して何がしたいの？　私は悪魔召喚自体が悪いとは言わない、っていうか言えない立場なんだけど……こんな手間をかけたうえに友達を生け贄にするより、もっと他の方法があるんじゃない？　なんなら私も手伝うよ。何がしたいか、言ってみて」

　さすがに目の前にいるレクスが大悪魔だ、とは言えないので、こんな言い方になってしまった。とはいえ世間一いつ般ぱんからは大分ずれた意見だ。

「何がしたいの、って……しかも、悪魔召喚自体は悪いと思わない……？　きみは妙みようなことを言うな」

　フランシスはぽかんとして言ったが、段々と面おも白しろくなってきてしまったらしい。

　くすくすと笑い出したかと思うと、やがて肩を震わせ、調子外れの笑い声をあげ始めた。

「は、はは、はははは！　ああ、最初の印象どおり、きみはなんだか変な子だ。世間のみんながきみみたいだったらなぁ。そりゃあもう、自由で好き勝手にできる世界になるだろうね。そんな世界だったら、僕は喜んで生きていくよ。でもここは違ちがう、ここはまったく違う！」

　低い声で叫さけばれ、ジャスティンははっとした。

　優等生めいた仮面をかなぐり捨てて、フランシスは暗く瞳ひとみを光らせる。

「いいかい、教えてあげる。暗いもの、怪しいものは全部排はい除じよして、なかったことにして取り繕つくろうのがこの世界だ。この国だ。こんな学校はこの国の縮図だよ、そう思わないか、きみ？　古くさくて、管理されていて、みんながやせ我が慢まんして生きていく──きれいな理想を掲かかげた裏には、いつだって怪あやしいものが徘はい徊かいしてる。発展！　科学！　金！　お祭りみたいに浮かれ騒いで、汚きたないものは誰だれもが見て見ないふりをしてる。この学校はこの国のミニチュアだ！」

　フランシスの叫びに、鋭く胸が痛んだ。ジャスティンだって知っている。

　彼の言うことはそう間ま違ちがってはいない。

　この国のきらびやかな貴族文化を支えるのは、全世界に広がる植民地や巨きよ大だいな工場だ。おどろおどろしい戦争や、ひどい環かん境きようで働く労働者がいてこその繁はん栄えいだった。

　でも、だからと言ってジャスティンはこの国を、この学校を憎もうとは思わない。ジャスティンは悲しく顔をしかめて言う。

「この学校、そんなにおかしい？　そりゃ、怪しいものはかなり徘徊してるけど……」

「ああ、別に特別ここに恨うらみがあるってことじゃないんだ。僕は取り澄すましたこの国を壊こわしたい。科学とか、資本主義とかのせいで不当に押しこめられた闇を解放してやるんだよ。だってそのほうが自然だろ？　この世界に闇と悪が自然に満ちれば、逆に猟りよう奇き殺人みたいなへんてこな殺しはなくなるよ。これって善行だよな。僕はその第一歩としてまずこの学校を壊す。呪のろいは、ミニチュアから本体へと乗り移る──蟻ありが空けた穴みたいに、ここからこの国が崩くずれていくんだ。なあ、僕って変だろ？　何を言っているか、わからないだろ？」

　早口で言うフランシスは、どこか常じよう軌きを逸いつし始めている──ように見える。

　しかしジャスティンはひるまず、強く首を横にふった。

「知ってるよ。ジャングルの奥で、そういう呪じゆ術じゆつを見たことあるもの。呪いたい人間に似た泥どろ人形を作って壊すと、モデルになった人間が死ぬとか、そういうのと同じだよね」

「……は」

　思いきり専門的な話で返されてしまい、フランシスが言葉を失う。

　すかさずジャスティンは続けた。

「いい、フランシス。あなたがどれだけこの国と学校を嫌おうと、私はこの学校を守るし、あなたのことも嫌いになったりしないから！」

　フランシスが目を瞠みはったのが見える。

　ジャスティンは悲しい気分で、しかしきっぱりと言った。

「だって、本当に国とか社会に不満があるんなら、もっと乱暴なことはいくらだって簡単にできるはずだもの。なのにこれだけの手間をかけて、わざわざオカルトに走ったんでしょ。フランシスは多分とっても優やさしいひとだと思う。まあ、友達を生いけ贄にえにっていうのはやりすぎだと思うけど……それだって、遠回しな自傷みたいなものだと思うし。嫌いになんかなれないよ。この国だって、この学校だって同じ。ゆがみはあるかもしれないけど、それも含めて、好きなんだ」

　言い切ったジャスティンに、フランシスはしばらく黙だまりこくっていた。

　呆ぼう然ぜんとたたずみ、やがて小さくつぶやく。

「──本当に変な子だな。きみ、本当は、何者なんだっけ？　メイドじゃなくて……」

「……実は、このシェルズバーン伯はく爵しやく家のひとり娘むすめ。ひょっとしたら小さいころ会ったことがあるかもね、将来の伯爵様」

　ジャスティンがそう言ってちょっと笑ってみせると、フランシスは顔をゆがめた。

「本当に？……ああ、でも、そうだな。田舎いなかのメイドには似合わない容よう貌ぼうだとは思ったんだ。でも──性格は、貴族にも、メイドにも、この国にも似合わない。びっくりした……」

「私だってびっくりだよ。最初はフランシスのこと、悪魔かと思ったくらい。でも、フランシスは人間だね。今度、悪魔と魔ま法ほうについて教えてくれる？　私もそういうの、興味あるから」

「……できればそうしたいけど、無理だろ。きみが本当にここのオーナーなら、僕はもう退学のはずだ」

　苦笑まじりに言われ、ジャスティンもはたと気づく。

（そういえば、これってかなりの問題行こう為いか）

　就しゆう寝しん時間の後に抜ぬけ出して、しかも学友にクロロホルムを使ったあげく、立ち入り禁止の場所に入りこんでのオカルト行為。さらに傷害未み遂すいまでついたら、放校どころか警察沙ざ汰たになってもおかしくない段階だ。

　ジャスティンは床ゆかに描えがかれた魔ま法ほう陣じんを眺めて、しばらく考えてから顔をあげた。

「あなたはまだ、ここで誰も傷つけてはいない。だからこれから反省してもらえば大だい丈じよう夫ぶじゃないかな。この学校にはオカルト禁止の決まりはないし、多分これからもできないと思う。だって、さっきフランシスが言ってたのは本当だと思うもの。この国にも、この学校にもおかしいところはある。本来あるものを無理に押しこめたってぼろが出るだけだから、あることは認めて、よりよい決まりを決めていくほうがいいんじゃないかと思う」

　フランシスは信じられないものを見る目でジャスティンを眺め、やがてぽつりとつぶやく。

「きみは変だ」

「……よく言われるよ」

「貴族らしくない」

「……かもしれない。でも、うちの伯爵家のモットーは大事にしてる。『慈じ愛あいと、我が家族』っていうの。うちの学校に来てくれたら、生徒さんも家族だもの。ここがみんなの家になるといいと思ってるよ」

　ジャスティンが言うと、フランシスはしばらく黙りこんでから言った。

「貴族にも、きみみたいなひともいるのか……」

　それってどういう意味だろう。

　ジャスティンが首をかしげたとき、フランシスの目から不意に涙なみだがこぼれる。

「ちょ、ちょっと、フランシス！……どうかした？」

　慌あわてたジャスティンが歩み寄るが、彼は答えず、ただぽろぽろと涙を零こぼし続けている。

　ジャスティンの傍らで沈ちん黙もくを守っていたレクスが、静かに告げた。

「悪あく魔まに興味を持つ人間は、いつでも人間社会からつまはじきにされた者たちだ。必ずしも『悪』ではなく、ただ、周りと少しだけ違っていた者たちだ。──おそらくは、今も昔もな。この少年がわたしに惹ひかれたのも、つまりはそういうことだろう」

　レクスの言葉を受け、フランシスは小さくうなずく。

　何度も、何度もうなずいて、やがて途と切ぎれ途切れに笑いながら話し始めた。

「ははは、は……うん、そうだ。そうなんだ。ばかみたいだ……ごめんな、さっき言ったみたいなことは、ただの、本の受け売りだよ。僕、は、伯爵家の長男で、だから、人生のすべてがあらかじめ決められてた。何をやったって完かん璧ぺきにできて当たり前で、失敗をしたら愕がく然ぜんとした顔をされて──全部上から降ってくる、押しつけられる。これが善いことだ、って。善いことをしなさい、って言われて、疑問すら挟はさめないのが苦しかった！」

　善いこと。そう言われると、ジャスティンも少し息苦しくなる。

　善いことって、なんだろう？

　多分いわゆる『善いこと』は、神様のおっしゃるとおりにすること。

　正義に従い、他愛に生き、奉ほう仕しし、勤勉である──それがすばらしいことは、ジャスティンだって知っている。

（でも、私は父様に『善いことをしろ』じゃなくて、『心から好きなことをしろ』って言ってもらえたっけ。それって、今考えるとずいぶんしあわせなことだったのかもしれないな）

　父の言葉があったからこそ、ジャスティンはレクスたちを裏切らなかった。

　それが神への裏切りであるとも、正直思ってはいなかった。

　ある程度自由な発想ができるジャスティンに対して、この国の紳しん士しは『やせ我慢』が信条だ。何かを信じて、信じるもののために我慢をするのが美しいということになっている。

　なのにこの国は変わってしまった。国王よりも議会が力を強め、資本主義が発達するにつれて宗教すらも力を弱めた。ひとは今、一体何にすがればいいというのだろう？

　信じるものもないのに、まだ我慢をしろと言うのだろうか。──でも、どうやって？

　ジャスティンがどこか切ない気持ちで沈黙する間にも、フランシスはぽつぽつと喋しやべる。

「僕は、『善い』ってなんなんだ、って思って。じゃあ、『悪い』って、なんなんだ、って。悪を極めたら、善いことが大好きな奴やつらに勝てるのかな、って……！」

　そこまで言ってフランシスの言葉は途切れ、あとはほろほろと涙を零した。

「フランシス」

　ジャスティンは彼の名前を言って、途と方ほうに暮れる。

　十七歳のフランシスはジャスティンより年上だし、背も高い。

　でも今は、とても頼たよりない存在に思えた。

（失礼になりませんように。彼の誇ほこりを傷つけませんように）

　心の中で祈いのって、ジャスティンはフランシスの頭をぎゅっと抱だきしめた。

　フランシスは一いつ瞬しゆんびくりと震ふるえたが、すぐに軽く首を振ふって、ジャスティンの肩かたに額を当ててくる。ジャスティンはほっとしながら、フランシスの悲しみを一いつ緒しよにかみしめていた。

　声を抑おさえて、考え考えつぶやく。

「……大丈夫だって、きっと。善と悪との戦いにだって、休きゆう憩けいがあるよ。休戦とか、和平条約とか、そういうのがあるって。いつか、善も悪もそのまんまで存在できるようになったらいいよね。──変わらないままに混じりあって、でも傷つけあわない。そんなふうに、なれたら」

　フランシスの頭を抱きながら、ジャスティンはレクスを見やる。

「ね、レクス。いつか──」

　祈るように告げたとき、どこかからかすかな笑い声が聞こえた。

　──冷えた、残ざん忍にんな笑い声。

　ほんの小さな声だが、途切れずに続いていく。

「──何？　レクス……」

　呼んでからすぐに気づいた。違ちがう。この声はレクスではない。

　レクスはただ静かに立っているだけで、彼の赤い目は部屋の隅すみを見ている。

　小部屋の隅にいるのは、窓から差しこむ月光を受けて伏ふせている二匹ひきの犬。

　その一匹ぴきの目がきらきらと金色に光っているのが見えた。月光の反射ではない。

　ひどく冷たく、魔ま物もののように瞳ひとみ自体が発光している！

「きゅ……キュ？　休憩？　休戦？　ないな……ない、ないよ。あるわけがない、なぜなら、お前らは虫ケラ、ゴミ──だから」

　高さの安定しない声が室内に響ひびき渡わたる。

　その声が消えない間に、一匹の犬がむくむくとふくらみ始めた。

　もう一匹がおびえてきゃんきゃんと泣きわめく。フランシスが驚おどろいて叫さけんだ。

「アロン！　おい、どうした、アロン……！」

「やめて！　無理だよ、あれは多分、悪魔……！」

　直感したジャスティンが最後まで言い終えないうちに、牛ほどの大きさになった犬が陽気なひとの声でうなる。

「よく、よくよくおわかりで……お嬢じようさん。魔ま王おうの花はな嫁よめ──すばらしい！　お会いできて光栄、ただし、お前の命は今日ここまで！──魔王もろとも、死すべき命……！」

　言い切って、ぶるり、と全身を震わせると、犬の全身は金色に染まった。

　月光が落ちる中、すさまじいまでの朱しゆ金きんの毛並みが一瞬で生えそろう。同時に顔も鋭するどく、細くなり、野性味を増していく。

　ジャスティンたちの目の前で、犬はいつしか巨きよ大だいな金色の狼おおかみと化していた！

　犬の首につけられていた革かわの首輪は錬れん鉄てつ製に変わり、そこからつながった太い鎖くさりが石床をすって、じゃらじゃらと不ふ吉きつな音を立てる。

　ほう、と狼が深い息を吐はくと、部屋中が硫い黄おうの臭においでいっぱいになった。

　ジャスティンは咳せきこむフランシスをかばい、自分も口元を押さえて叫ぶ。

「レクス……！　どうして？　あの犬、悪魔だったの？」

「悪魔があの犬と契けい約やくしていたのだろう。ある程度の知能がある相手なら、ひと以外とでも契約は可能だ。よほど下等な悪魔しか行わない契約だがな。今までも表に出てくる機会はうかがっていたようだが、この城にはルーナエが作った結界がいくつかある。フランシスの魔法陣と夜の助けを借りて、やっと出てきたというところか。──芸のない下級悪魔だ」

　しごく冷静に言うレクスに、ジャスティンは思わず声を荒あらげる。

「まさか……あんた、最初から気づいてたの!?　私には、フランシスは悪魔でも悪魔憑つきでもないって言ったじゃない！」

「お前は『フランシスの犬は悪魔、もしくは悪魔憑きか』とは訊きかなかった」

　レクスは囁ささやき、ゆるやかに目を細めて微笑する。

　ジャスティンは自分の甘さに気づき、ぐっと唇くちびるを噛かんだ。

「……っ、そう、だね。確かに。とにかく、その話は後で。フランシス、あなたは逃にげて！　ここは私たちがどうにかする！」

「で、でも……！」

　咳きこみながらも、フランシスは混乱した様子で巨大な狼とジャスティンを見比べる。

　ジャスティンは強い調子で叫んだ。

「私なら大だい丈じよう夫ぶ、レクスたちがついてる！　絶対に死んだりしないから、フランシスも絶対に怪け我がしたり、死んだりしたら駄だ目めだからね！」

　ジャスティンの叫びに気け圧おされ、フランシスは何度かうなずいた。

　まだ少し迷う様子ではあったが、おびえた愛犬がすりついてきたところで決断したようだ。

　フランシスはベレクを連れ、何かをふりきるように階段を駆かけ下りていく。

「奴なら大丈夫だろう。オカルト趣しゆ味みのおかげで、常に正しい護ご符ふを身につけている。我々の記き憶おく操作すら受けつけなかったくらいだ、悪魔の息を嗅かいだくらいではどうにもならん」

　レクスの言葉に少しほっとして、ジャスティンは足下に転がっていた赤い魔ま法ほう書を拾い上げた。

「……この狼、下等な悪魔だって言ってたね？」

　ジャスティンが小声で訊くと、レクスはたたずんだまま答える。

「下等だが、弱いとは言っていないぞ」

「なるほど。でも、言葉が通じるなら下等だろうが上等だろうがかまわない」

　恐きよう怖ふで震える身体からだをどうにか抑え、ジャスティンは悪あく魔まに声をかけた。

「──あなた、名前は？　私たちのこと、知ってるの？」

　巨大な狼は金色の目を細め、低く笑って答える。

「我が真名は我が主、キュリオス様のもの……お前なんかに、言うものか！　滅ほろびの継けい承しよう者、《魔界の王フエロノス・レクス》よ──極ごく悪あくの罪をすら塵ちりへと還かえす、我が炎ほのおの前に燃もえ尽つきるがいい！」

　キュリオス！

　それは以前レクスと戦い、レクスをすんでのところまで追い詰つめた大悪魔の名だ。レクスと同じ『王』の位を持つといい、彼に激しく執しゆう着ちやくしていた。

　レクスに魔界へと追い返されたとはいえ、キュリオスはあきらめてはいなかった。

　レクスを殺そうと、部下を送りこんで来たのだ！

　ジャスティンが敵悪魔に向かって何かを問おうとしたとき、狼の口がぱっくりと開く。

　直後、すさまじい熱と光が小部屋を満たした！

「っ──！」

　視界を真っ白に灼やかれ、ジャスティンが息を吞のむ。彼女の肌はだが熱さを感じる寸前に、レクスが片手でジャスティンの腰こしを抱いた。

　レクスが空いた片手を振ると、一瞬で大気が冷える。

　びりびりと古い塔とう全体が震える気配に、ジャスティンはどうにか薄うすく目を開いた。

　視界はまだ白い光で満ちている。

　そして、その光を押さえるようにレクスが片手を伸のべていた。

　恐おそろしく強い力がレクスの手にまとわりついて、ばちばちとすさまじい火花を散らす。彼の手の先に白い壁かべが見えるようだ。すべてを吞みこもうとする白い光を片手で押さえこみながら、レクスはジャスティンに囁いた。

「ジャスティン、わたしの剣けんと部下を解放しろ。詩を読め。一行目から六行目だ」

「わかった……けど、レクス、あの悪魔を殺さないでね！　私、もう少し彼と話がしたい！」

「了りよう解かいした。わたしはあれを殺さない」

　レクスの答えは少しひっかかるものだったが、問いただしている暇ひまはない。

　ジャスティンは大きな赤い魔法書を開き、魔法文字で記された十四行詩ソネツトを読み上げる。

「万ばん象しようを統すべる王よ、獣けものの皮を脱ぬぎ捨てて城を出るがいい！　お前の右手には不死鳥を生きながらに焼く原初の炎ほのおが、お前の左手には運命の輪を止める静止の瞳が、天地の土と水をお前に差し出そうと待ちかまえている。牙きばを隠かくし、かつて神よりたまわった【追放】の声を胸に、幾いく度どでも生命の泉を飲み干すがいい。お前の闘たたかいは永遠なのだから……！」

　ジャスティンの声が室内に響き渡ると、左右の床ゆかに青い炎の魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がる。

　ふっと魔法陣の上の空間が揺ゆらぎ、見る間にそれぞれエルデンとルーナエの姿をとった。

　今は制服ではない、元の機能的かつ美しい軍装である。

　エルデンは生き生きと目を輝かがやかせ、腰のサーベルを抜ぬきはなつ。

「《亡失の槍やり》にして《灼熱の侯爵フイアス・タルカス》、我が名はエルデン！　さーてと、きたきた！　やっぱりこっちの格好じゃねぇと調子出ねーな。で、今回はどんな奴やつが遊んでくれるのかな？」

「《時の殺害者》にして《廃滅のウイアード・王子ネバーモア》、ルーナエ。──……レクス様の命ずるままに、参上いたしました」

　一方のルーナエの表情は、なぜか少しばかり暗かった。

　部下たちの登場にわずかに遅おくれ、今度はレクスの手のひらにじんわりと赤い光が宿る。

「出いでよ、失われし我が力──虚構のミザ・ナビーム・大剣デユーダド」

　レクスの声が圧あつ倒とう的な存在感で響き渡ったかと思うと、赤い光は硬かたく凝こごって大剣の姿となった。

　真っ赤な刀身の剣がレクスの手におさまった瞬しゆん間かん、彼の服装も漆しつ黒こくの軍装に変わる。

　レクスは剣を握にぎり直し、軍装の裾すそをひらめかせて一気に振ふり下ろす！

　かつ、と硬こう質しつな音を立て、なんと室内を満たしていた白い光が斬れた。

　白い光が左右に割れたかと思うと、まるでガラスが割れるかのような音を立てて粉々に砕くだける。

　辺りに白い粒つぶが雪のように降り注ぎ、床に落ちる前に溶とけ消えた。

　後に残ったのは元通りの月光差しこむ塔の小部屋。

　片かた隅すみにうずくまっていた金色の魔ま狼ろうが、すさまじい笑い声を立てる。

「は……は、ハハハハ、は……！　消えた！　魔界の岩山すら砕く俺の炎を相そう殺さいするか、さすが……さすがは『王』位！　だが、俺はお前を殺す……殺す、殺す、殺す、殺す！　そうして戦う……キュリオス様の傍かたわらで、永遠に戦う！」

　けたたましい笑い声を、レクスは涼すずしげな無表情で聞いていた。

　傍らに立ったエルデンが、不意に動きを止めてつぶやく。

「……あれ？　今回の相手って、あれなんスか、レクス様」

「そうだ」

　レクスはひとこと答えて、後は動かない。

（──何？　ちょっと、変だ）

　妙みような雰ふん囲い気きを感じ取り、ジャスティンは悪魔たちを見み渡わたした。

　剣を手にはしているが攻こう撃げきしようとしないレクス。険しい顔で魔狼を見つめて動かないルーナエ。何より、戦せん闘とう中でも陽気さを失わないはずのエルデンの顔に笑えみがない。

　エルデンはぼんやりと、白茶けた無表情で魔狼を見ていた。

　こうしていると彼もまぎれもない美形で、しかも──どこか不吉な暗さを持っていた。

　魔狼もまた、レクスではなくエルデンをまっこうから見つめて笑みを深くする。

「く……クククくく……おお、お前か、我が同どう胞ほう！　レクスが《槍アルマ》を手元に飼っているというのは本当か！　ああ……ひどい、ひどい、不格好だな……足りん。お前には足りないものがある。鎖くさりはどうした、どこへやった、お前の、首輪と、鎖は！」

「……あー。こういうことかぁ。なーんか、レクス様もルーナエもちょっと変だと思ってたんだよなー。ああ、やだやだ。うるさいよ、お前」

　エルデンは崩くずれた笑みを浮かべて言う。

　力ない笑顔のまま、エルデンは自分ののどをなでさする。

　何度も、確かめるようになでる。黒い革かわ手て袋ぶくろをした彼の手はひどく震ふるえていた。

「──エルデン？」

　異常を察したジャスティンが心配になって声をかける。

　エルデンは答えず、ぎりり、といきなり歯を食いしばった。

　同時にエルデンの金色の瞳ひとみがすさまじい光を発し、彼はぐっと我が身を抱だきしめる。

　次の瞬間、すさまじい獣の咆ほう哮こうが響ひびき渡った！

「っ……あ……！」

　聞くだけで恐怖で目の前がゆがむような咆哮！

　ジャスティンが悲鳴に近いあえぎを漏もらすと、レクスがその頭を抱いて自分の胸に押しつける。

　ジャスティンはレクスにすがり、どうにか気を失わずに立ち続けることができた。

　しかし咆哮はやむことなく石いし壁かべを揺らす。

　みしみしと不ふ吉きつな音が鳴り、天てん井じようの石と石の間から大量の砂が降り注ぎ始める。

（そうだ、ここ、あちこち傷いたんでて補修中の塔だったはず……！）

　肝かん心じんなことを思い出してジャスティンが息を吞む。

「レクス、ここ、危ない……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。目を閉じていろ」

　レクスが静かに告げ、両手でジャスティンを抱きしめた。

　闇やみとバラの香かおりに包まれ、一いつ瞬しゆんだけ呼吸が楽になる。

　直後、塔は耳がおかしくなりそうな轟ごう音おんに包まれた！

　立っていられないほどに足下が揺らぎ、どっと冷えた風が吹ふきこむ。

「な……何、今の！」

　ジャスティンはつぶやき、レクスと抱き合ったまま目を開ける。

　まだ周囲にはひどい埃ほこりが舞まっていて、ジャスティンの瞳を痛めつけてきた。それでもどうにか目を開いていると、ぼんやりとした視界の真ん中に月があるのがわかる。

　月？　そうだ。

　塔の天井がすっかりと落ちて、頭上に夜空が広がっているのだ！

「なんで、そんな……!?」

　魔狼がやったことなのだろうか？　それとも──

　驚おどろきと恐きよう怖ふにとらわれながらも必死に見渡すと、月下に冷たく輝く金の光が見える。

　天井がなくなった塔の最上階、金でできたかのような毛並みの魔狼がたたずむ。

　そう、鎖を垂らした魔狼と、さらにもう一匹ぴき！

　毛並みの色から姿形まで、魔狼とそっくり同じ獣が向かい合わせに出現していた。

　魔狼が増えた？

　いいや、違ちがう──多分、違う。

　確信に近い予感に、ジャスティンは震える。

　あの狼おおかみの金色の毛並み、光が当たると赤みがかるあの色は、エルデンの髪かみの色だ！

「レクス、もしかして、あれが──エルデンの」

「そう、真の姿だ」

　ジャスティンを抱いたまま、レクスは淡たん々たんと告げる。

　ルーナエもまた、険しくも冷静な表情で二匹ひきの魔狼を見つめていた。

「で、でも、どうして？　どうしてエルデンが敵と同じ姿なの!?」

　ジャスティンの必死の問いに、レクスが何か答えようとした。

　しかしその前に、かつてエルデンであった魔狼が壮そう絶ぜつな吠ほえ声をあげて敵に襲おそいかかる。

　敵の背に刃はのような牙きばが刺ささると、どん、と鈍にぶい音がして傷が爆ばく発はつを起こした。

　敵は激痛に震え、エルデンの牙から逃のがれようともがく。

　エルデンはしっかりと相手に噛かみついて放さない。と、敵は食いついたエルデンごと我が身をよじり、塔とうに残った石壁に思いきり叩たたきつけた。

　衝しよう撃げきで石壁ががらがらと崩れ、思わずエルデンの牙がゆるむ。

　その隙すきに敵が食いつこうとし、二匹はもつれあった。

　二匹が転がるたびに塔は危あやうく揺れ、ジャスティンが声をあげる。

「このままじゃ、城が！　城が壊こわれちゃう！」

「ルーナエ。どうにかしろ」

　あっさりとした命令に、ルーナエは己の両手をあわせた。

「──時を止めるのでは間にあいません。石の記き憶おくをたどり、自動修復結界を張ります！」

　ルーナエが叫さけんで両手を広げると、そこから澄すんだ音が波は紋もんのように広がっていく。

　音は城全体を包んだところで止まり、城の周囲に青白い円が刻まれた。

　二匹の魔狼はさらにもつれあうが、新たに壊れた石壁は、崩れた端はしから塵ちりを集めて元の形へと戻もどっていく。

　戦いに夢中になっている二匹に向かって、ジャスティンは懸けん命めいに声を張り上げた。

「エルデン！　やめて……！　そいつを殺さないで！　殺したら、退たい魔ま庁と一いつ緒しよだよ！」

　ジャスティンの声が届いたのかどうか、エルデンはまったく反応せずに相手の首筋に噛みついた。

　敵の魔狼は激しく震え、錆さびた鎖をじゃらつかせる。

　と、いきなり鎖の端がヘビのようにエルデンの前足にからみ、ぎりぎりとしめつけ始めた。

　嫌いやな音を立てながら鎖は食いこむ。しかしエルデンは牙をゆるめない。

　ジャスティンはなおも話しかけようとエルデンの瞳を見つめ、ぎょっとして言葉を失った。

　エルデンの金の瞳は今やぎらぎらとした欲望に輝かがやいている。

　完全に獣けものの目だ。意思らしきものなど欠片もない。

「今は誰だれの言葉も聞こえてはいまい。エルデンは同種を嫌きらう。今までも、同種の悪あく魔まを見るたびに己を顧かえりみずに食い殺してきた。そのたびに壊れかけて面めん倒どうなのだ」

　落ち着き払はらったレクスの声に、ジャスティンははっとして彼を見上げた。

　すぐに目があい、レクスは柔やわらかく微笑ほほえむ。

　とても優しい微笑──ただし、その目は冷え切った深しん紅くだ。

　いけない、これは駄だ目めだ。ジャスティンの直感をなぞるように、レクスが言う。

「ジャスティン、わたしと契けい約やくを結べ」

「は……？　何？」

　何を言われたのか理解できず、ジャスティンは思わず問い返した。

　レクスは辛しん抱ぼう強く繰くり返す。

「わたしと契約を結べ、ジャスティン。あれを止められるのはわたしだけだ。このままだとおそらく二匹とも死ぬ。技量はエルデンのほうが上だが、向こうは契約を通してこの世界に来ているからな。そのぶん有利になる」

　ひどい台詞せりふに、ジャスティンは愕がく然ぜんとした。

　唇くちびるが震え、心が震える。苦しい──でもどうにか叫ぶ。

「何言ってるの、レクス！　私とは、契約なしで戦ってくれるって……！　私の使い魔まになるって、言ってくれたじゃない！」

　レクスはわずかにうなずき、甘さを混ぜた声で言う。

「それはそうだが、お前の魂たましいは輝きすぎる。寄ってくる虫をいちいち追い払うのも面倒なので、久しぶりにまともに考えた。どうしたらお前を簡単に守れるか──やはり契約が一番だ」

「どうしてそんな結論になっちゃうの！　そんな発想しかできないなら、ひとりで考えないで相談してよ！」

　心の底から叫んだが、レクスは揺ゆるぎなく微笑んだままだ。

「お前を手に入れようというのに、どうしてお前に相談をする？　取引はまじめにやれ、とはお前自身が言った言葉だ。お前は誘ゆう惑わくには乗らない。ならばお前の大切に思うものを取引材料にするのは当たり前のこと。ジャスティン、お前はエルデンが滅ほろぶのは嫌なのだろう？」

　あまりのことにジャスティンは言葉をなくした。

　レクスは本気だ。多分……いや、きっと本気だ。

　レクスが面倒な友達づきあいをしてまで潜せん入にゆう捜そう査さをしてくれたのは、ジャスティンとの契約を結ぶためだった！

　学校に悪魔が紛まぎれこんだことを知りながら隠かくして、エルデンが敵悪あく魔まを殺そうとすることを予測しながら隠して、自分はぎりぎりまで何も気づいていないふりをしていた。

　すべてはジャスティンのために！

　怒いかりと悲しみが同じくらい強きよう烈れつに湧わきあがってきて、ジャスティンはつぶやく。

「レクス──戻って」

「なんだ？」

「本の持ち手たる智ち者しやとして命じます。本に戻って、レクス!!」

　声のかぎりに叫ぶと、レクスの顔からふっと笑みが消えた。

　作り物のような無表情でジャスティンを見下ろし、かすかに首をひねる。

「……わからんな」

　そうひとことつぶやいたかと思うと、レクスの姿は見る間に厚みをなくして消え去る。

　ほぼ時を同じくして、ルーナエの姿もまた消えた。

　思ったよりもあっさりとふたりが本に戻ったことに、半分は安あん堵どして、半分はぞっとする。

　ここに残ったのは本を抱かかえたジャスティンと、部屋の隅すみでがっちりと噛み合っている獣たちだけだ。我を忘れたエルデンは、レクスが消えたのにも気づかない。

（私が、自分で、どうにかしなきゃ）

　ジャスティンは懸命に自分に言い聞かせた。

　レクスの要求は吞のめない。エルデンを見捨てることもできない。

　ならばどんなに非力でも、自分の力でやってみるしかない！

　レクスが消えると、獣のほうから吹ふきつけてくる空気がひどく熱いのがわかる。

　今まではきっと、レクスが守ってくれていたのだ。

　ジャスティンは何度か咳せきこみながら、どうにか声をあげた。

「エルデン……聞いて、私だよ……ジャスティン。憶おぼえてる？　聞こえる？　エルデン！」

　ジャスティンの叫びに、エルデンの瞳ひとみがぎょろりとこちらを向く。

（やった、通じた？）

　ほっとしたのもつかの間、エルデンの隙すきを突ついて、敵の魔ま狼ろうが低いうなりをあげた。

　魔狼は全身を丸めたかと思うと、唐とう突とつに発火する！

　敵の姿は一息に金色の業ごう火かに包まれた。敵に噛みついていたエルデンは、炎ほのおを吸いこんで悲鳴のような鳴き声をあげる。

「あっ……！」

　炎は見る間に辺り一面を焦こがし、ジャスティンもひどい熱さに悲鳴をあげる。

　炎にまかれている敵の魔狼はというと、エルデンを振ふり払って軽かろやかに立ちあがった。

　燃え上がる毛並みを揺ゆらし、魔狼はエルデンからジャスティンに視線を移す。

（……！）

　すさまじい殺気で息がつまる。駄目だ、このままでは殺される！

　どうしよう。どうすればいい？

　逃にげ道は──階段。背後の扉とびらから、階段に飛びこむしかない。

　そう自分に言い聞かせ、ジャスティンは動こうとする。

　しかし、すくんだ足はもどかしいほどに動かない。

（動いて、動いて、私の足……！）

　ジャスティンの指がどうにか木製の扉に触ふれたと同時に、燃えさかる魔狼が襲おそいかかる！

　視界が炎に包まれ、熱風にあおられてジャスティンは塔の壁かべに叩きつけられた。

「く……っう……！」

　痛みで視界が消し飛ぶ。

　見えない、けれど感じる。魔狼はすぐそこだ、硫い黄おうの臭においで息が詰つまる、浮うかれたうなり声が響ひびいている、熱い、熱い、熱い、熱で身体からだが焼けそうだ！

　思わず意識が遠のきかけたとき、不意に何かの音が耳に飛びこんできた。

（何──何かが、風を切る音……銃じゆう声せい？）

　ジャスティンがもうろうと考えていると、目の前でどぶん、と泥に石を投げこんだような音がした。

「ぎゃんっ！」

　魔狼が犬のような声をあげて床ゆかに転がる。

　どぶん、という音はその後も連続して響き、身を起こしかけていたエルデンもまた、敵の魔狼と同じように床に転がってのたうち始めた。

「な……に？　これ……」

　ジャスティンは壁を背に座りこみ、浅い呼吸を繰り返す。うっすらと視界は戻ってくるが、度を超こした衝しよう撃げきの連続で動くこともできない。

　できたのはただ、ぼんやりと眺ながめることだけだ。

　そうしてどれだけの時間が経たったのか、ジャスティンは階段のほうから足音が響いてくることに気づく。

（誰──？　生徒さんか、使用人の誰かが騒さわぎを聞きつけたの？）

　もしそうなら、ここに来るなと、逃げろと言わなければ。

　義務感がわずかに残った気力を奮い立たせた。

　ジャスティンは震ふるえる指で壁にすがり、どうにか立ちあがろうとする。

　魔狼もまたひとの気配に気づき、苦しみながらも身体を起こして階段のほうをねめつけた。

　今度はその額のど真ん中に、どぼん！　と何かが突き刺ささる。

　魔狼は獣とひとの声の混じったすさまじい悲鳴をあげてよろめいたかと思うと、ぶるぶると震えて身体をたわめる。

　そして一息に塔とうから下へと飛び降りた。

　ジャスティンの視界の端で、魔狼はよろめきつつも地面に着地する。そして何度も倒たおれながら、猛もう然ぜんと森のほうへと走っていった。

　ジャスティンは壁に身体をもたせかけたまま、うまく動かない頭で考える。

（今の……魔狼を撃うったの、銃だ。銃声がしたもの）

　ぼやけた視界の中、開け放されたままの扉から白い人ひと影かげが現れるのが見えた。

　まだ煙けむりの筋をひいているライフルを手に、次じ弾だんを装そう填てんしながら立つ男。

　風が吹いて、彼の肩けん帯たいを揺らした。

　夜に映はえる真っ白な軍服に金の刺し繍しゆうの肩帯をかけた青年は、アッシュブロンドの癖くせ毛げと穏おだやかな風ふう貌ぼうを持っている。

　見覚えのある姿にほっとして、ジャスティンはかすれた声を絞しぼりだす。

「あなた……ユリアン？　退たい魔ま庁の……」

　ユリアンに視線を向けられると、ジャスティンはわずかな違い和わ感かんに襲われた。

（ちょっと変だ。前に見たときと違ちがう。……そうか、目が）

　見み間ま違ちがい、ではないと思う。

　ユリアンの瞳、穏やかな茶色をしているはずの瞳が、左だけ深しん紅くに染まっているのだ。

　──まるで悪魔のように。

　ユリアンはジャスティンに話しかけようとはせず、すぐにエルデンに向き直った。

　そして容よう赦しやなくライフルの引き金を引く。

　エルデンはとっさに身をひねったが、弾は嫌いやな音を立ててエルデンの首筋に命中した！

「あ……あ……エルデン……！」

　ジャスティンが我を忘れて声をあげる。

　エルデンは食いしばった犬歯の間からちらちらと炎をのぞかせていたが、やがてどさりと石床の上に身を横たえた。

「嘘うそ……！　そんな、駄だ目め……！」

　ジャスティンは叫さけび、エルデンに駆かけ寄ろうとする。

　しかし冗じよう談だんのように足がもつれた。体中が悲鳴をあげている。頭の中も真っ白だ。

　ろくにものも考えられなくて、見えているのはうずくまっているエルデンのことだけ。

　一歩、二歩、三歩──そこまで歩いたところで、目の前がまっ白になった。

　硬かたい床に倒れこむ寸前、ユリアンがジャスティンを抱だき留とめる。

　ユリアンの軍服からは、まだ硝しよう煙えんの臭いがかすかに漂ただよう。

　ジャスティンは消えていく意識の中で、ああ、この腕うではバラの香かおりも、闇やみの気配もしないんだな──と、そんなことを思っていた。
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　気を失ったジャスティンは夢を見た。

　とてもしあわせな旅の夢だ。父とたったふたりきり、旅をしていたころの夢だ。

　一歩先を歩く父を、幼いジャスティンは浮うかれた歩調で追いかける。

『父様、父様！　待って、待って──もう少しゆっくり歩いてくれたら、私、父様に追いつくわ。ねぇ、父様。もし私が父様に追いついたら、私と結けつ婚こんしてくれる？』

『ジャスティン、わたしの天使。きみを愛しているよ。でも、結婚はできないんだ』

　父は穏やかに言いながら歩いていく。

　ジャスティンはちょっと不満に思い、足を速めて父の袖そでをつかんだ。

『どうして？　私のこと、愛してるんでしょ？』

『ああ。この世界の何よりも、この世界そのものよりも、お前を愛している。でも、駄目だよ』

　袖をつかまれた父は立ち止まり、ゆっくりと振り返った。

　すると、その顔はぞっとするほど整ったレクスの顔になっている。レクスは悲しい目を静かに細めて微笑ほほえむ。

『だって、わたしは悪あく魔まなのだから』

「──!!」

　息を吞のんで目を開けると、目の前からレクスの顔は消え去った。

　後に残ったのは、しみだらけの木の天てん井じよう。ジャスティンには見覚えのあるものだった。

（これ、屋根裏の天井だ。私……寝ねてたの？）

　ジャスティンがまだ少しぼんやりと考えているところへ、不意に男の声がかかった。

「目が覚めたか。気分は？」

「あ──ユリア……いいえ、オールブライトさん」

　ジャスティンは慌あわてて上半身を起こしたが、そのひょうしにあちこちが痛んで顔をしかめる。よく見れば、寝ね間ま着き姿のジャスティンの両手には包帯が巻かれていた。

　じくじくと痛むのは、多分火傷やけどをしたせいだろう。

　ユリアンが卓たく上じようの水差しからコップに水をくみ、ベッドまでまっすぐに歩いてくる。

　屋根裏の部屋には、素そ朴ぼくながらも品のいい最低限の家具がそろえてあった。

「ユリアンでかまわん。きみが目を覚ますのを待つのは二度目だな。どうにも、そういう巡めぐり合わせのようだ。──飲みたまえ」

「……ありがとう」

　女性の寝ている部屋に、ユリアンはひとりで付き添そっていたようだ。

　普ふ通つうなら考えられない話だが、今回は事態が事態だ。ジャスティンはとりあえず素す直なおに水を口にして、ほっと息を吐ついた。気づけばずいぶん喉のどが渇かわいていたらしい。

　水のおかげでやっとひとごこちつくと、段々と気を失う前の記き憶おくが戻ってきた。

　はっとして顔をあげ、ジャスティンは身を乗り出して訊きく。

「あの──エルデンは!?　あなたが撃った、塔の上にいた大きな狼おおかみ、あれはどうなったの!?」

「《亡失の槍やり》にして《灼熱の侯爵フイアス・タルカス》、通つう称しようエルデン。レクスの部下の悪魔だな。まだ生きている。能力を封ふう印いんして、この城の地下牢ろうに放りこんでおいた」

　生きている、その言葉が心にしみて、痛いほどに安あん堵どする。

　ジャスティンはぎゅっと自分の寝間着の胸あたりをつかみ、強く目を閉じた。

「よかった……！　本当に、よかった……！」

　ユリアンはそんなジャスティンを静かに見下ろして続ける。

「《槍アルマ》には俺の魔ま甲こう弾だんが効く。危ないところだったが、ぎりぎり間にあってよかった。退魔庁に連れん絡らくして、すぐに引き取りにこさせよう」

「……え？　退魔庁が引き取るって、エルデンを？　どうして？」

「決まっているだろう。きみは自分の悪魔を掌しよう握あくしきれていない。ならば俺たちが管理するしかあるまい」

　ジャスティンは思わず息を吞み、ユリアンの袖をつかんで懸けん命めいに主張した。

「そんな！　今回エルデンがおかしくなったのは、あの敵悪魔のせいだよ！　普ふ段だんはのんびりしてて、ふざけたことばっかり言ってるだけで、本当に無害なの！」

「ならばなぜ、無害なままでいさせてやらなかった」

　ユリアンの言葉はしごく冷静で、穏やかなままだった。

　それがかえって重く響ひびいて、ジャスティンは唇くちびるを震ふるわせて黙だまりこむ。

　ユリアンは好青年そのものの顔で穏やかに笑い、袖を握にぎりしめているジャスティンの手を丁てい寧ねいにほどいた。そして冷れい酷こくに言い切る。

「きみは失格だ、ジャスティン・カーライル。俺はきみが退魔庁に悪魔関係資料の貸し出しを要求した次の日から、この周辺に潜ひそんで学校を監かん視ししていた。昨晩、きみと、きみの使う悪魔が他ほかの悪魔と戦うのも見た。見た上で言う。あれでは駄目だ。──きみは自分の悪魔に、戦わせることができなかったな？」

「……レクスは、あのとき、戦いと引き替かえに契けい約やくを迫せまって、きて……」

　自分で言いながら、自分の情けなさに悲しくなってくる。

　ユリアンはジャスティンの言葉が途と切ぎれたのを確かく認にんしてから告げる。

「それで、きみはレクスを本に戻もどしたのか。その後はどうする気だった？　あのままではきみは死んでいた。きみの死はすなわち、魔法書の主の死。その後下へ手たな人間が魔法書を手に入れてみろ、レクスをこの世に解き放つのと同じことだ。きみはあれが極ごく悪あくの魔ま王おうであることを忘れていたのか？」

　忘れていた、のかもしれない。

　確かにレクスは最近すっかりジャスティンになついているように思えた。まだ契約を迫る気があるなんて、さっぱり考えもしなかった。

　だから学校への潜せん入にゆう捜そう査さなんていう仕事まで任せてしまっていた。

（でも、彼は悪魔なんだ。──私、何を甘えていたんだろう）

　ジャスティンはレクスの主人だ。

　主従関係なんてあんまり好きではないが、それでも主人であることには違ちがいない。

　ならば、ジャスティンには主人としての責任があるはずだった。

　もっときちんと命令するべきだった。レクスが変な気を起こす隙すきなど与あたえるべきではなかった。それがレクスたちを守ることにもなったのに。

（私の責任だ。私が、レクスとその部下を暴走させたんだ）

　ジャスティンはきつく唇を噛かみ、こぼれそうになる涙なみだを抑おさえてユリアンを見上げる。

「……ごめんなさい。私、甘えてた。ちゃんとレクスの主人をやってあげられてなかった」

　ジャスティンの謝罪を聞き、ユリアンは優やさしく笑う。

「反省できるのは悪いことではない。だが泣くのは止よせ。女は何かにつけて感情的になるが、それで事態がよくなることは滅めつ多たにない。特に悪魔は泣いても許してはくれんぞ。──俺は元々、女に──しかも十五歳の貴族のお嬢じようさんに退たい魔まをやらせるのは反対だった。きみがまともに悪魔を使って戦えるなどと思っていた人間は、退魔庁にはひとりもいない」

　穏おだやかに語られるきつい台詞せりふに、ジャスティンは目を瞠みはる。

「そんな！　でも、女王陛下は確かに私に退魔の許可証をくださったのに」

「女王陛下は他ほかの女とは違ちがうが、それでも過か剰じようにロマンチストなところがある。陛下はきみの夢を気に入っていらした。『悪魔と人間が共存する世界』の夢のことだ。だが、俺はきみの夢よりも、俺の見た現実を信じる。俺の使い魔になった悪魔は、以前俺が軍にいたとき、同じライフル中隊の戦友を皆みな殺ごろしにした」

　さらりと言われて、思わずジャスティンはユリアンの顔を見つめ直した。

　ユリアンは何事もなかったかのような顔でジャスティンを見つめ返す。

　彼が一体どんな闇やみを乗り越こえてきたのか、想像するだけでジャスティンはぞっとした。

　そんなジャスティンの様子に何を思ったのか、ユリアンは肩かたをすくめて身をひるがえす。

「心配はいらん。逃にげた悪魔は俺が仕留めよう。陛下からきみの監視と援えん護ごを命じられているからな。これは俺の仕事だ。あとは俺に任せて、きみはとにかく怪け我がを治すことだ。塔とうでの一件は、雷かみなりが落ちたということにしておいた。そのために俺の悪魔を使って、多少生徒や使用人たちの記憶をいじらせてもらったが、特に後こう遺い症しようなどはでないだろう」

　部屋の隅すみに立てかけてあったライフルを担ぎ上げ、ユリアンはジャスティンを振ふり返る。

「あとは客用寝しん室しつを一部屋、俺の宿しゆく泊はく用にあてがってもらった。森に逃げた悪魔を仕留めるまで、この城にやっかいになる。悪いが部屋には気軽にこないでくれ。俺は陛下以外の女が得意じゃない。──ではな。お大事に、ジャスティン嬢」

　最後には笑顔で挨あい拶さつして階段を下りていく。

（わざわざ『嬢』つきで呼ぶって……本気でお嬢さん扱あつかいってことだ）

　きつい、とは思うが、それも仕方がない。

　初めて会ったときは感じなかったが、『お客さん』と『同業者』では扱いも変わるだろうし、ジャスティンは𠮟しかられるだけのことをやってしまったのだ。

（陛下がユリアンに私たちの監視を命じてたなんて知らなかった。それって結局、誰だれからも信用されてなかったってことだよね。なのに私ってば、のんびり悪魔とお茶なんかしてたんだ）

　ジャスティンは居ても立ってもいられなくて、思わず枕まくらをぽふぽふとたたいた。

「うう……ばか。私のばか！　本当にばかだよ、甘すぎるよ！　っ、て、痛たたたた！　手、火傷してたんだっけ……！」

　手の痛みにジャスティンは転がるが、エルデンの痛みはこんなものではなかったはずだ。

（そうだ、エルデン！　地下牢に入れられてるって言ってたけど、大だい丈じよう夫ぶなのかな？）

　思い出すと心配でたまらない。敵悪魔と死し闘とうを繰くり広げたあげく、ユリアンに撃うたれたのだ。生きているとは聞いたが、元気なわけはないだろう。

（とりあえずお見み舞まいに行こう。何か──何か、私にもできることがあるかもしれない。少なくとも、ここで寝ているよりはマシなはずだ）

　レクスの部下なら、エルデンもまたジャスティンの部下だ。

　──いや、それより何より、ジャスティンはエルデンの明るさが好きなのだ。
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（今さらうちの地下牢を活用するはめになるなんて……父様が知ったらどんな顔するかな。私だって、昔に探険気分で下りただけだから──一体何年ぶり？　こっちでいいんだよね？）

　角灯ランタンでどうにか足あし下もとを照らしてみるが、何せ大荷物を持っているので視界が怪あやしい。

　ジャスティンは寝ね間ま着きにガウンをはおった姿で、両手に抱かかえられるだけのもの──毛布と、包帯と、薬と、お茶のポットと軽食の入ったバスケットと、石炭を入れた金属製のアンカと、ジャスティンお気に入りの怪しい人形と──を持って地下牢へ向かっていた。

　いささか多すぎる荷に、あっちへよろよろ、こっちへよろよろしながらさらに下りていくと、下のほうから獣けものの低いうなり声が響いてくる。

（あれ、エルデンだ！　まだ苦しんでる……！）

　慌あわてて階段を下りきり、地下の通路に立った。

　すると、三つある地下牢の一番奥に、ぼんやりと明かりが灯ともっているのが見える。

（倉庫にしか使ってない場所なのに、ユリアンが蝋ろう燭そくでもつけたのかな？……ん？　違うか。この青い光……魔ま法ほうの光？）

　ジャスティンが目をこらすと、通路の突つき当たりで青白い炎ほのおが燃え、その下に何かが置いてあるのが見える。

　何か──そう、黒いビロード張りの椅い子すだ。

　じめついた地下で、場ば違ちがいな美しい椅子に軍服姿の少年が座っている。

　彼は膝ひざに載のせた本を読んでいるようだった。

「ルーナエ！　あんた、こんなところにいたの？」

　ジャスティンが声をかけると、ルーナエは不ふ機き嫌げんそうに視線をあげる。

「お前か。何をしにきた？」

「何って、エルデンに差し入れをしようと思って。エルデンもそこにいるんだよね？」

「……差し入れ？」

　ジャスティンの申し出が意外だったのか、ルーナエは思わず目を瞠った。

　しかしすぐに取り繕つくろい、不機嫌そうな表情を取り戻して鼻を鳴らす。

「そんなものが役に立つ状じよう況きようか、これが」

「そんなものって……うわ！　エルデン、ちょっとこれ、どうなってるの!?」

　牢ろうの中をのぞき、ジャスティンは悲鳴に近い声をあげた。

　狭せまい石造りの牢の床ゆかには、一面に白はく墨ぼくで封ふうじの魔ま法ほう陣じんが描えがかれている。

　エルデンは魔法陣の真ん中に転がされていた。姿は軍装の人間に戻もどっているが、軍服は血で重く濡ぬれている。

　ひどい傷を負っているのは明らかなのに、彼は治ち療りようされるどころか魔法文字の刻まれた革帯で幾いく重えにもがっちり拘こう束そくされていた。これでは自力で起き上がることすらできないだろう。

　ジャスティンは荷物を放り出し、鉄てつ格ごう子しにかじりついた。

「エルデン！　それ、ユリアンにやられたの!?　大丈夫？　って、大丈夫なわけないか……」

　床に転がされたエルデンは、ジャスティンの声に反応してうっすらと目を開く。

　しかしその瞳ひとみにいつもの光はなく、ひどく虚うつろだった。

「……あー？　ああ、嬢さん……か？　くっそ、全然見えね……っ、つ、つつつ……」

「目も見えないの!?　ひどい……！　私、ユリアンに抗こう議ぎしてくる！」

　青くなるジャスティンに、ルーナエが吐はき捨てるように言う。

「何を慌あわてている、女。無能な人間が悪あく魔まを封ふう印いんするなら、これくらいは当然だ。僕たちとて、人間をもてあそぶときはこんなに手ぬるくはない。──エルデン、お前もたかが痛みで泣きわめくとは情けないですよ。だからお前はいつまでたっても爵しやく位い持ちに見えないんです」

「ばか言うな、俺の品位は全身からにじみ出てるじゃねーの！　俺はあのレクス様の侯こう爵しやくだぜ？　あんな首輪つきのケダモノとは違っ……くっ……」

　言葉を切ってエルデンがうめき、何度か咳せきこんで黒い血を吐きだす。

　そして苦痛に顔をひきつらせながらも、浮うかれた調子でけたたましく笑った。

「は、は、は、ははははは！　すげーすげー、見たか、嬢さん？　あの人間──ユリアンっていうのか？　あいつはえげつない喧けん嘩かのやり方がわかってるぜ！　あいつの撃うった弾たま、あれな、俺の中でまだ生きてやがんだよ」

「弾が生きてる？　どういうことなの」

　血の臭においに酔よいそうになりながら、ジャスティンが懸命に問う。

　エルデンは殺気をにじませ、高さの安定しない声で囁ささやき返してきた。

「そのまんまだぜ。撃ちこまれた弾が、生きて俺の中身を食い散らしてやがる。おかげで全然傷が治らねーのよ。あっは、わくわくするなー。ほんと、非力な人間が俺たちと戦うんなら、これっくらいしてくれねーと」

　エルデンは笑い転げているが、けして楽しいから笑っているわけではないのだろう。

　エルデンの笑みはひどく暗く、喉のどの奥からは獣のうなりが漏もれている。

（エルデン、怒おこってる。当たり前だよね、こんな扱い受けてるんだもん）

　初めて見るエルデンの怒いかりに、ユリアンの冷れい酷こくな仕打ちに、じわりと恐きよう怖ふが湧わきあがる。

　それでもジャスティンは鉄格子を握にぎり、なるべくいつもどおりの声を出そうとした。

「エルデン……やっぱり私、ユリアンに頼たのんでくるよ。せめて弾だけでも、抜ぬいてもらおう？」

　途と端たんにエルデンは噛かみつくように答える。

「いいねぇ！　あいつがここを開けた瞬しゆん間かん、俺があいつに食いつくって算段か？　男なんか食ってもつまんねーけど、あいつは別だぜ。俺にこんなことしてくれたんだもんなぁ？　特別ご奉ほう仕しでとっても痛くしてやらなきゃな。そんでその後、あのアホな獣をぶち殺す！　嬢じようさん、あんたには全部特等席で見せてやるよ、きっと気に入るぜ。いや、気に入るようになんねーと。レクス様は、俺なんかよりよっぽどひどいぜ」

「──！」

　レクスの名を出されると、ジャスティンは思わずびくりと震ふるえてしまった。

　ジャスティンが衝しよう撃げきを受けた気配に、エルデンは声をあげて笑いだす。しかしその笑い声はすぐにまた苦痛のうめきに変わり、彼はまた黒い液体を吐きだした。

「エルデン！　大丈夫？　エルデン……！」

　ジャスティンが鉄格子にすがって叫さけび、ルーナエもわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

「──さすがに危険か」

　小さくつぶやき、ルーナエは空中から一枚の羽根を取り出す。

　青銀の羽根はひらりと舞まって鉄格子の向こうへ落ち、エルデンの上でふっと消えた。

　同時にわずかにエルデンの表情が穏おだやかになり、そのまま眠ねむるように気を失う。

「わずかな間だが、弾の動きが止まる。こいつもすぐには死なないだろう」

　淡たん々たんと言って椅子に戻もどるルーナエに、ジャスティンはどうにか主張する。

「すぐにはって……ルーナエ、どうしてそんなに冷静なの？　仲間がこんな目にあってるんだよ？」

「仲間だと？」

　ルーナエはぴくりと眉を動かしたが、ジャスティンはひるまずに続けた。

「仲間だよ！　一いつ緒しよに戦って、ご飯食べて、ばかやって！　仲間じゃない……違ちがうの？」

　悪魔って、そんなところの感覚も違うのだろうか。

　ジャスティンが問う瞳で見つめると、ルーナエはなぜか少し戸と惑まどったようだった。

　軽く舌打ちをし、ジャスティンが抱えていた荷物のほうへ視線を移す。

「……貴様ら人間はなんでもかんでも情で話を進めたがる。まともに話すほうがばかばかしい。大体なんだ、その大荷物は。差し入れっていう量か、それが」

「ああ、これね。牢ろう屋やに差し入れなんて初めてだから、何がいるのかよくわからなくて……とりあえず寒くないように、毛布と、アンカと、お茶と、あと、寂さびしくないように人形も」

　怪しい人形をつきつけられ、ルーナエは疲つかれた様子で額に手をあてた。

「……よくわかった。お前はばかだ」

「ばかでもいい。エルデンが心配だったの」

　少し悲しく言い、鉄格子ごしにエルデンを見る。真っ白でつやをなくした顔色。

　普ふ段だんのおちゃらけた様子など少しも見えない苦しげな表情。

　救いたい、と思う。どうにかして彼を助けたい。それがジャスティンの正直な気持ちだ。

　ルーナエはそんなジャスティンの横顔を見つめていたが、やがていらいらと口を開いた。

「とにかく、レクス様の指示がない限り僕が独断でこの封印を壊こわすことはできないし、するつもりもない。僕がこいつにしてやれるのは、せいぜいすぐには死なないようにすることだけだ。……まったく面めん倒どうだな！　そもそもこいつみたいな《槍アルマ》なんか、魔ま界かいの土からいくらでもひねり出せる。代わりはすぐに作れるんだぞ」

　槍。

　そういえば、ユリアンも槍がどうのこうのと言っていた。

　ルーナエの話にはわからないことが多くて、ジャスティンは首をかしげて訊きく。

「代わり……？　土からひねり出す？　悪魔って、土から生まれるものなの？」

　途端にルーナエは真っ赤になって立ちあがった。

「違う！　僕ら高位悪魔と《槍》を一緒くたにするな！　いいか、お前があまりにばかだから教えてやる。僕ら、悪魔から生まれた高位悪魔こそが本来の『悪魔』だ。《槍》は僕ら悪魔が戦せん闘とう兵器として土からひねり出したまがいものにすぎない！　こいつも、こいつと戦った悪魔も、同種の《槍》だ！」

　つまり、槍というのは悪魔が造った悪魔、ということでいいのだろうか？

　そんなことができるのか、という驚おどろきと、わずかな違い和わ感かんを覚えてジャスティンはエルデンとルーナエを見比べる。

「そうだったの？　見た目は全然変わらないのに……」

「違うだろう、美しさが！　そもそも品位がまったく違う！　レクス様がこんな《槍》を拾って侯爵位なんかを与あたえたせいで、僕がどれだけ苦労したと思ってる？　最初はこいつ、まともにこの姿になることもできなかったんだぞ！」

　ルーナエの主張を聞きながら、ジャスティンはさっき感じた違和感の正体に気づく。

（ルーナエの口ぶりだと、《槍》っていうのは下級悪魔っていうか、悪魔以下みたいな扱あつかいだけど……レクスはどう思ってるんだろう。エルデンに爵位をあげて、ルーナエと同じ格好をさせて。いつもルーナエより先にエルデンを呼び出してる気がする。──なぜ？）

　考えこむジャスティンをよそに、ルーナエは冷えた紺こん色いろの瞳で地下室の天てん井じようを見やった。

「この場所も、こいつにとってはおなじみの場所だ。《槍》はそもそも、魔界でもまともに悪あく魔ま扱あつかいはされない。戦いのとき以外は能力を封印され、檻おりに入れられている。こいつはこんなことは慣れているはずだ。どうだ、安心したか」

「……ルーナエ、私を安心させようとしてくれてたの？」

　ジャスティンが驚いて言うと、ルーナエはむっとして言い返す。

「お前がうるさいからだ！　安心したならとっとと上へ帰れ、こいつは僕が死なせない！　そう、レクス様のお許しがあるまではな」

　乱暴な言い方ではあったが、この言葉は信じてもいいような気がした。

　ジャスティンはうなずく。

「うん。──わかった。エルデンをよろしくね、ルーナエ。あ……よければ毛布使って。アンカも。お茶も。人形も」

「そんな趣しゆ味みの悪い人形はいらん！　帰れ！　今すぐ！」

　わめくルーナエの傍そばに人形以外の差し入れをそなえて、ジャスティンは地下牢ろうを後にした。

（このままじゃ、駄だ目めだ。ユリアンはエルデンを退たい魔ま庁に引き取るって言ってたけど、エルデンがあんな調子じゃ、危険だと判断して滅ほろぼそうとするかもしれない）

　どうにかしなければならない。でも、あそこで自分にできることはない。

（考えよう、私がしなくちゃいけないこと。私ができること。──私が、したいこと）

　一いつ生しよう懸けん命めい考えているうちに、どうやら方針は固まってきた。

（よし、じゃあ、まずは……レクスとちゃんと話さないとね）
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　名を呼べば、どんな場所にでも現れる。

　それがレクスとジャスティンとの約束だ。

　なら自分はどこでレクスと会いたいのかな、と考えたとき、ジャスティンの頭に一番に浮かんできたのは校長室だった。

　いつもどおり、机のオイルランプに火を入れて、ジャスティンは部屋の真ん中に立つ。

　手にした魔ま法ほう書を見つめて、そっと名前を呼んだ。

「──レクス」

　ジャスティンの声が消えると、じりり、とランプの明かりが暗くなる。

　そしてジャスティンの背後から、甘いバラの香かおりが漂ただよった。

「ジャスティン。……怪け我がをしているな」

　密ひそやかに響ひびく声。振ふり返らなくても誰だれがそこにいるかはよくわかる。

　ジャスティンは悲しいような、嬉うれしいような、複雑な気分でうなずいた。

「でも、たいしたことないよ。両手にちょっとした火傷やけどがあるだけで……」

　笑って振り返ろうとしたが、なんだかちょっと不自然な笑顔になってしまった。

　背後にたたずんでいたレクスはゆるやかに目を伏ふせ、包帯が巻かれたジャスティンの手を取る。そのまま彼女の手を口元に近づけようとして、レクスはふと訊たずねた。

「──治してもいいか？」

　どくん、とジャスティンの心臓が音を立てる。

　胸が苦しくて、いたたまれないような気分だ。でも胸が苦しいからといって手当てを断るのも変に思えて、ジャスティンはどうにか声を絞しぼりだす。

「……うん、お願い」

　ジャスティンの許可を得ると、レクスは彼女の指先にごく軽く口づけた。

　途と端たんにジャスティンの痛みがすっと消えていく。

　もう片方の手も同じようにして癒いやすと、レクスはジャスティンの手に巻かれていた包帯をするりとほどいて床ゆかへと落とす。

　レクスの手がジャスティンの指を丁てい寧ねいになぞり、完かん璧ぺきに傷が消えたのを確かめた。

「痕あとは残っていないな。……今度からは、戦いの最さ中なかにわたしを本に戻もどしたりするな。お前は人間だ、悪あく魔ま同士の戦いに巻きこまれればひとたまりもない」

　当然のようにレクスは言う。特に怒おこっている様子はない。

　──悲しんでいる様子も、もちろんない。

　ジャスティンはどうにか手を引いて、ぎゅっと拳こぶしを作った。

「レクス。訊ききたいことがあるの」

「なんだ？」

　優雅に訊き返すレクスを見上げ、ジャスティンはなるべくはっきりと声を出す。

「さっき、エルデンの具合を見てきてね、そのときにルーナエから聞いたんだ。エルデンは、悪魔が造った悪魔なんだってね。普ふ通つうは爵しやく位いを与えられたりする悪魔じゃないらしいのに、あんたはどうしてエルデンを部下にしてるの？」

　問われると、レクスは一度だけ瞬まばたいた。

　はるか昔のことを思い出そうとしているのかもしれない。

　やがて、レクスはあっさりと答える。

「面おも白しろかったからだ。前代の悪魔が死んでから空席だった《灼熱の侯爵フイアス・タルカス》の爵位をほしがる悪魔は山ほどいた。わたしがその爵位をただの《槍》に与えたと知ったときの奴やつらの反応は面白かったぞ。──まあ、一いつ瞬しゆんだけだが」

　大体予想どおりの答えに、ジャスティンは悲しくなって声を大きくした。

「じゃあ、どうしてそのエルデンをあっさり捨て駒ごまにしちゃったの。ひょっとしたら本当に敵悪魔に殺されちゃってたかもしれないんだよ？……ううん、今だって危ないんだ。このままじゃ、退魔庁のひとたちに殺されるかもしれない！」

「それは奴の実力不足だ。あれが自分の生まれにこだわって同種を憎にくむのも、人間ごときに捕ほ縛ばくされるのも、奴が弱いのが原因だろう」

「それは……それは、そうかもしれない。でも、だからって切り捨てちゃうの？　レクスはエルデンの主人なんでしょ!?」

「そうだ。あれはわたしの部下だ。そして他ほかのありとあらゆる悪魔や人間と同じように、ただの駒だ」

　あまりに揺ゆるぎないレクスの言葉に、ジャスティンは思わず声を失った。

　レクスはあいかわらず静かにジャスティンを見ている。どんな感情も彼の目には宿っていないし、悪びれた様子もない。

　レクスはただ淡たん々たんと続けた。

「悪魔はただひたすらに争う種。主従関係を結ぶのも、そのほうが戦いくさが面白くなるからにすぎない。エルデンも戦を楽しむためにわたしについてきただけだ。誰もが自分が楽しむ以外のことは考えない──というより、他の感情が存在しない。それが悪魔というものだ」

「──そう。じゃあ、私もやっぱり、駒なんだね」

　どうにかぎこちなく笑って言うと、レクスの瞳ひとみがわずかに穏おだやかになる。

　レクスは白い指先でジャスティンの頬ほおに触ふれ、少しだけ声を柔やわらかにした。

「それは違ちがう。……何度言ったらわかる？　お前には駒以上の何かがある。お前だけはまだ欲しいと思える。だからこそ、わたしはお前との契けい約やくを望んでいるのだろう？」

　お前だけ。

　その言葉が重く胸にのしかかってきて、ジャスティンは息をつまらせた。

　苦しい。──悲しい。なんだろう、ものすごく悲しくて目がくらむ。

　小さく震ふるえ、口元を押さえた。

　こらえきれずに、涙なみだがこぼれ落ちてくる。ジャスティンはうつむき、小さくつぶやいた。

「……そっか」

　頬をなぞっていたレクスの指が涙に触れて、ふと止まる。

「なぜ泣く？」

　ただ穏やかなだけに聞こえるけれど、どこか不思議そうな問いだ。

　ジャスティンはまだ苦しさから逃のがれられなくて、途と切ぎれ途切れに答えた。

「ん……？　なんでだろうね。……やっぱり、悲しいからかな？」

「なぜ」

「レクスが、私『だけ』を欲しいって言うから」

　どうにか囁ささやいて、ジャスティンは唇くちびるを噛かむ。

　レクスがジャスティンのことを好きでいてくれるのは嬉しい。

　ジャスティンだって思わずそれを望みたくなることもある。

　でも、ジャスティン『だけ』を好きなレクスは、やっぱり危険すぎるのだ。

　今はおとなしく見えても、レクスはジャスティンを得るためになら人間を利用するし、自分の部下さえ切り捨てる。いざとなったら殺しだってあっさりやってのけるだろう。

　ジャスティンはレクスの中にも心があると思う。

　善いとは言えないまでも、邪じや悪あくすぎるとは思えない心があるのを感じる。

　何よりレクスと部下たちが仲良くばかをやっているのを見ると、きっと人間と悪魔もそれなりに仲良くできるのじゃないかと思えた。

　──でも、レクスはその行動で、言葉で、レクス自身の心を否定する。

　レクスは少し考えこんでいる様子だったが、結局いつものように甘い声で言う。

「ジャスティン。お前は自分の価値をまったくわかっていない。お前には自分の輝かがやきが見えないからだ」

「……そうだね。確かに、私には自分がそんなにすごい存在だなんて思えない。私はただの、十五歳の子供だよ。そんな私を、あんたが認めてくれるのはちょっと不思議だけど……すごく嬉しい。でもね、駄だ目めなんだ。私だけじゃ、駄目なんだ」

　ぽつり、ぽつりと語る。

　語っているうちに心が決まって、ジャスティンは軽く深呼吸して顔をあげた。

　不思議そうなレクスと視線をあわせて、ジャスティンは告げる。

「レクス。もしもあなたが私だけを大事にして、他のひとたちや悪魔を切り捨てるんだったら……私はあなたを退けるしかない」

　勇気を振り絞って言った台詞せりふだったが、レクスはうっすらと笑みを浮かべた。

　血の臭においが立ち上るような、優ゆう雅がきわまる悪魔の微笑ほほえみ。

　暗い美しさを身にまとい、レクスはひどく優やさしく囁く。

「できるわけがない。お前はただの人間だ」

「それでもやるよ。どうにかしてやる。どんなものだって利用する。それで私の大事なひとたちとか、世界が傷つかないならそれでいい。もしもうまくいかなくて、私が途と中ちゆうで息絶えるのなら、しょうがない。私はそれでもどうにか、いつかあんたを倒たおすための種を蒔まくよ。私が死んでも、誰かがあんたを滅ほろぼすように。──私は絶対に、今のレクスのものにはならない」

　強く言い切ると、レクスの赤い瞳がすっと冷えた気がした。

　レクス様は、俺なんかよりもっとひどい──エルデンの言葉が耳の奥で蘇よみがえる。

　反射的に湧わきあがる恐きよう怖ふをどうにか押さえこみ、ジャスティンは懸けん命めいに続ける。

「お願い、レクス。少しだけ、考えて。面めん倒どうだと思うけど、考えて。なんであんたがフランシスを利用したり、エルデンを捨て駒にしたのを私が悲しんでるのか、考えて。そうして──私が呼ぶまで、本の中にいて。お願い」

　レクスはすぐには答えない。

　恐おそろしく冷えた沈ちん黙もくの中、ジャスティンは震える手で抱かかえていた魔ま法ほう書を開く。

　羊皮紙のページの上に描えがかれているのは、レクスの紋もん章しようだ。

　ジャスティンは囁いた。

「魔法書の主として命じます。レクス、本に戻って」

　レクスは自分の紋章をちらと見下ろすと、ひどく物もの憂うげに赤い瞳を閉じた。

　と、同時にふつりとその姿が消える。

　すぐさま、ぱたん、と魔法書がひとりでに閉じた。

　レクスの気配が校長室から消えると、やっとジャスティンの緊きん張ちようも解ける。全身から力が抜ぬけかけるのをこらえ、ジャスティンはこぼれた涙をごしごしと手でふいた。

　今はまだほっとするときではない。

　ぐっと顔をあげ、自分に言い聞かせるように声に出す。

「さあ、あとは私が直接動く番。魔法書の主としての責任、とらなきゃね」

　部屋に置かれた棚たなに歩み寄り、首からかけていた小さな鍵かぎで引き出しを開けた。

　中に入っていたのは、飾かざりのついた箱に入った回転式拳けん銃じゆうである。
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　身み支じ度たくを調ととのえたジャスティンが向かったのは、城に滞たい在ざい中のユリアンのところだ。

　ユリアンの使っている客用寝しん室しつは、ひとに訊きくまでもなく見つかった。

「……なんか、すごいことになってる……」

　ジャスティンがひきつってつぶやいたのも無理はない。

　寝室のどっしりとした木製の扉とびらにも、周りの石いし壁かべにも、はては天てん井じようにまで、白はく墨ぼくでびっしりと魔法文字が書かれていたのだ。

（これ、全部レクスの魔法書に書いてあるのと同じ文字だ。えーっと？　なんだか文章にしちゃぶつ切れだなあ。鍵かぎ？　目、耳、鼻が……無？　んー？）

　ジャスティンにとっては小さいころから父に教わっていた『おまじない』の文字だ。

　読むのも書くのも簡単だが、ユリアンがどんなつもりでこれを書いたのかは訊いてみないとわからない。

　とりあえずノックしようと思って、扉の上に大きく『閉じる』という意味の魔法文字が書いてあるのに気がついた。

（閉じてちゃ困るよね。開けてもらわないと）

　あまり深く考えず、白墨で書かれた文字を手で消して、指についた白墨の粉で書き直す。

　すなわち、『閉じる』を『開く』にしてしまう。

　そしてノックをし、扉の向こうに声をかけた。

「えーっと、ユリアン？　そこにいる？　ジャスティンです」

　……返事はない。試ためしにノブを回してみると、あっさりと扉は開いた。

「ユリア……」

　中をのぞこうとした途と端たん、ジャスティンの額に銃じゆう口こうが当たる。

　ジャスティンはぴたりと固まり、視線だけで銃口のむこうを見た。

　暗い部屋の中から、ユリアンの声がする。

「どうやって扉を開けた？」

「……手で開けたんだけど……まずかった？」

　ユリアンは少し沈黙し、首をひねったようだ。

「……ふむ。この状じよう況きようで冗じよう談だんを言えるのはばかか……いや、ばか以外にあまり思いつかんな。──きみの悪あく魔まを使ったわけではないんだな？」

「ひとりで来たよ。レクスには話をつけて、私が呼ぶまで絶対本から出てこない、ってことになってる」

「それと、俺がきみをあまり好いていないことは覚えているか？」

「覚えてるけど、それでも話がしたかったの」

「ならばいい。入りたまえ」

　ジャスティンの額からやっと銃口が離はなれ、ユリアンが部屋のオイルランプをつける。

　ジャスティンはほっと胸をなで下ろし、薄うす明あかるくなった部屋へ入った。

「退たい魔ま庁のひとって、いつもこんなに警けい戒かいしてるの？」

「大悪魔が野放しになっているような城では、それなりにな。……それにしても珍ちん妙みような格好だが、劇でもやるのか？」

　ユリアンの毒どく舌ぜつは容よう赦しやないが、実際ジャスティンの格好は変だった。

　多少のフリルはついているが、どう見ても男物のシャツに黒いベルト。同じく黒のズボンは、裾を硬派なロングブーツの中に押しこんでいる。

　どれもジャスティンの身体にぴったりあった、男物の衣装である。

　ジャスティンは慌あわてて自分が服の着方を間ま違ちがっていないか確かめ、安あん堵どしてユリアンに向き直る。

「さすがにドレスじゃ森には入れないと思って。あの……ひとつ、お願いがあります」

「悪魔退治に見物人は連れていけん」

　笑顔できっぱりと言われるが、ジャスティンは懸けん命めいに食い下がる。

「──見物じゃなくて、私も戦う。お願いだから、協力させてください！」

「駄目だ、帰れ」

　ユリアンはジャスティンに目もくれず、椅い子すに腰かけた。白く仕立てのいい手て袋ぶくろをつけて、自分の拳銃の手入れを始める。

　ジャスティンは彼の視界に入ろうと近寄り、握りこんでいた金色のブローチを見せた。

　剣けんに書物が巻きつく意い匠しようのブローチは、女王陛下から直々にいただいた退魔の許可証だ。

「お願い、私だって退魔師だし、今回の悪魔はレクスの命を狙ねらってるの」

「だが、きみはそのレクスを使えなかったのだろう。もう忘れたのか？」

「……覚えてる。今もまだ、戦いにレクスは使えない。それは私が、まだちゃんと彼の主人になれていないからです。でも、ここですべてをあなたに任せてしまったら、私は一生レクスの主人になんかなれない！」

　ジャスティンが叫さけぶと、ユリアンは小さくため息を吐ついて向き直った。

　静かにジャスティンを見つめて言う。

「──言い方を変えよう。この戦いは危険だ。俺は自分の身ひとつ守る自信はあるが、きみまで守れるかと言われると正直わからん。きみが来ると、とても迷めい惑わくなんだ」

「うん……本当に、迷惑だと思う。だからできれば、私のことは気にしないでください。傷つこうと、死のうと」

　言ってから自分で怖こわくなるが、どうにかぐっと心を引き締しめる。

　ユリアンはまだじっとジャスティンを見つめたまま言った。

「できるわけがないだろう。俺はきみのことを認めてはいないが、きみは善良なお嬢じようさんだ」

「できるはずです。退魔庁は一度、私を殺そうとしたもの」

　ジャスティンの言葉に、ユリアンは少しも動どう揺ようを見せなかった。

　しかしわずかに沈黙する。ジャスティンは必死にユリアンの目を見ていた。

（以前、レクスの封ふう印いんされた魔法書を退魔庁に預けたとき──退魔庁は私をキュリオスの支配しているこの城にひとりで帰した。私と、多分城の関係者もすべてキュリオスに殺させて、魔法書のことを知る者を始末しようとしたんだ）

　ジャスティンは続ける。

「私がここで死んだら、魔法書はすぐにあなたが管理してください。あなたが手を下すのではないから、あなたが罪に問われるわけでもない。私が勝手に死んで、偶ぐう然ぜん魔法書があなたの手に入るんです。むしろそのほうが、退魔庁にとっては都合がいいんじゃないかな」

　ユリアンの瞳ひとみがわずかに暗くなる。

　殺気のような研とぎ澄すまされた気配が、落ち着いた茶色の瞳に宿る。

　今までの優やさしい笑顔を捨て、どこか冷えた声でユリアンは言った。

「きみは、なぜそこまでして自分で戦いに出たがる？」

「それが、私の責任だから」

　言い切ってから、ジャスティンは一呼吸置く。

　ユリアンが自分を見ているのがわかる。射い貫ぬくような力を感じる。

　嘘うそを言えば見み抜ぬかれる、適当な覚かく悟ごなら砕くだかれる。だから全力で本当のことを言う。
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「私は主従関係っていうのが得意じゃありません。貴族がそんなこと言っちゃいけないのはわかってる、それでも苦手なものは苦手なの。自分より高い能力をもったひとにかしずいてもらって、お金を払はらってにっこり笑ってありがとうって言ってたらそれでいいって、そんなのは苦しいから大だい嫌きらい。それでも階級がこの国を支えてるのはわかってる、おんなじように、レクスと私の関係だって魔法書の契けい約やくがあるからぎりぎりもってるのも本当のこと。私がレクスたちを守る手段がこの主従関係しかないのなら、私はせめて、まともな主人になりたい。そのためには、部下の失敗の責任くらい私がとらなきゃ駄だ目めなんです！」

　一息に言い切ると、ユリアンからは答えが返ってこなかった。

　ジャスティンは軽く息を切らせて、どうにか続ける。

「確かに私は弱くて、ただの子供で……どうしたらいいのか、本当はわからない。戦うって言っても、あなたみたいな大人おとなの男にだって絶対勝てない。だから、絶対断られるとは思ったけど、ここに来ました。責任とって死ぬのはかまわないけど、死ぬために戦う権利は、まだ私にはないと思うから。──協力させてください。私に、戦い方を教えてください」

　言い終えると、ふっとユリアンの感じが変わった。

　瞳の暗さが不意に──とても透とう明めいなものになったのだ。

（あ……なんだろう。まるで、夢でも見るみたいな瞳）

　ジャスティンは思わず、ユリアンの目に魅み入いられてしまう。

　ユリアンはまるで、ジャスティンを通して遠い思い出でも見ているかのようだ。

　これはきっと暗いものと、とてもきれいなものを見てきた瞳だ。

　やがて、ユリアンが口を開く。

「──俺はきみを少しだけ誤解していた。きみの中身はお嬢さんではなくて、世間知らずの貴族のお坊ぼつちゃんというわけだな。誇ほこり高く、理想ばかり掲かかげて、向こう見ずだ」

　不意にそんなことを言われて、ジャスティンは肩かたを落とした。

（……やっぱり、断られるんだ）

「いいだろう、ジャスティン。作戦にきみを組みこむ」

「え？　あ……本当に!?　ありがとうございます！」

　急なことで驚おどろいたが、とにかく頭を下げる。ユリアンは小さくうなずいた。

「礼は生きて帰ってから言え。そうと決まったらすぐにきみの能力を知らせろ。何ができて、何ができない？　早めに死にたくなければ嘘は吐つくな」

　てきぱきと問われると、じんわりと喜びと緊きん張ちようが身体に満ちてくる。

　ジャスティンは頬ほおを紅潮させてうなずいた。

「はい！　ええっと、走るのは女の子の中では早いほう、森歩きなら一日中だって大だい丈じよう夫ぶ。木にだって登れるし、うちの領地の森なら案内もできます。小さいころにけっこう遊んだし、最近も森番さんと仲良くしてるから、洞どう窟くつとか、隠かくれられそうなところとかもわかるし！」

「なるほど」

「あと、ジャングルの中で現地のひとたちから動物の足あし跡あとの追つい跡せき法とかを教わってるし、銃じゆうも撃うてるし、罠わなのかけかたもわかるかな」

「……なるほど？」

「それと、あと──」

　あと、なんだろう。わずかに言葉を切った隙すきに、ユリアンは銃を置いて立ちあがった。どこへ行くのか、ジャスティンが見まもっていると、彼は部屋の扉とびらを開けた。

　扉の廊ろう下か側に書かれた魔ま法ほう文字が『閉じる』から『開く』に書き換かえられているのを確かく認にんし、ジャスティンに向き直る。

「きみは、魔法文字を知っているな？」

　そうだ、『おまじない』ができた！

　父から教わった『おまじない』の文字は、悪あく魔まを呼び出したり、ちょっとした不思議を引き起こすことができる魔法文字なのだ。

　ジャスティンが大きくうなずくと、ユリアンもうなずき返した。

「いいだろう。思ったよりきみには使える能力が多そうだ。銃が扱あつかえると言ったか？」

「うん。大きいのは無理だけど、これなら」

　ジャスティンがベルトにつけたケースから取り出したのは、回転式拳けん銃じゆうだ。

　旅先では女性といえども、護身のために銃を持つことが多い。女性の中では、ジャスティンは射しや撃げきはうまいほうだ。

　ユリアンは拳銃を受け取って口径と型式を確認し、ジャスティンに返す。

　そして円えん卓たく上に並べていた弾たまの中から、ひとつを取りあげてジャスティンに渡わたした。

「一発だけだが、俺の魔ま甲こう弾だんを渡わたしておこう。これには魔ま界かいの『力ある土』が入っている。──悪魔が下級悪魔をねりあげるときに使う土だ。《槍アルマ》のようなそもそも土からできている下級悪魔の体内に入れば、異常増ぞう殖しよくしてその身体からだを破は壊かいする。聖職者どもが使う銀の弾だん丸がんなどより、よほど有用だ」

　なるほど、これがエルデンを苦しめている弾なのだ。

　なんの変へん哲てつもないように見える弾を見ていると、それだけでエルデンの苦しみを思い出してつらくなる。

（あの魔ま狼ろうさえどうにかすれば、エルデンだって少しは落ち着くはず。そうしたらユリアンと交こう渉しようしよう。……絶対に、退たい魔ま庁にエルデンは渡さない）

　心に決めて、ジャスティンはユリアンを見上げた。

「ありがとう、ユリアン。私、なるべくあなたの足をひっぱらないようにがんばる」

「きみは俺の足はひっぱる。それは当たり前のこととして認めてしまえ、ジャスティン。そのほうが生せい還かんする確率が多少は上がる」

　きっぱり言われてしまい、ジャスティンはしゅんとしそうになる。

　しかしすぐにユリアンは続けた。

「だがそれでも、俺はきみの正しさを認めよう。部下の失態を取り戻もどすために、自分が死地に赴おもむく。それが本当にできる人間が軍人の中でもどれだけ少ないか──きみはきっと知らない」
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　シェルズバーン城に魔狼が現れた次の夜。

　漆しつ黒こくの夜空には赤くて大きな月が出ている。

　ジャスティンとユリアンは、丘おかの上から所領の森を見下ろしていた。

「昼に一度来たときも思ったが、かなりの広さだな」

　ジャスティンは小さくうなずき、城の裏に黒々と広がる森を見つめる。

　今は乗馬服姿で、腰こしのベルトにはユリアンにもらった弾をこめた拳銃をつけている。

　あからさまな男装はあまりにユリアンに評判が悪かったので、しぶしぶ変へん更こうしたのだ。

「昔はずいぶん狩しゆ猟りよう会もやったみたい。昼間、森番さんから鹿しかが何匹びきか殺されてた、って報告があったよ。丸まる焦こげになってたから、密みつ猟りよう者の仕し業わざだろうって森番さんは言ってたけど……」

「間ま違ちがいない。《槍》の悪魔の仕業だ。奴やつはまだこの森にいる。きみの悪魔のことも仕留め損なったままだしな。魔ま界かいに逃にげ帰るわけにもいかないのだろう」

　そこまで言って、ユリアンはジャスティンに向き直った。

「念のため、もう一度訊きく。本当にきみは、悪魔をおびき寄せる役をかってでるんだな？」

「うん。だってこんな広い森を探たん索さくするのはふたりだけじゃ難しいもの。とはいえ他ほかのひとたちを巻きこみたくはないし……罠をしかけて、おびき寄せるのが一番だと思う」

　怖こわくないと言ったら嘘うそになるが、ジャスティンにためらいはなかった。

　他に方法がないなら、あとはできることを全力でやるしかない。昼間にふたりで森に入ってあちこち探索した結果、ジャスティンのほうからおとりになると提案したのだ。

　ユリアンはうなずき、白い軍装の首からかけていたペンダントを握にぎりこんだ。

「そうか。──では、俺の悪魔を喚よぶ。きみ、魔法円の代わりになる護ご符ふか何かは持っているのか？」

「魔法円……って、悪魔を喚ぶとき、召しよう喚かん者が入る円のことだよね。召喚者が悪魔に襲おそわれないようにするっていう。そういえば、描かいたことないや。護符も持ってないし」

　何しろジャスティンの使い魔はあのレクスだ。

　最初に呼び出したときから召喚者を襲う気力などさらさらなかったため、ジャスティンも魔法やら護符やらで自分を守ろうという発想がなかった。

（ひょっとしなくても、レクスって本当に変な悪魔だったんだな）

　今さら実感するジャスティンに、ユリアンは自分のペンダントを外して投げてよこす。

「その護符をやる。持っていろ。俺は心の中で魔法円を描く訓練を受けているから、なしでも平気だ。ただし、敵悪魔と接せつ触しよくするときは本式の魔法円を描け」

「わかった、ありがとう。心の中で魔法円を描くやり方も、今度練習するよ」

「生きて帰ったらな」

　容よう赦しやなく言い、ユリアンは右手の拳こぶしを額にあてる。

　中指にはめた銀の指輪が、月光に鈍にぶく光った。

「悪魔契けい約やく者、ユリアン・オールブライトの名において命ずる。出いでよ、《幻姿の道化クウイア・サーカス》、汝なんじの名は『クレイズ』！」

　ユリアンの声が力強く響ひびくと、どこからともなく硫い黄おうの臭においの風が吹ふく。

　足あし下もとに青い光が生まれ、めまぐるしく動いて魔ま法ほう陣じんを描き出した。

　光る魔法陣の上に、にじみ出すように出現した影──ユリアンの使い魔は、ひどい猫ねこ背ぜの大男だ。

　身長はレクスたちよりさらに高く、二メートルはありそうだった。身体には簡単な軍服をまとっているが、長い両手をだらりと垂らし、背を丸めた様子はどこか動物じみている。

　そして何より異様なのは、その顔だ。

「ユリアン、この悪魔……なんで頭から袋ふくろなんかかぶってるの？」

　ジャスティンがひきつって訊くのも無理はない。

　ユリアンの召喚した悪魔は、顔にすっぽりと黒い覆ふく面めんをかぶせられていた。

　覆面には穴ひとつなく、全面に金糸で魔法陣と退魔庁の印が刺し繍しゆうされている。

　悪魔としてはこんなものをかぶせられたくらいで不自由はないのかもしれないが、見た目がなんとも気味が悪い。

　ユリアンは慣れた様子で言う。

「使い魔の能力をある程度封ふう印いんする処置だ。万が一にも逆らわれてはたまらんからな。──さあ、クレイズ、まずは俺たちの姿をひとからも悪魔からも隠かくせ。そして俺の左目にお前の視界をよこすんだ」

　主の命令に、クレイズはおどけた調子で深々とお辞じ儀ぎをした。

　長い右手をあげ、ぱちん、と指を鳴らしてからジャスティンとユリアンをそれぞれ指さす。

　すっと空気の流れが変わった感じがあり、ユリアンの左目がじわりと赤くなる。

　右目に人間らしい穏おだやかな茶色、左目に悪魔の冷たい赤色を宿し、ユリアンがジャスティンをうながした。

「では出発しよう。作戦地点──一族の古い礼拝堂だったか？」

「礼拝堂もあるけど、基本的には墓地だね。森の中には中世からの地下墓地も残ってる。生徒さんも城の使用人も夜は怖がって近づかないところだから、巻きこむ可能性も低いし。悪魔退治にはちょうどいいと思って」

「それはいいが、自分を先祖の上に埋まい葬そうするはめにならないよう気をつけろ」

　さらりと言われてつんのめりかけ、ジャスティンは情けなさそうな顔で言う。

「──ユリアンって、ほんとに優やさしい顔して毒どく舌ぜつだよね。女のひとが嫌きらいみたいだけど、他の淑しゆく女じよにもそんなこと言うの？」

「言わん。きみにだけだ」

「……そ、そこまで私のこと、嫌い……？」

　さすがに傷ついて肩かたを落としていると、ユリアンは抑おさえた声で言い切った。

「すべてを好き嫌いで判断するな。『だから女は冷静な分ぶん析せきと判断ができない』と言われたくなければな。──きみは女である前に退魔師だ。ゆえに俺はきみをそのように扱あつかう。大体きみは、陛下とは別の意味で淑女らしくない」

（女である前に退魔師、か。あれ？　それってひょっとして、すごくありがたい見方かも）

　ユリアンは紳しん士しぶって女性を褒ほめそやし、家に押しこめるひとたちとは違ちがうのだ。ちゃんとジャスティンを見て、評価してくれている。

　そう思うと少しだけ気が楽になって、同時に身が引き締まった。

　変わらなければならないのは自分だ。

　いつか、もう少しだけ彼に認められる存在になりたい。

　ジャスティンが密ひそかに決意を固めているうちに、ふたりは森の入り口に立っていた。

　真っ暗な口を開けた森を眺ながめ、ユリアンが言う。

「では、悪あく魔ま狩がりの始まりだ」
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　秋の森は、本来夜でもにぎやかなものだ。

　夜行性の野生動物たちが活発に動き回り、狩りをする。しかし今夜はそんな気配すらない。

　森はしんと静まりかえって、どこかに潜ひそんだ悪魔におびえきっているようだった。

（昼間につけておいた印……あった、これで最後だ）

　ジャスティンは携けい帯たい用角灯ランタンの覆おおいをちらりと押し上げ、巨木の幹を確認した。幹の上に白ペンキで描いた印は、夜の森ではほとんど唯ゆい一いつの道しるべだ。

　あとはコンパスで方位を確かく認にんし、注意深く枯かれ葉を踏ふんで歩いていく。

　この森を歩き慣れたジャスティンが案内役で、ユリアンはほとんど足音を立てずに一歩後ろを歩き、彼の悪魔は木々の間に姿を現しては消え、いきなり現れてはふたりについてくる。

（そろそろだ。この坂を上ったら見えるはず）

　ジャスティンが急な傾けい斜しやにさしかかると、ユリアンが前に出てすばやく上りきった。

　そして手を伸のべ、ジャスティンを無造作に引っ張り上げる。

「ありがとう」

　ジャスティンは小声で囁ささやくが、少し息があがっていた。

　さすがに元軍人の青年であるユリアンは足が速くて、いつもさりげなくジャスティンを助けてくれる。ありがたいのだが、いちいち自分の非力が恥はずかしい。

（私がもっと強い男に生まれてたらな）

　ついそんなことも考えるが、すぐに思い直した。

　男に生まれたジャスティンはきっと別人だし、女だからこそ見える世界だってあるのだ。

（着いた。ここだ）

　木々の間から、目的地であった一族の墓地が見えている。

　それはとても静かな、遺い跡せきのようにも見える場所だった。

　森の真ん中がきれいに切り開かれ、芝しば生ふが植えられている。

　芝の真ん中を石いし畳だたみの道がつっきり、その左右には様々な大きさの墓石と、手や頭を欠いた天使像が青い月光を受けてたたずんでいた。

　道の先には古い石の礼拝堂が見え、さらに先は道が森へと消えていく。

　あの先には、中世に使われた地下墓地の入り口があるのだ。

「では、俺は地下墓地の辺りで待機する。きみは打ち合わせたとおりにやってくれ」

「自分を守る魔ま法ほう円を描いて、中に入るんだったよね。そうしたらあなたが悪魔のめくらましを解除して、私の姿を魔ま狼ろうに見つけてもらう、と。──魔法円の準備ができたよ、っていう合図は、本当に手を振ふるだけでいいの？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。悪魔の視界を借りているときの俺の目は、大体猛もう禽きんと似たようなものだ。森に潜んでいても、きみの姿は充じゆう分ぶん視認できる」

「了りよう解かい。じゃあ、行ってきます」

　ためらっていたら恐きよう怖ふがわいてきそうだ。

　ジャスティンは軽くうなずき、墓地へと飛び出した。

　石畳の道をまっすぐに走り、ふと気がついて立ち止まる。

（そうだ、このへんにもついでだから『おまじない』をしておこう）

　父から教わった魔法文字には、書いた内容によって世界に様々な影えい響きようを及およぼす力がある。

　ユリアンのように複雑な魔法陣はまだ描えがけないが、簡単なことならできそうだ。

　ジャスティンはポケットから取り出した白はく墨ぼくで、石畳に『よろめく』と魔法文字を記す。

　ちょっと先には『転ぶ』。

　礼拝堂の前の小さな円形広場の周りには、ちょこちょこと『閉じる』の文字を書いた。

　そしてユリアンが待ちかまえる地下墓地へ通じる道にだけ、『開く』と書く。

　最後に円形広場の真ん中にがりがりと大きな円を描き、いくつかの図形を書きこんだ。

（これで間ま違ちがいはないよね？……よし）

　ユリアンに教わった魔法円の描き方を頭の中で確かめてから、ジャスティンは円の真ん中に立った。

　これが昔から伝わる、人間が悪魔から身を守る唯一の方法だ。

　準備を終えたジャスティンは、地下墓地のほうへむけて大きく手を振る。

　直後に肌はだに触ふれる空気が変わった。

　ふっ、と気温が下がり、とげとげしい雰ふん囲い気きが押し寄よせてくる。

　ユリアンの悪魔が、ジャスティンの姿を隠すのをやめたのだろう。

　全身に誰かの視線を感じ、ジャスティンは黒々とした森をにらみつけた。

　そうして数秒もしない間に、闇やみの奥からどっと硫黄の臭いの風が吹きつける。

（──早い……来る！）

　ジャスティンは全神経を風の吹いてくるほうへ向けた。墓地の中を貫つらぬく道の、その向こう。道が森へ消える地点に、ぼんやりと何かが浮うかび上がる。

　あまり大きなものではない──そう、あれは人ひと影かげだ。

（魔狼じゃないの……？　っていうか、もしかして！）

　ジャスティンが息を吞のむと同時に、月光が青年の姿を浮かび上がらせた。

　青ざめた顔に朱しゆ金きんの髪かみと金の瞳ひとみ、灰色の軍服をまとった青年が、よろめきながらこっちへやってくる。

「エルデ……ン……!?」

　思わずつぶやいてから、慌あわてて自分の口を手でふさぐ。

（違うよ、狼おおかみになったときのエルデンと敵悪魔、まったく同じ姿だったじゃない。人間の形になってもきっとそっくりなんだ。あれは敵だ、エルデンは城の牢ろうにいるはずだもの！）

　ジャスティンは自分に言い聞かせ、どうにか落ち着こうとする。

　しかし青年はジャスティンを見つけると、見慣れた笑顔で両手を広げてみせた。

「嬢じようさん！　あいててて……あーもう、なさけねぇなあ、俺。牢を抜ぬけてくるのが一苦労で、またひでぇ怪け我がしちまったよー。やっぱあの人間、食っちまったほうがいいって！　絶対陰いん険けん野や郎ろうだぜ、あれは」

（……！　こいつ、なんでエルデンが牢に入れられてたことがわかったの？）

　何か、ジャスティンの思考を読むような魔法を使ったのだろうか？

　それともまさか、本当にエルデンが逃にげてきたのか？

　ジャスティンの心に疑いが生まれたとき、エルデンの姿をした青年は咳せきこみ始めた。

　石畳にぼたぼたと黒い血が落ち、青年は苦しそうに小さく笑う。

「あー……やばい、血ぃ出過ぎだわ……。あんまり血が出ると、目が見えなくなるのが気持ちわりー。くっそ……」

　まぶたを押さえてよろよろと歩き、彼はジャスティンが石畳に書いた文字を踏んだ。

「あっ、危なっ……！」

　つい叫さけんでしまったが時はすでに遅おそく、青年は『よろめく』の文字に足をとられ、次に『転ぶ』の文字を踏んで見事に転がる。

　青年までの距きよ離りはせいぜい五メートル。

　助けようと駆かけ寄りかけ、ジャスティンはぎょっとして立ち止まった。

（いけない、魔法円から出たら駄だ目めなんだった！）

　ジャスティンの周りに描かれた魔法円は、大体直径三メートルくらいのものだ。数歩歩けば円の外に出てしまう。相手が敵なら、すぐに食い殺されてしまうだろう。

　青年はそのままぐったりと石畳に寝ね転ころがり、ぼんやりと魔法文字を手でなぞった。

「なんだ、これ……？　あー、嬢さんが書いたのか？　手慣れたもんだなー。でもこんな単純なもんじゃ、俺みたいな瀕ひん死しの奴やつか、雑ざ魚こ悪魔しかひっかからねーぜ？」

　彼の様子はいかにも力なく、石畳にはじわじわと黒い血がにじんでいく。

　見ているだけでつらくて目をそらしたくなるが、そんなのは危なすぎる。

　ジャスティンがどうにか黙だまって見つめていると、青年は転がったままうっすら微笑ほほえんだ。

「なあ、嬢さん。あんた、なんでこんなとこにきちゃったわけ？　危ないぜ、ここ。まだあの鎖くさりつきのばかがうろついてんだから。あんたが死ぬとレクス様が嫌いやがるから、とっとと城に帰りましょー。な？」

（わからない……聞いてれば聞いてるほど、本物のエルデンのような気もしてくるし、違うような気もする。どうにかしてこいつの正体を引き出さないと）

　ひょっとしたらユリアンも、この相手が敵悪魔かエルデンか、見分けがつかなくて攻こう撃げきできないのかもしれない。

　ジャスティンは注意深く口を開く。

「エルデンは……私を連れ帰るために、わざわざここまで来てくれたの？」

「んー、いや、実は違うんだよね。あんたの持ってるその本さ、ちょっとだけでいいから貸してくれねーか？　ほら、その、後ろにあるやつ」

　言われてジャスティンが振り返ると、背後に赤い魔法書がひっそりと落ちている。

　レクスを封ふうじているこの魔法書、どういう仕組みかどこに行ってもジャスティンの後をつけてくるのだ。ジャスティンは本を拾い、しっかりと抱だきしめる。

「その本使うと、傷が治せるんだよ。こっちも正直、もう限界でさ？　で、賭かけてみる気になって、その本探して外に出たっつーわけ。でも嬢さんがこんなとこにいるとは思わなかったぜ。ここまで来るの、しんどかったー」

　青年は喉のどの奥で小さく笑い、どうにか身体からだを起こしてジャスティンににじりよる。

　魔法円の縁ふちぎりぎりのところで止まり、青年は金の瞳を怖こわいほどにきらめかせた。

「な、頼たのむ、嬢さん。その本を貸してくれ。ここは危ねーから、あんた自身はその円の中にいていいよ。本だけこっちに渡わたしてくれ。そうしたらすぐにこの傷とおさらばして、あの鎖付きの《槍アルマ》をぶち殺してきちゃうからさ？」

　エルデンの話は筋が通っている。

　しかしなんとなく嫌な予感が消えなくて、ジャスティンは魔法書を抱かかえ直した。

「でも、これは私の魔法書だよ。私が中身を読むのじゃ駄目なの？」

「駄目だ！　あんた、まだ二ページ目までしか読めてねーだろ？　それじゃ無理なんだよ……なあ、頼む！　嬢さんは俺のことが嫌きらいか？」

　不意に真しん剣けんに問われ、ジャスティンはびっくりして首を横に振った。

「嫌いじゃないよ。エルデンのことは、好き」

　青年は目を細め、崩くずれるように笑う。軍服の胸あたりをつかみ、荒あらい息を吐はきながら立ちあがって、まっこうからジャスティンを見つめた。

　彼の顔があまりに本気だったので、ジャスティンは息を吞む。

　こうしてみると青年の顔は実に男らしく整っていて、どこか危あやうさをも秘めている。

　きらめく金の瞳を見つめすぎると、不安で頭の奥がくらくらした。

　彼は本当は危ういひとだ、正気と狂きよう気きの境目をひらひらとおどけて歩いているひとだ。

　見つめていると、その不安定にひきずられてしまいそう。

「俺だって嬢さんのことは好きだぜ。あんたはただのかわいい女の子ちゃんってのとも違ちがう。ちょっと危ないくらいにきらきらしてて、見てると本気で食っちまいたいような、そんなのはもったいないような……すげー困った気分になるんだ。俺が一番尊敬してる、つったらもちろんレクス様だけど、あんたのことは尊敬してるんじゃない。……多分、愛だよな。人間で言うとこの、愛だ。神様なんかいねーけど、多分俺は、あんたを崇すう拝はいするみたいに愛してる」

　低い声で言い切って、青年は再び手を伸のばした。

　どこか切ないような顔で、声で、告げる。

「──な、ジャスティン。本をよこしてくれ。それだけでいいんだ。見返りはいらない。俺、あんたのために戦うよ。……あんたと、俺の大切なレクス様のために」

　ジャスティンは小さく震ふるえ、強く目を閉じた。

　──心は決まった。彼に言うべきことはひとつ。

　ジャスティンは目を開け、きっぱりと言う。

「それはできない。あんたはエルデンじゃないもの」

「はあ!?　今さら何言ってんだ？　俺の顔見忘れたの、嬢さん！」

　青年は目を瞠みはって叫ぶが、ジャスティンはまっこうから彼を見つめ返した。

「見忘れてなんかない。でも本当のエルデンなら、レクスのことを『尊敬してる』とか『大切』だなんて、絶対に言わないんだ。あんた、ひょっとして私の頭の中を読んでたのかもしれないけど、そのことだけはわからなかったんだね。エルデンは、レクスを憎にくんでるんだよ」

　青年はぽかんとして聞いていたが、やがて怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「主を憎むなんて……しかも、《槍》が？　侯こうし爵やく位をもらったのに？　信じらんねー……ひでぇ話だな、おい」

　暗くつぶやき、青年はゆっくりと我が身を抱きしめる。

　次の瞬しゆん間かん、青年の姿はむくむくとふくれあがり、金色の魔ま狼ろうへと戻もどっていく！

『伏ふせろ！』

　ジャスティンの頭にユリアンの声が響ひびき渡り、ジャスティンは慌ててその場に伏せた。

　次の瞬間、魔狼の頭上に軍服姿の大男が出現した！

　大男は魔狼の背に着地したかと思うと、「く」の字形の大型ナイフを魔狼の首筋に叩たたきこむ。が、首輪と鎖に跳はね返されて火花が散った。

　魔狼が身み震ぶるいをして、大男──ユリアンの使い魔ま、クレイズを振ふり落とす。

　クレイズはひらりと宙返りをして天使像の上に着地する。

　おどけた所作で両手を広げ、袋ふくろの奥でくぐもった笑いを発する。

　すると大型ナイフは消え、クレイズの両手に山ほどの細い短たん剣けんが出現した。

　間かん髪はつ容いれない腕うでのひとふりで、数十本の短剣が魔狼を襲おそう。

　すかさず魔狼は壮そう絶ぜつなうなり声をあげた。

　ごお、と音を立てて魔ま界かいの炎ほのおが狼おおかみを包む。

　炎は短剣を端はしからすべて叩き落とし、熱せられた金属がばらばらっ、と石いし畳だたみの上へ転がった。

　とはいえ魔狼はそれ以上クレイズと戦おうとはしなかった。そのままジャスティンの魔ま法ほう円の脇わきを抜け、地下墓地があるほうへと猛もう然ぜんと走りだす。

（やった！　あっちにはユリアンがいる）

　計画どおりの魔狼の動きに、ジャスティンはほんの少し安あん堵どする。

　クレイズは跳ね飛ぶような不思議な歩調で魔狼を追った。

　魔狼は一度墓石の間に隠かくれようとして、何かにぶつかったようによろめき、あとはまっすぐに地下墓地のある森へと入りこむ。

　数秒後、すさまじい轟ごう音おんと白い光が森からこぼれた。

（な、なななな、何があったの……！）

　ジャスティンは伏せたまま目をこらす。

　轟音はなおも何度か続き、次にもうもうと土つち煙けむりがあふれだしてくる。

　土煙はあちらこちらの墓石の隙すき間まからも漏もれて、ジャスティンの視界をかすませた。

「ちょ、ちょっと、ご先祖のお墓に何したの……？」

　唖あ然ぜんとしたジャスティンの頭の中に、再びユリアンの声が響く。

『地下墓地を爆ばく破はして悪あく魔まを下に落とした。仕留めたとは思うが、しばしそこで待て』

「爆破って、そんなにさらっと言われても！　うう、乱暴すぎる……後で一いつ緒しよにご先祖様に謝ってね……！」

　ジャスティンが嫌な汗あせをかいていると、石畳を通して鈍にぶい震えが伝わってきた。

　震えはどんどん大きくなり、びりびりとジャスティンの頬ほおを刺し激げきする。

「──今度は、一体……!?」

　最後まで言う前に、ジャスティンの足あし下もとの石畳がゆがむ。

　地面が布のように波打ち、石がばりばりとはがれていく。

（地下に何かいる──出てくる！）

　ジャスティンは直感して後ろへと飛び退のいた。

　直後、石畳をぶち破って目の前に魔狼が出現する！

　地下墓地の内部をたどって戻ってきたのだ！

　地下から躍おどりだした魔狼はあちこちからぼたぼたと黒い血を零こぼし、金の瞳ひとみをらんらんと光らせてジャスティンをねめつけた。

（ま、魔法円は！）

　ジャスティンはとっさに足下を見下ろす。

　しかし足はとっくに魔法円の外だ。さっき後ろへ下がったせいだ。

　もう自分の身を守るものはない！

　恐きよう怖ふにわしづかみにされながらも、ジャスティンはどうにか腰こしの銃じゆうを抜ぬいた。

（落ち着いて、これさえ当たれば足止めくらいはできる！　ユリアンが来るまでの時間稼かせぎくらいにはなるはず！）

　痛いほどに集中し、撃げき鉄てつを起こして引き金を引きしぼる。

　炸さく裂れつ音とほぼ同時に反動がジャスティンを襲う。衝しよう撃げきをどうにか全身で受け止め、ジャスティンは魔狼の片目に弾たまが突つき刺ささったのを見届けた。

　ぎゃん、と犬のような悲鳴をあげて、魔狼が地に転がる。

　黒い血の痕あとを引きずりながらのたうち、凶きよう悪あくなうなりを漏らす。

（ユリアン……ユリアンは!?）

　もどかしく思うが、森のほうにはなんの動きもない。

　まさか、やられてしまったのだろうか？

　このままでは魔狼が立ち上がる！

（──私、が、私がどうにかしなくちゃ……！　普ふ通つうの弾じゃきっと効かない、それよりは、おまじないのほうが……）

　震える指でポケットから白墨を探さぐり出し、ジャスティンはためらった。

　決定的な、不ふ吉きつな言葉──『死』や、『滅ほろび』を意味する言葉を書くべきなのだろうか。

　追い詰つめられたジャスティンの脳のう裏りに、父の言葉が蘇よみがえる。

『ジャスティン。言葉には力がある。おまじないで不吉な言葉を書けば、そのぶん自分に返ってくるからね。誰だれでも、自分のやったことの責任は自分でとるんだよ』

　ジャスティンの手が止まっているうちに、魔狼は低くうなりながらずるりと立ち上がった。

　もう迷っている暇ひまはない。

　ジャスティンは心を決め、自分の左手のひらに『死』を意味する文字を書き記した。

　途と端たんに全身が冷水をかぶったように冷たくなる。

　それでもジャスティンはどうにか魔法文字を握にぎりこみ、背筋を伸ばして魔狼を見つめた。

　巨きよ大だいな狼は、一歩、また一歩とジャスティンに近づいてきたかと思うと、ついに跳ちよう躍やくした！

　死が狼の姿をして迫せまってくる。

　ジャスティンはがむしゃらに、拳こぶしを握った左手を突つき出した。

　魔狼の、口の中へと！

（おまじないのかかった腕を食べたら、この魔狼も無事じゃないはず！）

　そうして運がよければジャスティンも命は助かる、かもしれない。

　無む謀ぼうな賭かけに出たジャスティンの眼前で、不意に魔狼が静止した。

「まさか……！」

　知らず知らずのうちに言葉がこぼれた。

　バラの匂においがする。錯さつ覚かくではない。

　いつの間にかジャスティンの目の前にすんなりとした黒こく衣いの人ひと影かげがたたずみ、魔狼の口をいともたやすく手で押さえている。

　その端たん整せいすぎる横顔に、ジャスティンは叫さけんだ。

「レクス！」

「前も言ったな。お前は本当に、いつもわたしを喚よぶのが遅おそすぎる」

　レクスは深みのある声で囁き、その唇に甘い笑みを載せた。

　こんなときでも、レクスの微笑はぞっとするほどに美しい。

　優雅きわまる手のひとふりで、魔狼は地べたにたたきつけられた。

　転がる犬には見向きもせず、レクスは少し強ごう引いんにジャスティンの手をとって、そこに書かれた魔法文字をひとなででぬぐいさる。

　ジャスティンはほとんど涙なみだぐみながらレクスの軍服の裾すそをつかんだ。

「レクス、どうして出てきたの？　私はあんたを喚んでない！」

　ジャスティンに言われると、レクスはふと無表情になる。

「──そうだな」

　声は静かだが、どこか剣けん吞のんにも響いた。

　レクスの目が赤く冷えているのを見て、ジャスティンはわずかに身震いする。

　──怒おこっている。

　多分、レクスは怒っているのだ。

　それでも今折れるわけにはいかなくて、ジャスティンは必死に続けた。

「どうして？　どうして私との約束が守れないの？」

「守っていたらお前が死ぬ」

「死んだとしても、守ってほしいって言ったはずだよ」

　言うほどにレクスの瞳は冷えていく。頭がおかしくなりそうな迫はく力りよくにがたがたと震ふるえながらも、ジャスティンはどうにか主張した。

　レクスは凍こごえた美び貌ぼうでジャスティンを見下ろし、囁ささやく。

「見ていろというわけか？　お前がただの死体になるのを？　わたしに黙だまって見ていろというのか」

「っ……」

　そうだよ、とは即そく答とうできなくて唇くちびるを噛かんだ。

　わずかな沈ちん黙もくの後に、レクスはそっと目を伏ふせる。

　途端にうずくまっていた魔ま狼ろうの瞳がぎらりと光を取り戻もどし、レクスへと飛びかかってきた！

「レクス!!」

　レクスに突き放されたジャスティンが、真まっ青さおになって叫ぶ。

　見れば、魔狼の牙きばは深々とレクスの肩かたに突き刺さっている！

　レクスはわずかに瞬いただけだったが、魔狼は目をぎょろつかせて浮うかれた。

「ふ……ふ、は、ははははは！　苦い、苦い！　『王』だ、『王』の血だ、苦い血だ……！　どうした、なぜ俺を引きちぎらない、レクスよ！　お前にならできるのではないのか？」

　肩に噛かみついたままうなるように喋しやべる魔狼に、レクスはうっすらとした笑えみを向けて言う。

「主が戦えと言わんのでな。わたしにお前は殺せない」

「ははははは、ならば俺が殺す！　俺が『王』を殺す！　見るがいい、魔ま界かいで俺に唾つばを吐はいた者どもよ、恐おそれるがいい、人間界に住むすべての者よ！　そう、そうして、ご覧あれ、我が主、キュリオス様！　俺は王殺しになるぞ！」

　魔狼はレクスの肩から牙を外し、代わりに鋭するどい爪つめの生えた前足で押さえこむ。

　レクスは顔もしかめずに広場の石いし畳だたみに押しつけられた。

　魔狼は喉のどを震わせ、歌うような鳴き声をあげる。

　血の陶とう酔すいに満ちた遠とお吠ぼえが夜の大気を震わせ、森を越え、どこまでもどこまでも広がっていく。

　一方、押さえこまれているレクスは、ただ淡々と自分の血が流れていくのを見ている。彼は本当に自分の生に興味がないのだ。血の陶酔すら、今の彼には縁遠い。

　特に抵てい抗こうする様子もないレクスに、ジャスティンは唇を震わせた。

　自分が命じるしかない、自分が彼に戦えと言うしかない。

　なんて勝手なんだろう、ジャスティンは『自分が死んでも喚ばれなければ出てくるな』とレクスに言うくせに、彼自身が傷ついていたら黙ってはいられない。

　勝手だけれど、それでもレクスが傷つくのは嫌いやだ、自分が死ぬよりも嫌だ！

「レクス……！」

　戦って、とジャスティン叫びかけたとき。

　わずかに早く、レクスがひとことつぶやいた。

「……奴やつが、来るな」

　間を置かず、魔狼の遠吠えが二匹ひきぶんになる。

（これってまさか……）

　ジャスティンがはっとして辺りを見み渡わたす。

　二匹の遠吠えは低く、高く、呼びあうように響ひびき渡ったかと思うと、ふっつりと消えた。

　同時に石造りの礼拝堂の屋根で何かが光る。

　夜の闇やみに、きらめく金の光が降ってくる。光は見る間に降り積もり、巨大な狼おおかみの姿をとっていく！

　やがてはっきりとした姿を現した狼は、あちこちから黒い血を零こぼしながらも、にやりと不敵に笑ってみせた。

　そして聞き慣れた陽気な声で告げる。

「いよう、レクス様に嬢じようさんじゃねーの。こんなところで真夜中のピクニック？　ピクニック自体は悪くはねぇけど、俺抜きでってのはいただけねーな。夜の森には、品のないばかな野犬がうろつくんだぜ？」

　ぱちん、と狼は──いや、狼の姿のエルデンは片目をつむった。

　そして音もなく円形広場へ降り立つ。そのひょうしにぼたぼたっ、と黒い血が落ちた。

　魔狼はレクスを押さえこんだまま、エルデンをにらんで薄うつすら笑う。

「お前か。今さら……何を？　何をしにきた？　俺の魔ま王おう殺しを見物に来たのか？　それにしては無様な姿だな。劇場には、もう少しおめかししてから出てくるもんだぞ」

　エルデンは陽気に笑いながら、一歩一歩魔狼へと近づいた。

　確かにその身体はぼろぼろで、一歩ごとに血が零れては石畳を汚す。

　それでもエルデンはいつもの軽口をたたく。

「そりゃまあ、俺だってかわいい女の子ちゃんと行くんならおめかししますよ。でもお前が相手じゃなあ。ちっともそそられねー上に、いらいらするだけだぜ。ほらほら、何やってんだ？──お前なんかじゃ、レクス様は殺せねえんだよ！」

　最後に喉の奥からすさまじいうなり声を発し、エルデンが魔狼に飛びかかった！

　魔狼はすぐさまレクスを放して地を蹴ける。

　二匹は空中で互たがいに噛みつきあい、どう、と音を立てて広場に転がった。

　よろめきながらも二匹とも立ちあがり、ぱっと後ろへ下がって距きよ離りを取る。

「エルデン、お願い……！　そいつを殺さないで、せめて生きたまま魔界へ返して！」

　ジャスティンの叫びに、エルデンは金の瞳ひとみを細めて笑う。

「無茶言いやがるぜ、嬢さんは……」

　そのやりとりを聞いていた魔狼は、神経質に瞳を痙けい攣れんさせた。

「お前らはおかしいな？　なぜ、戦うのに生かそうとする？　おかしい、おかしい、おかしい、無意味で気味が悪い！」

「あら、そーお？　そりゃお前がばかだからわかんねーだけだって」

　エルデンは荒あらい息を吐きながら言うが、魔狼はぎらぎらと瞳を輝かがやかせて囁いた。

「ばかな！　お前は俺と一いつ緒しよだ、まったく同じものだ、材料も、作り方も、目的も、性格も、見た目も、生き方も死に方もどこまでも同じものだ！　俺がお前のことをわからないわけがない、お前も俺のことがわからないわけがない、そうだろう、俺たちは同じだ、俺たちは《槍アルマ》だ、俺たちは武器だ、俺たちは戦う種だ、レクスに惑まどわされるな、そいつは狂くるっている！」

　エルデンはじっと魔狼の言うことを聞いていた。聞いているうちに、金の瞳が魔狼と同じ光を宿してらんらんと光り始める。

　魔狼は勢いこんで、噛みつくように続ける。

「なぜ気づかない？　戦わない俺たちに存在する意味などない、戦えと命じない主など主ではない！　戦わずにくすぶり続ければお前も狂う、当たり前だ、そうやって滅ほろびが広がる！　まだ間に合う、こっちへこい、俺はお前だ、お前は俺だ、もう一度同じものになって蘇よみがえれ、叫さけべ、殺せ、俺たちはただの武器だ、ただの槍だ、破は壊かいだ、破壊がすべてだ！　破壊だ、死だ、殺しだ、殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ！」

　ぐる、るるる──と低いうなりがエルデンの喉の奥からこぼれる。

　見開かれた目が酔よったように甘くなり、操あやつられるように一歩、前に出た。

　まさか、と思い、ジャスティンは懸けん命めいに声をあげる。

「エルデン！　行かないで、あんたはそいつじゃない、私たちは知ってる！　あんたは殺すだけの悪あく魔まじゃない！」

　ジャスティンの声に、エルデンは少し混乱した視線を投げた。

　途と端たんにひどい苦痛を感じたようで、ぶるぶると震え出す。

　ジャスティンはなおも叫ぼうとしたが、その肩をレクスが押さえた。

「面倒だが……お前ひとりに背負わせるわけにもいかないだろう。あれはわたしの部下だ」

　はっとして振ふり返ると、レクスはまっすぐにエルデンを見ていた。

「エルデン」

　ひとこと、冷たく深い声が名前を呼ぶ。エルデンがびくりと震えて目を見開く。

　全身を震わせながら、それでもエルデンはレクスのほうを振り向いた。

　レクスはジャスティンの肩に手を置き、すんなりとした肢し体たいを月光にさらして告げる。

「お前はいつまでそこにいるつもりだ？　お前自身が獣けものであることに固こ執しゆうするかぎり、お前はけしてわたしに勝てない。忘れたのか、わたしに誓ちかったことを」

　ごく静かな口調だったが、レクスの瞳はじんわりと光を増していた。

　普段はガラスのように虚ろな赤い瞳が、魔界の血光に濡れていく。生まれつきの『王』位は、まだレクスの上にあった。命ずる者の威厳が、彼の全身からにじみ出す。

　唇に傲ごう慢まんな笑みを載のせ、レクスが囁く。

「エルデン、お前の名を名乗れ。──わたしの与あたえたお前の名だ」

　エルデンの震えがますますひどくなり、口元がわなないた。

　レクスの迫はく力りよくに圧おされつつも、魔ま狼ろうが負けじと囁ささやく。

「ばかめ、さっきあの女に聞いたぞ。お前はあいつを憎にくんでいるんだろう？　本当は、レクスを主と認めているわけではないんだろう？　ならば今こそ俺と一緒に戦え！」

　エルデンは震えながらうつむき、低い声でつぶやいた。

「くっそ、みんな勝手なことばっかり言いやがって……そうだ──ああ、憎いぜ。だってレクス様ってのは勝手なんだ、本当に勝手だ、生まれつきの『王』位だかなんだかしらねーが、あらかじめ強くって気まぐれで、俺のこと拾ったかと思ったらいきなり消えて、やっと出てきたと思ったらこんなときだけ主人面しやがる！　きっと弱い奴の気持ちなんざ全っ然わからねぇに決まってる。戦って、戦って、戦うしかないから戦って、それでも負けて絶望して血みどろで這はい回って、もっと強かったらって呪のろうように思ったことなんか一度もねーんだろ」

　呪うようにうめき、エルデンはきっと顔をあげた。

「だけど、あんたはそうでなくっちゃな!!」

　どう猛もうな吠ほえ声をあげ、エルデンはにぃ、と笑う。

　その瞳はさっきにも増して光っている。あまりの殺気に敵の魔狼が思わず一歩あとずさる。

　エルデンは全身の毛を赤みがかった金にきらめかせ、力のかぎり吠えた。




「魔ま界かいの土より生まれた中でももっとも凶きよう悪あく、すべてを塵ちりと化す《亡失の槍やり》にして、極悪かつ怠たい惰だなる魔界の『王』位、レクス様の戦せん闘とう隊長《灼熱の侯爵フイアス・タルカス》、エルデンはここに！　俺はレクス様の槍、俺の鎖くさりはレクス様の手にある。いずれ俺のこの手ですべての鎖を引きちぎるその日まで、レクス様の敵はすべて、この俺の敵だ！」




　エルデンを白い光が包み始めるのに気づき、魔狼が身体からだをたわめる。

「ばかを言え。槍が本当の侯爵になどなれるものか！」

　叫んだ魔狼がエルデンに向かって跳ちよう躍やくした！

　エルデンは動かず、かっと目を見開く！




「黙だまれ。俺は──俺は、てめぇじゃねえ!!」




　辺り一面が真っ白な光に満たされ、レクスの腕うでがジャスティンをかばう。

　すべてが白と黒との影かげ絵えとなった。

　永遠に思えた数秒の後、すさまじい轟ごう音おんと爆ばく風ふうが墓地を襲おそう。

　墓石の天使たちがほろほろと腕や頭を失い、崩くずれていく。

　白い光は森をも一部飲みこみ、木々をまったくの塵ちりにして砕くだいていく。

　強い風に乗って、塵と砂がジャスティンの服の上にぱらぱらと降り注いだ。

　──それからどれくらいの時間が経たっただろう。

　やっと砂の雨がやみ、ジャスティンがおそるおそる目を開けると、辺りはすっかり様変わりしていた。

　石の広場はまんべんなく焦こげたあげくに、わずかにすり鉢ばち状へと変化している。

　どれだけの力が発せられたのか、ジャスティンは小さく身み震ぶるいした。

　広場に立っている狼おおかみは一匹ぴきだけ。もう片方はぐったりとうずくまっている。

　金の毛並みのあちこちを焦がしてうずくまった狼は、首輪と鎖をつけていた。

　ならば立っているほうはエルデンだ。

　エルデンが勝ったのだ。

「──エルデン……」

　ジャスティンは声をかけるが、エルデンは答えなかった。

　いや……答えの代わりに、低いうなり声をあげた。

　狼の姿のまま、エルデンはゆっくりとジャスティンたちのほうを見る。

　その目が恐おそろしいまでの殺気に輝いているのを見て、ジャスティンは息を吞のんだ。

（エルデン、また我を失ってるの？）

　低いうなりをあげ続けるエルデンには、ジャスティンのことも、レクスのこともよく見えてはいないようだ。

　そんなエルデンとジャスティンたちの間に、不意に紺こん色いろの軍服をまとった少年が立つ。

「下がれ、女。奴は負傷と力の使いすぎで我を忘れている。誰だれ彼かれかまわず噛かみつくぞ」

　涼すずやかな声で言ったのはルーナエだ。

　ルーナエは真しん剣けんな面おも持もちでエルデンをにらみつけたまま、背後のレクスに問う。

「レクス様、許可をいただけませんか」

「なんの許可だ」

　ジャスティンを抱だいたままレクスが問い返す。

　ルーナエは腰こしのサーベルを抜ぬき放って答えた。

「こいつを殺す許可です。レクス様に本気で牙きばを向けるならば、滅ぼすしかありません」

「やめて、ルーナエ！」

　ジャスティンが叫ぶと、ルーナエはすぐさま怒ど鳴なり返した。

「黙れ！　僕の主はレクス様であって、お前ではない！　僕の使命はレクス様を守ることだけだ！　許可をください、レクス様！　いくら教育をしてお仕着せしようと獣は獣、こんな獣、そもそも部下に加えるべきではなかった！」

　叫んでルーナエはサーベルの切っ先をエルデンに向ける。

「曲がりなりにもレクス様の部下として共に戦ったよしみだ。この僕が決着をつけてやる。来い！　ただの獣ではなく、せめて悪魔として死ね！」

　エルデンの瞳ひとみの光が強まり、うなり声がどこまでも低く、どう猛さを増していく。

　張り詰つめた空気の中で、ジャスティンはぽつり、とつぶやいた。

「……やめて。やめよう、もう」

　レクスがゆるやかに目を伏せ、問うようにジャスティンを見つめる。

　ジャスティンはよろめきながら、レクスを押し放して立った。

　エルデンの瞳がルーナエからジャスティンに移り、威い嚇かくのうなり声が大きくなる。

　そのことがひどく悲しくて、ジャスティンは少しだけ声を大きくした。

「だってエルデン、怖こわがってるよ」

「……怖がる？」

　レクスがぽつりとつぶやいてエルデンを眺め、ルーナエがひどく不快そうに顔をしかめる。

　ジャスティンはどちらにも気づかなかった。

　ただエルデンを見ていた。

　何かにおびえて、周り中を威嚇しているエルデンを見ていた。

　ジャスティンはゆっくり、ゆっくりとエルデンに歩み寄っていく。うなり声はどんどん大きくなる。

　エルデンにはジャスティンの声も聞こえていないのかもしれない。それでも喋しやべり続ける。

「エルデン、もういいよ。もう終わったんだから、大だい丈じよう夫ぶ。あんたはそいつとは全然違ちがう。私にだってわかったし、レクスたちにはきっと最初からわかってる。あんたはあんただよ。戦ってても、そうじゃなくても」

　声をかけている間にも、エルデンの恐きよう怖ふが痛いほど肌はだに伝わってきた。

　ジャスティンはひどく悲しく、不思議にも思う。

　エルデンはこんなに強いのに、一体何が怖いのだろう？

　戦うこと？

　負けること？

　それとも──ひょっとして、戦いが終わることが怖いのだろうか。

　ジャスティンの目に映るエルデンは、いつもとても人生を楽しんでいるように見えた。

　でも、本当は違うのかもしれない。彼は一番わかっていないのかもしれない。

　戦いが終わるのはすてきなことだと。

　戦いが終わった後には、ただ穏おだやかな日常があるのだと。

　戦うために生まれたエルデンは、まだ戦いをやめる方法を知らないのかもしれなかった。

　ジャスティンは気づくとエルデンの眼前にいた。殺気が全身をちくちくと刺さしたが、不思議に怖くはなかった。

　ただ、彼を抱きしめられる場所に来られたことが嬉うれしい。

　ジャスティンはほっと息を吐ついて手を伸のべ、囁ささやく。




「もう帰ろう。戦いは終わったから──私たちの家に、帰る時間だよ」




　エルデンはジャスティンを見つめ、のろのろと口を開けた。そのまま、ずらりと生えそろった牙きばがジャスティンの白い肌に触ふれる。

　ひどい熱でジャスティンの肌が赤くなり、ジャスティンはわずかに顔をゆがめた。

　熱い。でも、怖くはないから、逃げない。

　ジャスティンは、エルデンの牙が自分の肌に沈しずんでいくのを見届けようとしていた。

　刃はのような牙は、ゆっくりと柔やわらかな肌に触れて──いや、その寸前で、淡あわい金色に包まれた。

　牙を包んだ光はふわりとエルデンの全身に広がり、彼の姿は軍服姿の青年へと変わる。

　傷だらけの姿でよろめき、ぼんやりと空をあおいで笑う。困ったような、あいまいな、とても複雑で人間らしい微笑ほほえみを浮かべて、エルデンはジャスティンの腕うでの中に崩れ落ちた。

　ジャスティンは支えきれずに、その場に座りこむ。

「……よかった。よかった、エルデン。おかえり」

　血の臭においのするエルデンの身体からだを抱きしめ、懸けん命めいに涙なみだをこらえてその肩かたに顔を埋うずめる。

　すぐ横では、魔ま狼ろうがうずくまったままぶつぶつと血の泡あわとつぶやきを零こぼしていた。

「わから──ない、奇き妙みようだ、おかしい……なぜだ、なぜ、戦いは終わったのに、俺は負けたのに、なぜ奴やつは俺にとどめを刺さなかったんだ……できたのに、そうするしかないのに、なぜ」

「わからないか？」

　ジャスティンたちを静かに見つめていたレクスが、ゆっくりと魔狼に歩み寄って訊きく。

　魔狼は瞳だけでレクスを見上げ、つぶやき続ける。

「わからない、わからない、わから……ない」

　レクスは魔狼を見下ろし、次に気を失ったエルデンへ視線を投げた。

　ジャスティンに抱かれているエルデンはぼろぼろだが、その顔に苦く悶もんの表情はない。

　今のエルデンはただの、本当にただの、十代後半の青年に見えた。

　レクスはゆるりと瞬まばたき、魔狼に言う。

「それは、奴が武器でも獣けものでもない──悪あく魔まだからだ」

　魔狼はわずかに目を見開いたようだ。

　レクスは両手を目の前に伸ばし、見えない扉とびらをこじ開けるように指を折り曲げる。

　じわり、とレクスが力をこめると、辺りの景色が不自然にゆがんだ。

　そう、景色が左右に分かれて、その境目に黒々とした筋が生まれたのだ！

　筋の端はしが魔狼に触れた途と端たん、魔狼の姿は折りたたまれたかのように消え去った。

　レクスが両手を離はなすと、空間の割れ目はすぐに元通りになる。

　残ったのは、荒あれ果てた墓地にたたずむレクスと、唇くちびるを噛んでうつむくルーナエ。

　そうしてジャスティンに抱かれたエルデンだ。

　レクスがちらと視線をあげ、つぶやいた。

「もうすぐ夜が明けるな。わたしたちにばかりやらせておいて、いつまで隠かくれている気だ？　人間」

　突とつ然ぜんなんだろう、とジャスティンがぼんやりと視線をあげると、少し遠くで声があがる。

「本気で隠れる気なら、もう少しうまく隠れる。そして、俺の仕事はあくまできみたちの監かん視しと援えん護ごだ」

　崩くずれかけた礼拝堂の裏から歩み出たのは、埃ほこりと血で軍服を汚よごしたユリアンだ。

　片目はまだ赤いままで、ライフルも手にしていた。

「ユリアン……無事だったんだ」

　ジャスティンが言うと、ユリアンは軽くうなずいてレクスへ視線を向けた。

「一応な。それにしても、あの悪魔を生きたまま魔ま界かいへ帰したのか？」

「それが我が主の命だ」

　レクスは淡たん々たんと答える。ユリアンはじっとレクスを見つめて訊いた。

「仕方あるまい。部下はあれを殺したくないようだし、我が主も殺すなという。それともお前は、エルデンにあれを殺させたかったのか？　そのためにわざわざエルデンを解放した？」

　うっすらと微笑んで問われると、ユリアンはわずかに目を瞠る。

「それは違う。あの《槍》は自分の力で俺の封印をやぶったんだ。──くそ、お前たちは何から何まで規格外すぎる……！　《槍》の能力に例外などないはずなのに、どうなっている？　お前たちは一体『何』なんだ？」

「そんな難しいことは主に問え。わたしはお前たちと議論をするには長生きしすぎた」

　噛みつくユリアンを軽くいなして、レクスはジャスティンのほうへ向き直った。

「ジャスティン、ひとつ訊いてもいいか？」

　ジャスティンはのろのろと頭をあげ、レクスにかすかな笑えみを向ける。

「うん。答えられるかどうかはわからないけど……何？」

　レクスは改めて墓地を見み渡わたした。

　朝あさ霧ぎりが出ている。

　森から流れてきた白い霧は、重く足あし下もとにたゆたっていた。

　霧に満ちた森の墓地の上、ちょうど空には朝日が昇のぼり、世界は段々と明るくなる。

　レクスの視線の先で、ふっと天上の雲が切れた。

　まるで光の帯のように、墓地に淡い陽光が降ってくる。

　霧は淡くきらめき、光はたたずむひとと悪魔を等しく照らした。

　霧を足下にまつわりつかせて慈じ愛あいの微笑みを浮うかべる天使像と、静かにたたずみ、あるいは地に伏ふすひとと悪魔。

　雲の上のような、静せい寂じやくと光に満ちた光景を瞳ひとみに映してレクスは問う。

「人間の考える神の国というのは、たとえばこんな場所のことか？」

　いきなりの問いに、誰だれもがみんな目を瞠みはる。

　ジャスティンももちろん驚おどろいた。

　でもすぐにとても嬉しくなって、微笑んでうなずく。

「うん。──そうだよ。とってもきれいだね」







[image: ６　怖い夢から覚めたあと]




（敗北。廃はい棄き。死）

　エルデンはぼんやりと考えていた。

　魔狼との戦いで気を失ったエルデンは、夢を見ているのだ。

　ただの下級悪魔として戦い続けていた魔界の戦場の夢。

　長いこと続いた大きな戦いくさが終わり、魔界の岩砂さ漠ばくは一面赤黒い血に覆おおわれていた。

　エルデンは他ほかの悪魔の死し骸がいに埋うずもれ、無事だった片目だけを開いて空を見ている。

　戦が終わって、自分の属していた軍団は負けた。

　負傷して動けないエルデンは、もうここで死ぬしかない。

　空は赤く、耳に届くのは風の音だけ。静かだ。さっきまでの叫さけびやうなりが嘘うそのようだ。

（廃棄。死。死。死。死骸。骨。虚うつろ。虚きよ無む。死──）

　繰くり返し、繰り返し、ひたすらそれだけ考えていると、ふと不思議な気分になってきた。

　自分は本当に、このまま終わってしまうのだろうか？

　勝手に造られて、戦って、使い捨てられて、そこでおしまいなのか？

　当たり前のことなのに、なぜかひどくつまらないような気がする。

　つまらない。こんなのはつまらない。つまらなさすぎて、腹の底がひりついてくる。

（憎にくい）

　エルデンは誰にともなく、心の中でつぶやいた。つぶやき始めると止まらない。

　憎い。憎い。自分を造ったものが憎い。造られてしまった自分が憎い。自分を打ち倒たおした敵が憎い。打ち倒された自分が憎い。敗北が憎い。死が憎い。憎い。憎い。憎い。憎い。憎い！

　そのとき、ふっと視界がかげる。

　真っ赤な空を背景に、黒い人ひと影かげがエルデンを見下ろす。

　細いシルエットからにじみ出る圧あつ倒とう的な存在感に、エルデンは思わず目を瞠った。

（こいつ……！　敵の大将だ！）

　負傷で弱った視力でもよくわかる。

　エルデンがかけずり回っていた戦場で、一番目立っていたのが彼だった。

　彼は漆しつ黒こくの軍装に赤い剣けんを持ち、優美なほどの所作で何もかもを断ち切っていた。どんな上級の悪魔も、彼の前に出ればどこか恍こう惚こつとした面おも持もちで斬きり捨てられた。

　戦うことを至上の喜びとする悪魔たちにとって、彼の強さは圧倒的な憧あこがれだった。

　彼と斬り結ぶことは快楽で、彼の血一ひと滴しずくが最高の戦利品だった。

　今、その悪魔がエルデンの目の前にいる。

　死骸に埋もれて倒れているエルデンを見つけ出し、見下ろしている。

　降って湧わいた震ふるえるような喜びに、エルデンは喉のどの奥からうなりを漏もらす。

（戦いたい……こいつと戦いたい、食いつきたい、食いちぎりたい、殺したい、憎い、憎い、憎い、無に還かえるのは嫌いやだ、嫌だ、戦いたい戦いたい戦いたい戦いたい、生きたい！）

　すると不意に黒い人影が動き、エルデンの首輪をつかんで死体の山から引きずり出す。

　首が引きちぎれるかのような痛みに、エルデンは威い嚇かくと歓かん喜きのうなりをあげた。

　黒い悪あく魔まはエルデンを目の前につりさげて目線をあわせ、静かに告げる。

『わたしはレクスだ。お前を拾ってやろう、《槍アルマ》よ』

　思ったより淡々としたしゃべり方に、エルデンは驚いてレクスの顔を見直した。

　魔界の風に長い髪を躍おどらせ、虚ろな赤い瞳を細めている完かん璧ぺきな美び貌ぼう。

　きれいだ──しかし、その顔に勝利の歓喜は少しもない。

　あるのは漠ばく然ぜんとした悲しみの色ばかり。

（変な悪魔だ、こいつ）

　あんなに強いのに、こいつは一体何が悲しいというのだろう？

　しかも、戦いに負けた壊こわれかけの《槍》など拾ってどうするんだ？

　さっぱり理解できないエルデンに、レクスは告げる。

『わたしはお前を生かしてやろう。お前の鎖くさりをほどき、爵しやく位いを与あたえよう。そして常にわたしの傍そばに置き、戦となれば一番にお前を呼ぼう』

　あまりに意外な好条件に、エルデンはますますぽかんとする。

　こいつは頭がおかしい、《槍》にそんなことをしてやる上級悪魔などいるはずがない！

　すぐには答えられないエルデンを眺ながめ、レクスは最後にこう言った。

『その代わり、お前はわたしを憎め』
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「──あ……」

　エルデンが夢から覚めると、辺りには乾かわいたハーブの匂においが漂ただよっていた。

　ラベンダーか何かだろうか？

　匂いを追って身体からだを起こしかけた途と端たん、ジャスティンの声が響ひびく。

「エルデン！　まだ動いちゃ駄だ目めだよ、ほんとにすごい怪け我がなんだから！」

「ん？　あー……嬢じようさん？　ってことは、ここって人間界っつーこと、か」

「当たり前でしょ。まだ寝ねぼけてるんだね」

　ため息まじりに言い、ジャスティンはエルデンの額に手をあてた。

　ひんやりと冷たくて、小さな手のひらだ。

（気持ちいいな、これ）

　エルデンは寝しん台だいに横たわったまま、不思議な気分でジャスティンを見上げていた。

　ジャスティンは自分も包帯と軟なん膏こうだらけだったが、エルデンと視線があうと朗ほがらかに笑う。

「ここは私たちのシェルズバーン城だよ。敵の悪魔はレクスが無事に魔界へ追い返したから、安心して寝てて大だい丈じよう夫ぶ」

「城……城か。そうか、そうだったっけなぁ」

　段々と記き憶おくが戻もどってきて、エルデンはのろのろと自分の両手を持ち上げてみる。

　今は人間形に戻っているが、手は火傷やけどとその他ほかの傷でぼろぼろだし、触ふれてみると全身包帯だらけのようだ。そんな姿で、客間の一室らしき場所の寝台に寝かされている。

　天てん蓋がい付きの寝台に、城主のお嬢さんの介かい護ごつきだ。

　エルデンは思わず苦笑した。

「……なんか、豪ごう華かすぎて変な感じだね、こりゃ。俺、負けたのになー」

「何言ってるの、勝ったじゃない、エルデンは。そのうえ敵を殺さずにいてくれたし、何より自分が生きててくれたじゃない？　とりあえず、生きて帰ってくれれば私にとっては全部勝ちだよ！」

　ジャスティンは笑って言い、硬かたくしぼった布をエルデンの額にのせる。

　エルデンはおとなしくされるがままになりながら、つくづく人間というのはへんてこだと思う。レクスに初めて会ったときもものすごく変な悪魔だと思ったが、人間はさらにわからないことだらけだ。

　エルデンはぶつぶつとつぶやく。

「相手を殺せなきゃ、負けじゃねーか。大体、生きてりゃ勝ちなら、生きてる人間に負けた奴やつはいないってか？　だーから弱い人間が山ほど生き残っちゃうんだよなぁ。魔ま界かいじゃ、戦に負けるような悪魔はとっととお払はらい箱ばこだぜ？　さっきまで魔界の夢見てたから、差がひどくて頭がよっぱらいそうよ、俺は」

「魔界の？……戦場の夢？」

　ジャスティンの声がちょっとだけ不安そうになる。

「おー。レクス様に初めて会ったときの夢」

　そう言うと、ジャスティンが枕まくら元もとの椅い子すに座った。

　真しん剣けんな顔で聞く態勢に入っている。

　エルデンには、ただそれだけのことがちょっと嬉うれしかった。だからぽつぽつと続ける。

「そのころ、俺はただの下級悪魔でさ。上級悪魔さんたちの武器として戦って、負けちまって、死にかけてた。でも、なんでだろーな？　俺は、そのまま死ぬのは嫌だったんだ。嫌だなあ、嫌だなあ、って思ってたらレクス様がやってきて、『拾ってやる代わりに、わたしのことを憎め』って言いやがった。レクス様のこと憎みながら傍に居ろ、ってな」

「……うーん……レクスらしい気もするけど……。そんなこと言われて、困ったでしょ」

　ジャスティンが自分のことのように顔をしかめて訊きいてくる。

　エルデンは少し考えてからうなずいた。

「あー、うん、確かにびっくりした。でも、嬉しかったな」

「嬉しかった？　どうして？」

「だって普ふ通つう、武器に向かって『憎め』なんていわねーだろ。俺、上級悪魔には『戦え』とか『殺せ』とか、そんくらいしか命令されたことなかったんだ。『憎め』なんて、ほら、すっごく対等な感じがしてさ。……ほんと、すげー変だと思ったけど、嬉しかった」

　話しているうちにあのころの嬉しい気持ちが蘇よみがえって、エルデンは少しだけ笑う。

　そして不意に気づいた。

（あー、さっきからの変な気持ち、嬉しさだ。俺、嬢さんに拾われたのが嬉しいんだな。だからわざわざこんなこと話してるのか）

　変な話だ。高位悪魔のレクスに拾われて嬉しかったのはわかる。

　しかしか弱い人間の少女に拾われても、同じくらい嬉しいのは──なんだか変だ。

　変だ、変だとは思うが、自分の気持ちははっきりしている。

　仕方ないのでエルデンは繊せん細さいな少女の顔を見上げて、微笑ほほえんだ。

（レクス様とこいつ、まったく似てねーけど、どっかで似てるのかもしんねーな）

　かつて魔界の戦場で、負けて死ぬはずだったエルデンを連れ帰ったレクス。

　今さっき、自分の城をエルデンの『家』だと言って連れ帰ってくれたジャスティン。

　ふたりとも、本当にばかみたいだ。いや、実際ばかなんだろう。

（俺ってほんと、ばかのことほっとけねーよなー）

　喉のどの奥でくすくすと笑い、エルデンは言う。

「で、な。だから俺は一生レクス様のこと憎にくむって決めたの。憎んで、憎んで、そんでもっていつか、もーちょっと強くなってレクス様のこと殺して差し上げないと。最初からそのために飼われてるよーなもんだし？」

　怒おこられるかな、と思って返事を待っていると、ジャスティンはなぜか困り顔になった。

「エルデン。あのね、それって多分、憎しみっていうか……。うー……ま、まあいっか、本人たちがそれでいいなら、それでも……」

「何言ってんの？　嬢さん。それよりさ、あんた、あれ持ってるか。あの、レクス様の名前が書いてある赤い魔ま法ほう書」

「あるよ。ほっといても私の後ろをついてくるもの。これがどうかした？」

　ジャスティンは言葉どおりに、椅子の後ろから羊皮紙で作った赤い本を取り出す。

「そんじゃその、三ページ目を開きな。そうそう、白紙のページな」

　ジャスティンが素す直なおに従うと、エルデンは白紙のページに包帯だらけの手をかざした。

　すっとページをなでるようにすると、そこには新たな魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がる。

　ジャスティンが息を吞のんでエルデンの顔を見つめた。

「エルデン、これって……？」

「見てのとーり、俺の紋もん章しようだ。この紋章をどっかに描えがいて名前を呼べば、レクス様抜ぬきでも俺を喚よべるぜ。めんどくさい小細工は苦手だけど、戦せん闘とうならレクス様の次っくらいには強いから、使いではあるんじゃねーの？」

　軽い調子で言うエルデンに、ジャスティンは少し心配そうな顔になる。

「それって、私とレクスだけじゃなく、私とエルデンも魔法書を通して契けい約やくしちゃったってこと？　いいの？　この魔法書の契約って、私が死ぬまで続いちゃうらしいんだけど」

「ははは、何を心配してんだかな、この嬢さんは！　あんたどうせ、全部で百年も生きねーんだろ？　一生っつったって俺らには一いつ瞬しゆんだよ、一瞬。いいじゃねーか、さっきの『家に帰ろう』っての、割とぐっときたんだ、俺」

　ジャスティンの様子が心から面おも白しろくて、エルデンは屈くつ託たくなく笑う。

　肘ひじを寝台についてどうにか身体を起こし、指でちょいちょい、とジャスティンを手招いた。

　ジャスティンがまだ不安そうに顔を寄せてくると、その耳に囁ささやく。

「ってことでさ、たまにはレクス様抜きで喚んでくれよ。浮うわ気きしよーぜ」

「う……浮気っ!?　そ、そそそそんな、私とレクスはそんなんじゃないから！」

　真っ赤になってうろたえるジャスティンは、エルデンから見ると充じゆう分ぶんレクスに惚ほれているし、レクスもジャスティンに夢中のようなのだが。

　……まあ、ジャスティンはまだ人間としても若いほうだし。

　割りこむ隙すきもあるかな、とばかりに、エルデンは底そこ抜ぬけに明るく笑った。

「あら、そーなの？　なら俺が本命に立候補してもいいってこったな。そんじゃ遠えん慮りよなく！」

　エルデンがぎゅっとジャスティンの手を握にぎると、彼女はみるみるうちに真まっ青さおになって首を横に振ふる。

「エルデンっ！　やめて、私はあんたの顔もけっして得意じゃないっ……！　っていうか怪け我がしてるんだからおとなしくしてなさいって！」

「これくらいたいしたことないってー。むしろ誰かに惚れてるほうが元気が出て怪我の治りもいいくらいだって、きっと！」

　快活に言ってエルデンはジャスティンの手を引き、寝台に座らせようとする。

　すかさず、すぱん！　とジャスティンの張り手が頬ほおに飛んだ。

　これがまた、けっこう痛い。

「っ、つ、痛ててて……はー、びっくりした。ほんとに痛いのな、あんたの張り手」

「あっ、ごめん！　エルデン、怪我してるのに……レクスのときの癖くせでやっちゃった」

　素直にうろたえるジャスティンの姿がほほえましくて、エルデンはつい悪戯いたずらっけを出した。ちょいちょい、と自分の頬を指でたたいて片目を閉じる。

「じゃあ、お詫わびの印にキスしてくんない？　親愛の情ってことで、ほっぺたにするんで全然かまわねーから」

「……なんだ、頬でいいの？」

　ほっとしたように言い、ジャスティンは少し迷っている様子だ。

（あらま、かわいいこと。そういうとこが隙だらけだね、この子は。レクス様はともかく、他ほかの人間の男にひっかかったりしねーだろうな）

　なんだか余計な心配までし始めてしまったエルデンである。

　そんなところへ、客間の扉とびらが勢いよく開いた。

　飛びこんできたのは、顔を真っ赤にしたルーナエだ。

「エルデン、聞こえましたよ！　お前は何をやっているんです！」
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「……ルーナエさぁ。お前、状じよう況きようくらい見ろよ。今しも乙おと女めのキスが手に入ろうってときに入ってくるとか、ありえねーだろ。邪じや魔ま、出てけ」

　珍めずらしくまじめに言うエルデンに、ルーナエは歯がみして腰こしのサーベルに手をかける。

「僕はつくづくお前のしつけを間ま違ちがいました！　その根こん性じよう、一からたたき直して差し上げます！」

「その必要はない」

　低い声で言って次に入ってきたのは黒こく衣いのレクスである。

　本気で冷たい視線を向けられ、エルデンはかわいく首をかしげてみせる。

「あーらレクス様、ご機き嫌げんうるわしゅうー」

「ご機嫌うるわしいのはお前だけだ」

「おおおお、すげー殺気！　その意気っスよレクス様、喧けん嘩かしましょう、喧嘩！」

　エルデンがはしゃぐのでジャスティンは慌あわてて立ちあがってレクスに叫さけぶ。

「駄だ目め！　駄目だよ、エルデンは怪我してるんだから！　レクス、エルデンに攻こう撃げきなんかしかけたら、三日は口きかないからね!?」

「ちょ、嬢じようさん、俺の価値ってそんなもん……？」

　エルデンはちょっと肩かたを落とすが、レクスはじっとジャスティンを見つめたあげく、

「……わかった」

　と言っておとなしくなってしまった。

　ルーナエが口元を押さえてくっとうつむく。

「レクス様……なんだか僕は泣けてきました……」

　すっかりいつもどおりのにぎやかさが戻もどってきて、ジャスティンもほっとして微笑む。そこへ、扉のほうから新たな声がかかった。

「おやおや、サバト会場よりもなおすさまじい光景だな、これは」

「え？　どなた……って、ま、まさか……!?」

　ジャスティンが息を吞んでレクスを横にどける。

　客間の扉によりかかって立っていたのは、退たい魔ま庁のユリアンと、その隣にもうひとり。

　グレイの乗馬服に黒く大きなタイをリボン結びにし、漆しつ黒こくのロングコートに身を包んだ……。

「じょ、女王陛下っ!?」

「ふふ、あまり大声を出してくれるな、ジャスティン。一応お忍しのびということになっておるのだ」

　どこか悪戯っぽく言うのは、正真正銘この国の女王陛下である。

　三十代の女性のはずなのだが、外見はどう見ても長い金きん髪ぱつの美青年だ。

　その傍かたわらで、軍用コート姿のユリアンがため息を吐ついていた。

「……本当にやめてくださいよ、突とつ然ぜんのお越しは。俺はそんなに信用がおけませんか？」

「何をひがんでおる、ユリアン。私は単に、議会と喧嘩をして高地地方の別べつ荘そうに逃にげて来ただけだ。ここへはそのついでであろうが」

「また喧嘩ですか！　陛下はいいかげん大人おとなになられないといけません」

「ばかもの、奴やつら、大のカエル好きを首しゆ相しように据すえようというのだぞ？　私はカエルを好く人間とは一生口をきかないと決めておるゆえ、しかたあるまい？」

（カエル好きって……多分、お隣となりのフレンシア共和国のことだよね？　うわわ、さらりとすごいこと言ってらっしゃる、陛下！　それにユリアン、ずいぶん陛下と気安く喋しやべるんだな。っていうか私、今、ひどい格好なんだけど……！）

　少年風の乗馬服は夜中の悪あく魔ま退治で汚よごれ放題だ。さすがに恥はずかしくて目がくらみかける。と、そんなジャスティンの考えを察したのか、レクスが軽く指を鳴らした。

「なっ……！」

「おや、これはかわいいな。その悪魔、なにやら味な魔法を使う」

　一瞬でジャスティンの衣装が変わったのを見て、女王は平然と微笑ほほえんだ。

　ジャスティンのほうが、一体自分がどんな格好になったのか、慌あわてて確認する。

　レクスが選んだのは、一面に淡あわいピンクや水色でオールドローズやライラックの刺し繍しゆうをした、鈍にぶい光こう沢たくのある緑のバッスル・ドレスのようだ。胸元や袖そでには白いレースと金茶のリボンがふんだんに使われ、裾すそからは同じく金茶のアンダードレスがのぞく。

（よ、よし。ちょっと派手すぎるけどぎりぎり品はいい……と思う！）

　あちこちに負ったかすり傷はそのままだが、とりあえずさっきまでの格好よりマシだろう。

　ジャスティンはちょっとだけ胸をなで下ろし、やっと女王に椅い子すを勧すすめた。

「そ、その、レクスは着せ替かえが趣しゆ味みみたいなところがあって。それより、こんなむさくるしいところへよくおでましくださいました。せめてしばしお体をお休めになってください。ええっと、食事もたいしたものはできませんが、食材が新しん鮮せんなことだけは保証いたしますし……」

「いや、いい。私のことは気にするでない、遠とお駆がけのついでに寄ったまでだ。ユリアン、お前はお言葉に甘えていってはどうだ？」

　女王に話をふられたユリアンだが、すでに革ケース入りのライフルを肩にかけ、足あし下もとには背に負うべき荷物が置かれている。すっかり旅立つ支し度たく済みだ。

　案の定、ユリアンは首を横に振った。

「残念ながら、俺に悪魔と一いつ緒しよに食事をする趣味はありません」

　悪魔たちの目つきが一気に悪くなるが、ユリアンはどこ吹ふく風で無視してみせる。

　その様子を眺ながめた女王が、興味深げに腕うでを組んで言った。

「なるほど？　しかし、この悪魔たちはテーブルマナーくらいは心得ていそうではないか。初めて知ったが、自由な高位悪魔というのは一見、ただの美しい子供のようなのだな。退魔庁の悪魔は皆みな袋ふくろをかぶせてしまっているから、こういうものを見るのは珍しい体験だ。面白い」

「──魔ま界かいの王を目の前に、まるで見せ物でも見るような言いようですね」

「こら、ルーナエ、黙だまってて！」

　ジャスティンが大おお慌あわてでルーナエの前に立つと、女王は薄うすく笑う。

「かまわん。というより確かに私が不ぶ躾しつけであった。すまぬな、あいにく私はサウスランド生まれで、魔界のマナーにはくわしくない。さて……私は噂うわさの悪魔の顔を見て満足したゆえ、これにて失礼するぞ」

「お見送りいたします！　あー……あと」

　ジャスティンは少し迷ってから、客間を振ふり返って言う。

「……レクス。よかったら、一緒に来て」

　呼ばれたレクスはゆっくりと瞬まばたき、ジャスティンの後について部屋を出る。

　閉まった扉を眺め、エルデンは苦笑しながら言う。

「やっぱり一番信しん頼らいされてるのはレクス様──っていうか、むしろ、なあ？　な、あれでご本人たちには自覚ないんだから笑えるよなー、ルーナエ？」

「お前は黙ってとっとと傷を治しなさい！　僕はもうお前の修理をするのはごめんですからね！」

　ルーナエは叫んで、悔くやしそうにそっぽを向いた。
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　客間から出てきたジャスティンは、周囲を気にしながら女王とユリアンを正門まで送っていった。使用人仲間にこんな格好を見られたら、何を言われるかわからない。

　ユリアンのほうはレクスを警けい戒かいしているようだったが、ジャスティンとしても退魔庁を完全に信用しているわけではないのだからお互たがい様だ。

　少し気づまりな沈ちん黙もくの後、女王が不意に口を開いた。

「ユリアン、確かく認にんするぞ。お前がこの間、退魔庁で管理すると言ってきた悪魔は、寝しん台だいにいた負傷した者か？」

（エルデンのことだ！）

　ジャスティンは緊きん張ちようして耳をそばだてる。

　ユリアンはうなずいた。

「そうです。戦うと我を忘れ、暴走の恐おそれがあると思われます」

「《槍アルマ》というのはそういうものであると聞く。悪魔というよりは獣けものに近いのだ、とな。しかしお前が言っていたよりはずいぶんと人間らしく、個性的に見えたが？　《槍》は印章で押したかのように、まったく同じようなものになるという話だったではないか」

「──あの《槍》は変わっています」

　ユリアンのためらいに、ジャスティンは心を決めて口を開く。

「陛下──」

「好きに発言するがよい、ジャスティン。お前にはその権利がある」

　すかさず言われ、ジャスティンは懸けん命めいに続けた。

「ありがとうございます。陛下、私はあの《槍》、エルデンの紋もん章しようを私の魔ま法ほう書に刻んでもらいました。私はエルデンとも、ここにいるレクスと同じように魔法書を通して契けい約やくしたんです。エルデンはレクスの部下ですが、今は私の部下でもあります。どうか、私から彼を取りあげないでください！」

「ほう、あれがお前に忠誠を誓ちかったと？」

「はい！　ええっと……その、エルデンは、女性が好きらしくって」

　ジャスティンが思わず赤くなると、女王は朗ほがらかに笑った。

「はははは、女好きか！　いいではないか、禁欲的な悪魔よりもよほど信用がおけるぞ。少なくとも正直だという保証があるゆえ。さて、新たな契約があるとなれば状じよう況きようは変わろうな、ユリアン？　今の状況で、あのエルデンとかいう悪魔をジャスティンに預けておくことは不可能か？」

　ユリアンはしばらく険しい横顔を見せていたが、やがてあきらめたようにつぶやく。

「難しいところではありますが、魔法書の契約があるのなら、彼女に任せておくことは可能でしょう。レクスは魔法書の契約もかなりうやむやにしてしまっていますが、《槍》にとっては絶対の契約となるはずです」

「と、いうことだ。喜べ、ジャスティン。エルデンはお前のものだぞ」

　女王に微笑まれ、ジャスティンは喜びのあまり涙なみだ目になった。

　浮うき立つ気持ちをどうにか抑おさえつけて、深々と腰を折る。

「ありがとうございます……！　心から感謝いたします。ユリアンも、ありがとう！」

「俺に礼を言うな。俺は反対だったのだ。陛下、まさかとは思いますが、これを言うためにここまでいらしたんじゃないでしょうね？」

　ユリアンが恨うらみがましい目で見ると、女王は目を細めてしれっと言う。

「私が来た目的は、遠駆けと悪あく魔ま見物だと言ったであろう。その歳で物忘れか？」

　ユリアンは苦々しそうに黙りこみ、アッシュブロンドの癖くせ毛げを掻かきむしった。

　ジャスティンはまだ嬉うれしくてたまらなくて、傍かたわらのレクスの袖をひっぱって言う。

「よかった……よかったね、レクス。エルデン、連れていかれないって！」

　レクスは喜ぶジャスティンを見下ろし、首をひねる。

「お前はそんなにエルデンが好きなのか？」

「好きに決まってるじゃない！　レクスもエルデンのことは好きでしょ？」

「好き……」

　遠くを眺めて考え始めてしまったレクスを、女王がちらと振り返る。

「──ジャスティン、先ほど見せてもらって思ったが、お前は少し変わったやり方で悪魔たちを従えておるようだな。つまり、悪魔たちに我が身を差し出して、彼らが悪事に走らないように抑えておる。まるで生いけ贄にえの花はな嫁よめか、そうでないなら魔ま女じよのようではないか？」

　女王に言われて驚おどろき、ジャスティンは答えた。

「それは……恐れながら、違ちがうかと思います。私はただ、彼らを愛しているんです」

　ジャスティンのまっすぐな言いように、女王は薄うす暗ぐらく微笑ほほえんだ。

　ユリアンは黙りこみ、沈黙が辺りを支配する。

（どうしよう。何かまずいことでも言ったかな？　でも……本当のことだもの）

　どきどきする胸を押さえつけ、ジャスティンは薄暗い玄げん関かんホールを抜ぬけた。

　前に出ようとしたジャスティンを制して、ユリアンが両開きの扉とびらを開ける。

　まばゆい光が差しこんで、ジャスティンはまぶしさに目を細めた。あのとてつもなく長い悪魔退治の夜が明け、もう正午近い時間だ。一いつ睡すいもしていない身に、陽光が鋭するどく突つき刺ささる。

　陽光を背負って微笑み、女王が言う。

「ここまででよいぞ、ジャスティン。これからも、お前の善き心を大事にするがよい」

「ありがとうございます。陛下も、お元気で」

「うむ。次はエルズバラか、スタークレストで会おう」

（あれ？　それってどういう意味だろう）

　不思議には思ったが、とにかく深々と一礼する。

　女王はそのまま軽く片手を振って出ていった。すかさず外で待機していたらしい護衛の人員が女王の周りを囲む。

　ユリアンは女王の後ろ姿を見送ってから振り向き、静かに言った。

「ジャスティン。俺の役目は今後も変わらない。これからも、きみやきみの悪魔たちが暴走したり、ひとに仇あだなすことがあれば俺と、退魔庁が始末をつける」

「うん、わかってる」

　ジャスティンは力強くうなずくと、不意にレクスが口を開いた。

「お前が何を信じ、何をするかはお前の自由だ。ただし、ひとの考えはたやすく変わる。いつかお前の信じるものがゆがみ、そのゆがみが我が主やわたしの部下に手を出すようなことがあれば──そのときは、お前はこの世でもっともおぞましいとされる死に方を知るだろう」

　ユリアンはレクスの言葉を聞くと、ちょっと驚おどろいたように瞬またたいた。

　そして穏おだやかに笑い、うなずく。

「了りよう解かいした。悪魔も『王』位になると、なんというか──筋の通ったことを言うんだな。初めて知った。肝きもに銘めいじておく。では」

「あ……待って、ユリアン」

　身をひるがえして出ていくユリアンに、ジャスティンは慌あわてて追いすがる。

「ユリアン……ありがとう。私、色々がんばるね。今度、魔法とか悪魔とかについてももっと教えてほしいんだけど……可能かな」

　ユリアンは立ち止まらず、少しだけ歩調をゆるめて言う。

「ああ。いつでもスタークレストに来い。だがくれぐれも気をつけろ。陛下のおっしゃったように、悪魔と親しく戯たわむれるきみは見ようによっては本物の魔女だ。魔女狩がりの時代は遠くなったが、今もその息い吹ぶきは国中に潜ひそんでいる。……田舎いなかの噂うわさに敏びん感かんでいろ。聖職者にもだ」

　なるほど、魔女というのはたとえではないのだ。

　ジャスティンが神しん妙みようにうなずくと、ユリアンは振ふり返ってじっとジャスティンを見つめた。

　またあの透とう明めいな強い瞳ひとみにぶつかり、ジャスティンは戸と惑まどう。

　しかし見つめ合っていたのは一いつ瞬しゆんで、ユリアンはかすかに微笑んでジャスティンの髪かみをくしゃり、と一度だけなでる。

「きみたちがいて助かった。ありがとう。……死ぬなよ」

　穏やかな言葉を置いて、後は手を振って歩いていった。

（……ちょっとは認められた、ってこと、かな？）

　ぼんやりとたたずむジャスティンに、レクスがゆったりと追いついてくる。

「魔女狩りとは古い話だな」

「だね。私は別に、身体からだに香こう油ゆを塗ぬったりほうきで飛んだりはしないけど」

「そんな魔女はどこにもいない。あれは単にはみ出し者を狩っていたのだ。ひとはあまりにも弱いがゆえに、ひとりでは生きられん。集団を乱すものは排はい除じよしようとする。──この間の生徒が、家や他ほかの学校から排除されていたようにな」

　淡たん々たんとレクスに言われ、ジャスティンもふと思い出す。

「そっか。そういえばフランシスって、どうしてるのかな」

「我々の後ろにいるぞ」

「は？　後ろ？」

　ジャスティンが半信半疑で振り向くと、確かに玄げん関かん脇わきに見覚えのある少年がいる。

「フランシス……？　どうしてこんなところにいるの？　今、昼食の時間じゃない？」

「う、うん、そうなんだけど……」

　ジャスティンが声をかけると、フランシスはためらいがちに歩み寄ってきた。

　落ち着かない様子でドレス姿のジャスティンとレクスを見比べ、口を開く。

「ジャスティンとレクス。きみたちのこと、ずっと捜してたんだ。さっき、生徒の中でなんだかご大層なお客が来たらしいって噂を聞いたから、ひょっとしたらきみが迎むかえにでもくるかなって思って、食堂を抜け出してきた」

「なるほど、そうしたら大当たりだったってわけね。その──ええっと」

（ユリアンは生徒と使用人たちの記き憶おくを操作したって言ってたけど、フランシスはどの程度まで自分の犬が悪魔化したときのことを覚えているのかな）

　ジャスティンが考えているうちに、フランシスは緊きん張ちようした面おも持もちで続けた。

「──とりあえず、きみが無事でよかった、ジャスティン。その……あの、他の生徒たちは、あいかわらずきみがメイドだと思ってるし、レクスのことは変わった生徒だと思ってる。塔とうが壊こわれたのは落らく雷らいだって、まるで不自然に信じこんでいて……だけど僕には、この間の夜のことが忘れられないんだ」

「あ、あれ？　そうなの……？」

（記憶操作、全然効いてないじゃない！　彼が護ご符ふとか持ってるせいかな……？　うう、どうしよう）

　ジャスティンは内心どっと冷ひや汗あせをかく。

　半はん端ぱな嘘うそを吐ついてはかえって疑いを生むし、護符を取り上げなければ記憶操作も効かない。

　ジャスティンはしばらく考えてから、小さくため息を吐いた。

（なら、いっそ彼のこと、信じてみるか）

　魔女と思われたくなければ気をつけろと、ついさっきそんな助言をもらったばかりだけれど、この方法が一番自分にはあっている気がする。つまり、正直にやって、責任を取ること。

　ジャスティンは軽く頭をかいて言った。

「……あのね。実は私、副業で悪魔退治をやってて、レクスは私の使い魔まなの。この間、あなたの犬に憑ついてた悪魔は魔ま界かいに送り返しといたから安心して」

「え……？　え、え？　悪魔退治と使い魔って……しかも僕の犬に悪魔が？　本当に？　い、言われてみればそれしか可能性はない、ような気はするけど、本当の本当にかい!?」

　フランシスは目を瞠みはって問い返す。

　ジャスティンはあきらめ顔でこくりとうなずいた。

「全部本当のこと。私、嘘を吐くのって根本的に性にあわないんだ。で、ね。あんたのオカルト趣しゆ味みはとりあえず内ない緒しよにしとくから、こっちのことも言いふらさないでくれるかな。別に悪事をやってるわけでもないのに、『呪のろわれた学校』とか噂が立つのはちょっと……」

「もちろん言うもんか！　それにしてもすごい、すごすぎる！　そうか、本当の悪魔なら色々知っていて当たり前だ！　レクス、これからも僕の友達でいてくれる？　本物の悪魔の友達なんて、滅めつ多たにできるもんじゃないよ！」

　フランシスはすっかり大喜びで、レクスに駆かけ寄って目をきらきらさせる。

　レクスはしばらく黙だまってフランシスを見ていたが、ふと視線をそらした。

「嫌いやだ。面めん倒どうくさい。お前と喋しやべっていたのは、単にお前の犬に悪魔が憑いているのを知っていたからだ。何か面おも白しろいことにならないかと思っていたが、色々とジャスティンに怒おこられたし、特にお前に興味があるわけではないからもういい」

「僕に興味なんてなくてもいいよ、僕がきみに興味があるんだ！　そういえば悪魔に憑かれてたっていう僕の犬も、無事に元気になったよ。ひょっとして、僕の魔ま法ほうってけっこう効くのかな？」

「……魔法についてはお前は半端に知識があるから、逆に説明が面倒だ」

「褒ほめてくれてるんだね！　ありがとう、嬉うれしいよ！」

　フランシスは大喜びでレクスの手を取り、勝手に握あく手しゆしてからはっとして顔をあげる。

「しまった、こんな面白い学校を退学になったらまずい！　僕は食堂に戻もどってくる。これからも表面的には完かん璧ぺきな優等生をやってあげる。今はこの学校、おかしなのが何人かいるみたいだけど、僕がどうにか抑おさえよう。ふふ、来年は監かん督とく生になって、自治会長を目指すんだ。僕が本気を出したら、きっとここはいい学校になるよ？」

　背後にバラが咲さきそうなきらきらした笑顔で言うフランシスに、ジャスティンは瞬またたく。

（うわー、一気にやる気満々。この間までの暗さはなんだったの？　たくましいなー）

　唖あ然ぜんとしながらもどうにか微笑ほほえみ、ひらひらと手を振る。

「そ、そう？　ありがとう。がんばってね」

「うん、応おう援えんありがとう！　きみも影かげの校長業と退たい魔ま師業、がんばってね！」

　朗ほがらかに言って手を振り、フランシスは学校棟とうへと駆けていく。

　そんな様子を眺ながめていると、ジャスティンも少し嬉しくなってきた。

　変だ変だと言われ続けてきたジャスティンの城が、世間からちょっとだけはみ出してしまったひとたちの居場所になるなら、それはとてもしあわせなことのような気がする。

　変わっていることは悪ではなく、異い端たんをはじき出すことのほうが、ときに悪を作ることもあるのだから。

「……まあ、なんにせよ彼が明るくなったのはいいことだよね」

「そういうものなのか？　単に面倒なのが増えただけのような気もするが」

「うん、それもそうかもしれない」

　少し疲つかれた顔で言い、ジャスティンはまぶしそうに瞬く。

　全身が疲ひ労ろうと寝ね不ぶ足そくで重くなっていて、正直指一本動かすのもおっくうだ。

（だけどまだ、レクスとちゃんと話さないと）

　どうにか気力を振り絞しぼり、ジャスティンはレクスの顔を見上げた。

「レクス、ちょっとどこか……そう、礼拝堂とか、行こうか。ふたりだけで、邪じや魔まされないで話がしたいんだ」
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　そのころ魔界では、魔ま狼ろうがキュリオスに謁えつ見けんしていた。

　レクスに魔界へ送り返された魔狼に、他に行く場所はないのだ。

「──それで」

　キュリオスはあいかわらず玉座に座ったまま、魔狼の向こうを見てつぶやいた。

　傷だらけでうずくまった魔狼の背後、四角い人造池には赤い液体が満ちている。

　今、液体の表面には人間界の映像が浮うかんでいた。

　黒くろ髪かみの世にも美しい青年──いや、悪あく魔まであるレクスが、礼拝堂らしき場所で天使めいた美少女と並んで座っている。

　それがキュリオスには死ぬほどおぞましく思えた。

「お前はなぜ、負けたのに生きて帰ってきたのだ？」

　けだるく問うキュリオスに、魔狼はぶるぶると震ふるえながら答える。

「わかりません……わからないのです、何も、何ひとつわからないのです。あいつは、エルデンという《槍アルマ》は変でした──奴やつは人間じみています、奴は確かに《槍》なのに、共感し、議論し、奉仕する──しかもそれが己の快楽のためではなく、他者のためとしか思えない……わたしはあのエルデンが、エルデンをあんなふうにしたレクスがひどく恐おそろし──っ！」

　魔狼が最後まで言う前に、キュリオスが立ちあがる。

　以前レクスから斬きりつけられた傷から、ぼたぼたと血が落ちる。

　しかし気にした様子もなく、キュリオスは魔狼の頭を軽く踏ふみつけた。

　さげすみきった目で魔狼を見下ろして囁ささやく。

「なぜそのようなものを恐れる？　素す直なおにさげすめばよかろう。レクスはとうにおかしくなっていた。お前はそれを知って出ていったはずだよ。違ちがうかね？」

「そうなのです、わたしは知っていた、わたしはエルデンを、そしてレクスをさげすもうと思った、そうしているつもりだった……しかし、生かされてここに帰されたとき、わたしは奴らをさげすむことができなくなっていました」

　魔狼の声はほとんど泣くように震えて、最後に囁く。




「わたしが怖こわいのは、あんなおかしな悪魔たちに憧あこがれかけている自分自身なのです」




　魔狼の言葉を聞き届けると、キュリオスは足に力をこめる。

　べしゃり、と嫌な音が響ひびいて、魔狼の身体からだは黒い液体となって崩くずれた。

　元は魔狼であった黒い液体は、荒あら削けずりの岩の床ゆかをゆるゆると流れていく。人造池の赤い液体に黒い液体がまじると、今までそこに映っていたレクスの姿がふっと消え去った。

「──不思議なものだ。悪魔も慈じ悲ひを学ぶことができる、ということか」

　部屋の隅すみから、柔やわらかな声が告げた。キュリオスの声ではありえない。

　そう、キュリオスの居室にはキュリオス以外の誰だれかが居る。

　声のほうへは視線をやらず、キュリオスは暗く囁く。

「慈悲ではないよ、人間。人間が慈悲を学ぶのは弱いからだ。慈悲がなくては生きていけないからだ。我ら悪魔は強いからこそ残ざん酷こくなのだ。それはただの必然だ。ゆえに──もしも悪魔が慈悲を覚えたように見えたなら、それはすなわち『滅ほろび』の証あかしなのだ」

「つまり、滅び行く悪魔のみが人間に共感する可能性がある、と？」

　慎しん重ちように問う人間の声に返事はせず、キュリオスはうっすらと笑った。

「わたしはけしてレクスを『滅び』に引き渡わたしはせん。なぜ奴が滅びる必要がある？　あれほどに強く、美しく生まれたものが、どうして滅びなければならんのだ。……わたしは滅びを打ち倒たおすよ。何をしてでも、奴に憎にくしみと、戦いの喜びを思い出させてやる。そのためになら、あのくだらん女すらこの手にかけよう。──止めてみるかね？　人間」

　部屋の隅にたたずんでいた人間はしばし黙りこみ、やがて淡あわく微笑む。

「どうだろうね。きっとあの子は強いよ。そして悲しいことに、人間はいつでも、きみたち悪魔ほどに純じゆん粋すいではないんだ。……わたしの言ったことを忘れないでほしい、魔界の王よ。人間はもはや、魔界をおとぎ話の場所だと思ってはいない。それでは、わたしは失礼する。先を急ぐもので」

　礼れい儀ぎ正しく言って帽ぼう子しをかぶり、ステッキを手にして、金きん髪ぱつの男が扉とびらを開く。

　男の姿を吞のみこむと、石いし壁かべにはりついてた扉は幻まぼろしのように消え去った。




　　　　[image: くぎり]




　礼拝堂へやってきたジャスティンとレクスは、真新しい木のベンチへ並んで腰こしかけていた。

　この間の事件で破は壊かいされた礼拝堂は、退魔庁からの援えん助じよもあってほとんど修理が終わっている。

　円いステンドグラスから色とりどりの光が落ちる中、ジャスティンは何かを言おうとして口を開き、戸と惑まどって固まった。

（え、ええっと……とりあえず、何から言おう？）

　この間は色々と偉えらそうに『考えろ』とか言ってレクスを本の中に追いこんでしまった。

　でも結局のところ、ジャスティンもレクスの気持ちをわかっていなかった、というか、考えていなかったのだ。

（そうだ、まずは謝ろう。まずはそこから）

「その、レクス。この間は、ごめん」

「ジャスティン、考えたのだが」

　ほとんど同時にレクスも口を開いたので、ジャスティンは慌あわててうなずく。

「う、うん？　えーっと、考えたって？」

「お前が考えろというから考えた。お前の気持ちというものをだ」

　レクスは前方へ視線を投げながら淡たん々たんと言う。

　ジャスティンはなんだか恥はずかしくなってしまって、懸けん命めいに自分の膝ひざを握にぎる。

「あれ……私も勝手だった。ごめん。レクスは、元から人間じゃないし、私たちの常識をいきなり押しつけたって、わけがわかんないよね。私たちだって、なかなか他の生き物の気持ちになってものは考えない。正直、本気で考えても、他の生き物がどんなふうにものを考えてるかはわかんないし」

　忘れてはいけない、レクスたちは悪魔だ。

　彼らはあえて悪を選んだわけではなく、ただ善悪の境のない場所に生きてきただけなのだ。

　レクスはうなずいて続ける。

「そう、実際わからなかった。お前が、お前たちがなぜ誠実さという夢を見るのか、なぜその夢を守るために、ときに命すら投げ出すのか。それもお前たちが弱いからか？　それはそうだろう。だが、それだけでもないはずだ」

　淡々とつぶやいてふと言葉を切り、レクスは静かに言った。

「考えた結果、わたしにわかったのはたったひとつだ。お前が死ぬと、わたしは困る」

　ぽん、と放りこまれた言葉が嬉うれしくて、ジャスティンは胸がじわりと温まるのを感じる。

「──レクス」

　名前を呼んだけれど、それ以上は言葉が出てこない。

　うつむくジャスティンの横で、レクスはぼんやりと言う。

「なぜだろうな。本当に困るのだ。それだけはわかった」

　彼の言葉に嘘うそはない気がして、ジャスティンは一言一言、刻むように言う。

「ありがとう。私も、レクスのこと失いたくないよ。だから、ひとと敵対してほしくない。そのためにちょっとだけひとの心を学んでほしい。私も、がんばるから。その──なるべく、死なないように」

　レクスはおとなしくジャスティンの言うことを聞いていたが、言葉が途と切ぎれると彼女のあごに触ふれた。ジャスティンは一いつ瞬しゆん身を引きかけるが、レクスがまた傷を癒いやそうとしてくれているのだと気づいて我が慢まんする。

（うう、でもこれっていつもながらに恥ずかしい……。他ほかにやり方、ないのかな）

　レクスの唇くちびるがそっとジャスティンの頬ほおに触れ、指や腕うで、傷ついた場所のひとつひとつに触れていく。柔らかな感かん触しよくがほのかに甘く、生まれてはすっと消えていく。

　顔が赤くならないように祈いのるが、どうしてもうっすらとは赤くなってしまった。

　呼吸困難に陥おちいりかけつつ、ジャスティンはかすれ声でつぶやく。

「レクス……これ、絶対他のひとの前ではやらないでね」

「なぜ」

「──っ、恥ずかしいから……！」

「確かに、こんなにたやすく傷つくのは恥ずかしいかもしれないな。……本当にすぐに死んだりはしないか？　わたしと契けい約やくさえしてしまえば、もっと簡単に守れるのだが」

（まあね。悪魔から見たら、私って相当弱々しく見えるんだろうな）

　ちょっと悔くやしくも思うが、今はそれより恥ずかしいのが先に立った。

　ほんの細かな傷まで癒そうとするレクスに、ついに耐たえきれなくなったジャスティンは身じろいだ。レクスの手をぎゅっと両手で捕とらえ、そのまま目を見つめながら言う。

「だから、契約は駄だ目めだって。悪魔優位の契約をして、私がレクスの思うとおりになったら、レクスはすぐに飽あきると思うよ？」

「──そうかもしれん。お前は意外と頭がいいな」

[image: ]

　納なつ得とくした様子のレクスに、少しほっとして微笑ほほえみかける。

「でしょ？　だから、今までどおりでいこうよ。危ないときは、なるべくレクスを呼ぶから」

「そうか。なら、それでいい」

　穏おだやかにつぶやき、レクスはそっと目を伏ふせる。

　ジャスティンも笑みを深めて、ふと、自分がまだレクスの手を握っていることに気づいた。

　またも一気に頬が赤くなる。

（ど、どうしよう、これ。この手、いつ放せばいいの？　そもそもちょっと親密すぎた？　っていうか今、私たちふたりっきりなんだよね）

　自分がわざわざふたりきりになれる場所を選んだというのに、急に何もかもが恥ずかしくなってきて、頭がくらくらする。とはいえ他人がいるところであんなことをされたら一分一秒も生きていけない気がするし、一体何をどうしたらいいんだろう？

　慌てるあまりジャスティンの手が熱くなってしまっても、レクスの手は冷たくて気持ちがいいままだ。

　手を放そう、と思って、でも放したくない、と心のどこかがつぶやいた。

　もう少し、あと少し──今だけはこうしていたい。

　そうだ、大体レクスは悪あく魔まなのだ。ジャスティンよりもずっとずっと長い時を生きる悪魔。

　きっとこの瞬しゆん間かんなんて、ジャスティンの考える一瞬よりも短いに違ちがいない。

（じゃあ、レクスはそんなに気にしてないかな、私に手を握られてるのなんて）

　そう思うと少しだけ気が楽になる。

　ジャスティンは勇気を振ふり絞しぼり、レクスの手を握ったまま自分の膝においた。

　そのまま、顔の赤さがおさまるまで黙だまりこむ。

　案の定レクスは特に気にする様子もなく、ジャスティンに片手を預けて礼拝堂の丸窓を見上げている。

　静かだった。

　光にあふれていて、とても静かな時間。

　胸に宿った熱さがじんわりとほどけて、穏やかな幸福感になっていく。

（あ、なんだろう。私、今、しあわせ）

　震ふるえるようなしあわせに、ジャスティンはぎゅっと目をつむって話しだす。

「……ね、レクスは人間のことはわからない、誠実さってよくわからない、って言ってたし、ルーナエとかも悪魔に情はないっていうんだけど、私はそうでもない気がするんだ」

「なぜそう思った？」

　とても穏やかなレクスの声。

　聞いているうちにしあわせが深まって、身体からだが溶とけていってしまいそう。

「だってね、エルデンが、あんたに『憎にくめ』って言われたのが嬉しかったって言うんだよ。だからずっとレクス様のこと憎んでるんだ、って、とってもしあわせそうに言うんだ。でもあれは、憎しみじゃないよね」

「わたしにはわからん」

　レクスはあっさりと言う。本心かどうかはわからない。

　でも、レクスに自覚がなかったとしても同じことだ。エルデンがレクスに向けているのは、人間が神様に向けているみたいな感情だ。

　手の届かない光に祈るような、敬けい虔けんな愛だ。

　レクスはきっと、自分でも知らないうちにエルデンを救っている。




「わからないのかなあ。レクスは、エルデンに生き方を教えてあげたのに」




　ぼんやりとつぶやいているうちに、ジャスティンは意識が遠くなっていくのを感じた。

　そういえば徹てつ夜やだったのだ。穏やかな眠ねむ気けを感じる。

　ここで眠って大だい丈じよう夫ぶだろうか？　少し不安に思うが、ジャスティンはすぐに思い直す。

　多分平気だろう。だってこんなにしあわせなのだし、ジャスティンは悪魔にだって美しい感情が満ちていることを知ったのだ。

　ジャスティンは安あん堵どして意識を投げ出し、レクスにもたれかかった。

　一方のレクスは、ジャスティンの指から力が抜ぬけたのを感じ、じっとジャスティンを見下ろす。

　……寝ねている。

　安心しきって頭をレクスの肩かたにもたせかけ、ジャスティンは眠ってしまっている。

（どうするべきなんだ）

　考えて、レクスは首をひねった。自分はこういうときどうしたらいいかを知らない。

　なぜだ？　経験したことがないからだ。

　つまり、今までレクスの前で安心して熟じゆく睡すいする生き物などいなかった。

　ジャスティンが初めてなのである。

（おかしなものだな。これだけ生きても、まだ初めて体験することがあるのか）

　レクスは物もの珍めずらしくジャスティンを眺ながめ、抱だき寄せるべきかどうかを検討する。

　人間同士なら、多分抱き寄せると思う。しかしレクスは悪魔だ。

　何かを傷つけようと思って触れたことはあっても、何かを守ろうとして触れたことはほとんどない。軽い戸と惑まどいを感じ、レクスは瞬まばたく。

（経験が足りん）

　どれだけ優やさしく触れれば、この柔やわらかな命を傷つけずにすむのだろう？

　淡あわいまどろみを守っていけるのだろう？

　そんなくだらないことが、さっぱりわからない自分に気づいてしまった。仕方がないから、レクスはとにかくできるだけ慎しん重ちように、優しくジャスティンの肩に腕を回す。

　そっと抱き寄せると、ジャスティンは安心しきった様子で、ことん──とレクスの胸に頭を預けた。

　この状じよう況きよう自体が面おも白しろくて、レクスは自然に淡く微笑む。

　彼女が目を覚ますまで、おとなしく待っていようと思う。

　ジャスティンの命が燃えているのはほんの一瞬のこと。眠りなどはさらに短い時間だ。

　その短い時間を眺めていられる今が面白くて、美しく思えてたまらない。

　とても気持ちはいいが、血の快楽とは違う優しい気持ち。

　生まれてから一体どれだけの時間がたったのか。

　──レクスは今、少しだけしあわせというものを知った。








あとがき






「近世西洋風の全ぜん寮りよう制せい男子校」＋「美形悪あく魔まその他とラブコメ」＋「トンデモ退魔バトル」でお送りしております『悪魔のソネット』シリーズ、第二巻をお届けいたします、栗原ちひろです。一応エピソードは一話完結ですので、これだけでも読めるかと思います。

　──というか、無事に二巻が出ましたよ……！　それもこれも読者様のおかげです、ありがとうございます。ヒロインと悪魔、ヒロインと人間、そして悪魔同士が、それぞれの立場から淡あわい恋れん愛あいや友愛、敬愛と取っ組み合う今作です。少しでもお楽しみいただけますように。二〇〇九年一月二十八日発売予定の雑誌、ザ・ビーンズ vol.12 にもこのシリーズの短編を載のせていただけるようですので、よろしければチェックしてみてくださいね。

　さて、今回も様々な方にお世話になって無事発刊のはこびとなっております。卒そつ倒とうものの美形を惜おしげもなく生み出してくださる新條まゆ先生、酒しゆ豪ごう担当Ｓ氏（命は大事に！）、その他スタッフの方々、そしてもちろん読者の皆みな様さま。本当にありがとうございました！

　さて、悪魔退治研修が終わったジャスティンと悪魔たち。次はお父さんの謎なぞを追って首都に行きたいです、多分！　こんな展開が見たい、などのリクエストもお待ちしております。





栗原ちひろ　　





















悪あく魔まのソネット




男だん子し校こうで秘ひ密みつの召しよう喚かん








栗くり原はらちひろ





角川ビーンズ文庫





令和3年10月1日　発行





ver.001





©Chihiro Kurihara 2009





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ビーンズ文庫『悪魔のソネット　男子校で秘密の召喚』

平成21年1月1日　初版発行

平成21年6月20日　再版発行





発行者：青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装幀者／micro fish












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		Contents



		１　悪魔のいる学校へようこそ



		２　男子校潜入大作戦！



		３　ふたりのエルデン



		４　魔法書の主として命じます



		５　吠えよ、亡失の槍



		６　怖い夢から覚めたあと



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p004-p005.jpg
/\‘/'

L =X > 4

RATIELIRAERLL
FEIOMERS. AED
BHEHEROAEMR.
BRLBIRE NI FIED
NEFOLIRICHEL

BUCENME-

§, A
=5, A

\
DEH IR L

®)—FTe

LOADE T 7—IViz%E
REBEORKEE WAN
IKLIRREEEBLT
EBHEY. IvRT1V
EHMBLTVS. WA TD

FERRISTEF S

LIZADE T ROFHK
FET HRIIZETTE
WS, L LEEIEES
@ WOD LI RITHE
BlWEBSTWVWS. MR
TORSRIZIRR

O TGVVRY—H—

IIF=A &

FLCOOTEERE A DIV =715
HOXEF, SCERZLEINTVS.

& LY7Y F—)VTFAt &
BRI AR T ATEA BOTTEREA
EFCT BB BIO—TE

L B9 1% FMR 2

VRO,

9 <

X AT

H—I14) &
O EFLELDF. KEH W
RFEZATHRPERLT
WL HEDYE EVFIBESDH

TR T TR

(¢

IR OBM. MR TR
BV DI EIDMERD,
RUOBMEEETERLLEL
TRELTWD v R T
VICERERBHDD,






item/image/m003.jpg
Q) €

- N T RRSGHRRN * .
N T S S S e S e N W





item/image/m004.jpg
e ©
BRMOHVOVED N  H v+

7Ny 3





item/image/m001.jpg
@ LSV @

AN T (SIS P TSN SR -





item/image/m002.jpg
P WO

O T RbRELIKER-






item/image/titlepage.jpg
HEEED ) R

BT IR CTHEDFMR

REH05

15511

BlIIE-2JXIXE






item/image/m005.jpg
j

= L0 R PO i






item/image/m006.jpg





item/image/p217.jpg





item/image/toc-001.jpg
7

o &5 4 388 2

"
B O £ r0 b IR ¢ A iU

PRI

BR M- < K~

W QHRIR N

A Q A A O W dE DO 36 4o

fud

%z;\t%mjmﬁ

48

88

118

150






item/image/allcover-001.jpg
ZEJELH, UM @ Chihiro Kurihara

1172984%%N, A%,
FIE/IE—Y TNBARICT(BHE)

2R
DBERFHRFEL TP 5T —BE, E
BRTFE AR (D—-TOVIN & BER
BERAVDRBOBHTT .

DI ASRNOTHEED
FYAVOBELLS

BRI HNE T

8
7
i
iC
B
&
2
S

%
2]
7
5
t

ERD IS

o | | BT ECHEOTR AR
LMD ¥ A7 4 VI3 O & ART LD LRI THRD
(D) BRI BHE G H DOBIR T T IR,
A%V Yy TOULCEEEBORE - L7 A% id>H LoD
WD Y v AT 4 YOI, FEOIRE REERED R -
TER! FHIERAENL, VI AL ZOWT bRk
SEWAELWUHH, PWRIBROBRDIMATET ?
FIHOA X FEPIWOTY v 2 - 5T T 7V 5






item/image/p195.jpg





item/image/p073.jpg





item/image/p025.jpg





item/image/p145.jpg





item/image/kugiri.jpg





